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・- L_ 問 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一枚 一枚がまるでや意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル



日 本 建 築 協 会 会 告

話題建築を聞く第 8 回

鰻谷チフレドレン・ミュージアム- 若林広幸氏に開く

華 や か に 着飾 っ た 商 業 用 建 築 が 付 近 に ど ん ど ん 建 て ら れ て き て 、す っ か り 面 白 を 一 新

した 心 斎 僑 鰻 谷 界 限 に 、 そ の 存 在 ! 惑 を 周 囲 に 大 き く 訴 え て い る 建 物 が 建 て ら れ ま し た 。

こ れ ま で 作 者 が 追 求 し つ づ け て き た テ ー 7 のひとつである「 日常 性 か ら 脱却 した空間 」

が 、 こ こ に い み じ く も 具 現 化 さ れ 、 不 思 議 な 迫 力 を も っ て 観 る 者 に 迫 っ て き ま す 。

今 回 は こ の 「 鰻 谷 チ ル ド レ ン ・ミ ュ ー ジ ア ム 」 の 作 者 で あ る 若 林 広 幸 氏 に 登 場 し て い た

だ き 、 氏 の 個 性 あ ふ れ る 建 築 観 に つ い て お 話 し い た だ く こ と に し ま し た 。 多数の参加l

をおf寺ちしています。

日 時 1990年 1 月 20 日 ( 土 ) 14 :  0 0 - 1 6  :  00 

会 場 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 会 議 室 ( 大 阪 駅 前 第 3 ビ ル 21 階 )

“ 子供に戻りたい大人達と‘ 大人になりたい

子供遂のための ショッピング遊園地" 。

鰻谷チルドレン ・ミュージアムは. 子供服を

中心に、 Iえ具居、子供ジュエリーショップ、

ミルクパ一等々、おしゃまな子供遂のための . 若ヰ相玄幸氏プロフィーJ レ

22の庖舗で偶成される。 1949年京都市生まれ

ところで、子供の頃に遊んだ場所て、何故か 1967年たち吉入社、アダム& イブ企画創立に参画

ＱＹＷＲ 年インテリア設計事務所設立、建築を学 ｩ ｾｾＮｉｩに焼き付いて磁れない風景というむのをＮ
1982年若林広幸建築研究所盟主、現在に至る

多かれ少なかれ誰しもが持っている。

〈主な作品〉

私の場合は、実家の近くの、廃屋になった煉

fチンコl吉U F  02001、平井正札ライフ・イン・

瓦造りのロフト周辺が、今む記憶に鮮明に残 京鉱オウ・グルメ・シノワ京宴、てまり花 養

っている。
食三昧菜館エスカミューズなど

斜面地に何練か残っており‘ そのあいだを階

段が縫うように巡っていた。その練の隙間は、

違法のノてラ、 J クがところせましと占拠してい

たし、とにかくごちゃごちゃと複雑に入り組

んだ危ない場所なのだ。しかし、子供ごころ

にとても楽しい遊びの空間であった。という

よりも、大人になった今 も、洗練された空間

を求める反面、，昔在的にそんな空間を求めて

いるような気がする。

だが最近の再開発ブームは、都会の真ん中か

らは赤ちょうちんや、複雑に入り組んだ町並

みをどんどんとな〈していき、笠然と笠備の

行き居いた，青; 紫な四角いピルに変えてし、〈。

この鰻谷界隈も御多分にもれず、上品なデザ

インではあるが四角いビルが立ち並び 面的

て退屈な風景に変わリつつある。

そんな田了並みの中にチルドレン ・ミュージア

ムはある。幅、奥行き、高さとむに 3 m80師、

さらに柱や梁の断面も 60c m角で統ーされた架

備に、様々なデザインの建物が二重情造で挿

入されている。

この玩具箱をひっくり返したような建築の、

日常性から脱却した夢のような不思議空間は.

執ようなまでに断面や架備に拘リ、整然と摘

築された裕子に対し、それを壊そうとする私

自身の原風景がつ〈リだした、アンピパレン

ツな行為なのである ( 若林広幸)

. 建築概要

所在地大阪市中央区東心斎橋 1ー19-20

建 築 主 OMUピル

企 画オールファ ッションアート研究所

設 計若林広幸建築研究所

施 工 海 召 組

敷地面積 253 .88m'

建築面積 206.45m'

延床面積 l ，173.39m' 

相街宣規模 S R C、B  1、 8 F  

工 期 1988年 7月- 1989年10月

定 員 30名 ( 予 定 )

参 加 費 一 般2，500円 、会 長 1，500円

(合、缶ビールまたはジ ュース、消費税)

学 生 : 一 般1，500円、 会 員 1，000円

申 込 方 法 ハ ガ キ 、 F A X 、 電 話 で 1 月12日( 金 ) までに、 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 事 業 課 へ

お 申 込 み く だ さ い 。 催 し 名 ( 話 題 建 築 を 聞 く 鰻 谷 チ ル ド レ ン ・ミュー

ジ ア ム 一一 若 林 広 幸 氏 に 聞 く ) 、 氏 名 、 会 員 ・一 般の日IJ 、 勤 務 先、参 加 証

送 付 先 、1{!: 話 番 サ を お 知 ら せ 願 い ま す 。

( 社) 日本建築協会事業課 〒530 大 阪 市 北 区 梅 田 1ー1- 3- 2100

F A X  06- 348- 0634、f t06- 348- 0633

* 追 って 参 加 証 を お 送 り し ま す。 な お 申 込 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 に て 決 定 し ま す 。

控築と社会/ 1989年 11 月号 l  



寄 附 金 の 受 領 こ の た び 柑 正 会 以 内 崎 川 氏 よ り 、 時 資

金の一宮1 > として多狐のご寄附を民政いたしました 。ここに誌して I亨〈御礼申

し 1:げま す。 社 l司法人 日本主主築協会

一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

ｾＧＸＹ 建築関係団体合同忘年懇親会

関 西 建 築 界 の 恒 例 行 事 で あ る 忘 年 懇 親 会 を 、 本 年 も 建 築関係 団{本

合 同 で 開 催 す る こ とになりました 。 多 数 の 建 築 関 係 者 が 集 い 、 親 交

を深めます。 何 卒 ご 参 加 下 さ い ま す よ う ご 案 内 申 し 上 げ ま す。

記

平 成 元 年 12 月 14 日 同 午 後 6 時 - 7 時30分

太 開 園 ダ イ ヤ モ ン ド ホ ー ル

( ビュ y フェ ・スタイルのノ f ーティ)

大 阪 市 都 島 区 網 島町 9 - 10  電話 06( 356) 1111番

( 京阪京橋駅より西へ徒歩10分 ・市バス東野田より徒歩 5 分 )

8 ，000円 ( 別 に 多額 の 補 助 が あ ります)

・ ご 面 倒 で す が 会費 を添えて 申込 期 間中 ( 11 月11 日一 12月

5 日 ) に 共 催 団 体 事 務 局 ま で お 越 し 下 さ る か 、 現 金 送 金 に

て お 願 い し ま す。( 土曜休日)

・申込 者 に は 忘 年 懇 親 会 参 加 証 を お 渡 し し ま す。

400名

豪 華 景 品 が 当 た り ま す。( 寄 贈 品 を 含 む )

参 加 者 全 員 に 進 呈

定 員

余興・福引

お土産

お願い

( 1 ) 出席者名簿を作成しますので申込の際に氏名 ・勤務先をお知らせ下さい。

(2) 111込者で12月6 日までに欠席の辿絡がない場合は会授のご負但を願います。

(3) 当日は参加証で受付いたしますから必ずご持参願います。

共 催 ( 初日本建築協会 (ω 大 阪 府 建 築 士 会 ( 出 大 阪 建 築 士 事 務 所

協 会 刷 新 日 本 建 築 家 協 会 近 畿 支 部

( 初日本建築学会近畿支部 ( 他大阪建設業協会

材 料 協 会 ( 的建築業協会関西支部

こ の た び 、 下 記 会 員 の )j 々がそれぞれ表彰を受けられましたので、

こ こ に 誌 し て 、 そ の 栄誉を お慶び月 l し上げます。

百己

三 日1¥( 京都大学名 誉 教 授 )

繁 ( 近 畿 屯 気 工 事 株 式 会 社 会 長 )

義 光 ( 光 安 建 築 設 計 事 務 所 )

俊 秋 ( 株 式 会 社 日 興 会 長 )

役一 ( 大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 社 長 )

司会員の受賞

時

場

日

会

内

山

安

本

紙

調

若

光

平

行

勲三 等11! H:l ｲ ｬ Ｇ 綬ｾ

!W{ 三 等 瑞 宝 章

勲Ji 等 双 光 lI!.i.日主主

勲ｬｌ等瑞 ｪｾ￯ｾ

民 ｴ ［ 市ｾｾｾｩＧ ｾｩ

.. . o-

3玄

4 第35回工高生デザインコンクール

入選者発表

他 日 本 建 築賛協

- 設計課題: リゾート地に建つ「ペンション」

日本往築協会主 HJi による‘ ド日記 j じ年役ーの標記コンクールの人選" ーか、

下記のとおりがと主主いたしましたので発ぶします 。

なお、入選作品は、 ILJ 点 2 年 1 ) J 号にぬ・| 古いたします。

・ 応 必 校 数/ 30校 ・ LL4L作 品 数/ 134/，"，

氏 1'， 日t
十交 名

，、子年

入選' ! i l :慢秀賞 1'. I i 事武範 大 分 県 立 大 分 工 業 同 等 学 校 3 年

入選・優秀賞 松 lt f正 f  大 分 県 立'{ff-l崎 工 業 品 等 学校 2 年

11 di /K 山一 史 群 馬 県 立 前 稲 工 業 高 等 学 校 3 年

入 i1l; 安 * {'i' e， 大 分 県 立 大 分 工 業 高 等 学 校 2 年

J/ }J;( 
法 |百j

上 3 年

11 昔t ＱＱｾ Ｇ＠ ， ｉｾｉＺ＠ 大 分 県 立 鶴 崎 工 業 向 等 学 校 2 年

11 止と illi 摩平IJ (  人- 阪 di ｩｌ ｊＧＮ Ｑｾ ｲＮ ＧＺ ￮ 等学校 3.:(1三l

イI'i: Jl  俊 I1本 2  :i f  

11 

JJl 型j- "  "  ft 
iif' ，I，!" U日立山崎工業高等学校 2  i 1'-

*I U込町 <J七|百Ji l mn

11 下 lりl 典 f  Ａ伴 ， り刊 ｉｾ ¥工 fiij 僑 工 業 1均等FAT- 校 3 年

11 [:"J JI: :i;， 術 浜 市 立 鶴 比 七 業 尚 等 学 校 3 年

‘ 建築関係 8 団体合同新年交礼会

平 成 2 年 1 月 4 日( 刻午後 2 1侍 - 3 1侍

大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル 8 階 宴 会 場 ( 大 阪 市 中央 区 内 本 町 )

2 ，500円 ( 申 込 者 で 当 日 欠 席 さ れ て も 会 費 を い た だ き ま す )

12月12 日 ま で に 会 費 を 添 え て 最 寄 り の 団 体 に お 申 込 下 さ い

時

場

由

貿

込

日

会

会

申

ｾ￭ 建築家が損をしないための法律
知識J 開 催 一 日 本 建 築 協 会 後 援 一

1990年 1 刈23 日(火) 10 :00- 17 :00 

大阪科'γ: 技術セ ン タ ー ( 大|以 di 内区制本田T I - 8 - 4 )

1601， 

新日本位築家協会会. w 7 ，000円

後援問{ 本会以 8 ，000円

一般 9 ，0001円

主 Ｑ Ｑ って おきたい法と契約 の Ｉ，ｾ従知設 Ｏ 瀬尾伝雄氏 ｉ jf. ，，1II I  

住築家ｬｉ ｩ 刊誌 ｾＧｾｈ Ｚ ｦ 洲町 ＱＮＱＱＩ 支 の ＧＱ かし Ｉｪ Ｏ ｊ ｉ 二ｼ品Ａ俊光氏安川火災

il ，.川lI i : m，( ｦｲＺｦＧｴｾ 険， ［ｉ ｬＡＮ ｊ

ぷ，i I日; i ) :lI
J
.契約と往築J ' . ')'; ，:，'1 f，契約のポイン ト/ 瀬 尾 川 雌 l¥..

こう対処したい ・ Ｇ ｊ ［ Ｎ ｦＹ ｉｊ にＩ ， ｾづく解決策Ｈ逮築家Ｏ立び往築 ｬ

札，，'jf，人 の 法的 点 ff: ) / i 中J[J己 f，) 雄氏

刷 新 11 ＮＮＮｪ，Ｚｾ建築家協会近 畿ぶ日 Ｑ ｜ (〒541 大 阪 市 中 央 区 備 後 sfj

2  - 5  - 8  '，l!:，:li 06- 229- 3371)  

ｾ＠ '89'"'-'90年版日本建築協会会員名簿

頒布お知らせ

会 員 の 皆 様 方 待 望 の ' 89- 90年 版 会 員 名 簿 が出来 上 が り ま し た 。

こ の 名 簿 は 、 建 築 界 に 活 躍 さ れ る 会 員 の 現 況 ( 出身校 ・現 住 所 ・

勤 務 先 ・所 在 地 ) を 紹 介 す る ば か り で な く 、 官 公 庁 ・学 校 ・関 係 諸

団 体 の ほ か 、 建 築 事 務 所 、 建 設 、 建 材 、 設 備 そ の 他 関 係 業 者 の 主 要

な も の を 業 種別 に 収 録 し て お り 、 日 常 業 務 に 大 い に 役 立 つ も の と お

もわれます 。 また、年 tt の 資 料 に も ご利用いただけますので、 何卒

お 買 い 求 め 下 さ る よ う お 願 い 致 し ま す。

な お 、 す で に お 申 し 込 み の 方 、 営 業 案内欄 掲 載 の 各 社 へ は 、 発 行

と同時に一部ご送付申し上げておりまうす の で 、 中 し 添 え ま す。

記

1  . 体 裁 B 5 宇IJ 280頁 本 文 上 質 紙

l  定 価 3 ，000円 ( 消 費 税 含 む ) 干 310円

なお、 3 月末日までにお申込みの方は、 会 員 特 価 として 送 料 ・ 消

費 税 込 みの2 ，500円 で お 頒 け 致 し ま す。

時

場

員

費
4

H

 

日

会

定

参

成構

申込先

2  
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通巻

SPECIAL  FEATURE ON ENCINEERS  &  THEIR  WOR路

鰻谷チルドレン ・ミュージアムー若林広幸氏に聞 く一. 会員 の受1' ¥. 第35回工高生デザイ

ンコ ンクール入選発表 r建築家が打lをしないための法律知識」院HliL ' 89建築関係団体合同

忘年慾親会. 建築関係 8 団体合同新年交礼会. '89- ' 90年版日本建築協会会員名i ¥1Plii ; : fnのおし

らせ

呉市文化ホール

会告

「建築と社会 J 11 月号表紙

・作品解説 ｲ Ｈｅ 何万 ｾｧＮ ・ 英 作

ミュージカルシアターガラス

の俗J 一 一ハピリオンに 附胤

するガラスの慌の照明計画を

CGにて検討したむので、ハー

7 ミラーによる映 り込みの状

況等が表現 される ( 右上およ

び右 下 l. ( 協同制作/ 大成建

設 ) r 日本火災 償浜ピルJ 一 一

改築にあた り. l I lill 物の外墜

を保存 した日本火災 償浜ピル

の ライ トア ンプ計画 をCGによ

り検討した ( 左上 左 中・ 左

下 l. ( 協同制作/ 日建 設計〉

. 作者 東芝ライテ y ク

4  
作 品 作 風

. 特集予告

12月号/ 最近の博覧会パピリオン

1 月号/ 商品化住宅のデザイン

2 月号/ ニュータ ウン ・ルネサ ンス

3 月号/ スケール感

加 古 川駅 前 市 街地 再 開 発 ヒル

世
子

明 ・前田敏兇

Gal l ery 

Bei ng 

スケッチブック

W 

書評

法令コーナ一

新建材ニュース

追悼文

G B R Cニュース

I NFORMATI ON 

I明. 拝 啓

ｾＷ＠

和田雅洋

後 藤 康

楠 本 望

織田宇1¥男

ヲ引

4 U 
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「建築と社会」総目次 ( 昭和 9 年 5 ｊｾ Ｍ 昭和 Ｑ Ｐ 年 Ｑ Ｑ ｊｾ＠ )  

クリーンルーム のフィ ルタ技術の展望/ 村上省一

J祭係杭/ 福井 I'l' 

新ｾＱｌ解着色技術 Ｏ 日ｉｪＡｦＢ回 Ｑｾ 二

「建築設備の健康診断」研修会参加記/ 山田 修

いま関西がおもし ろい 168時間都市 への アプロ ーチー/ 小湾問子

日本建築協会月間! の動 き ( 平成元年 9 月分 )

設計 : 日也設計 監理! 呉市挫設 局 建 築 諜 日 挫設計 一一

地工 . 1f t水!辿設 地 問 組 大 之 木建 設共同企業体

カピ l レ21 ー 設計 Ａ血 ｊ ゐ往 設 大阪 立 ＺＱ Ｘ ・ ｲＮｬ ＱＱ Ｑ￮Ｑ日 ｪ 也 ｩ 続 Ｇ ｾ｜研究 所 一 Ｍ H  

監理f アール ・アイ エイ 施工 鹿 品 位設大阪支1;1;

設計地工 藤木工務 r，! i 一一 12
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京都市風致

ao 

永 楽 ニ ンセ イ ビ ル

< 杢をつく る > / 歌

リカち ゃん/ 木下直之

最 il i : 竣工した新建築 9 点 (No. 2259- No.2267)  

Walki ng 建築家おすすめデートスポ y ト/ 吉羽逸郎

二つ 自のノ - 7ライゼーショ ン一世界の高齢者住宅一/ 明沸l昌利

建築行政の国際化 環太平洋建築主事会議に参加 してー/ 中谷麻差男

デ y キプレート

坂静雄先生逝く / 束畑謙三・ 六!j I

1ヲ11¥1変位試験装置の来li .設

第 l 副木造住宅デザ イン コンクー ル. 住まい のまつ りI n堺.

別講演会. アー トワーク公募. 銃仰の技展 .

ロン ドンの おもち ゃ材i/ 安田 孝. モデュールと建築材料/ 八尾

謀殿ー 1/ 若林広幸. 主主築技術者 のたしなみ/ 南 次郎

第 36回青 年 技 術 者

大塚裕弘 王 子 動 物 園 科 学 資 料 館. 医 療 法 人 愛 仁 会 高 槻 病 院 ( II 則 ) .

ヤ ラ カ ス 館 本 社 ビ ル ロ

星 電 器 製 造 鮒神 戸テク ニカ ルセンター . ( !!i 林) ジャンボオーナーズ有

馬 (似粉、)姫路市立職員会館. 高砂市立高砂市民病院 n  

グ ル メ ビ ル「エ アリ J . 焼肉ハウス 「ロウダン J . カネディアン ・アカ

デミィ ・六 甲アイ ランド ｾＴ Ｎ＠

日 住 金 本 町 ビ ル. 第三 松 豊 ビ ル デインク; 鮒 ミ ッ ト ヨ 大 阪 営 業 セ ン

ター

なら ・シルク ロード博 オ ア シ ス 物 語 館 の 構 造 設 計. 心斎 橋 筋 商 庖

街 ア ー ケ ー ド の 桃 造 設 計 Ｎｾ￳＠

リフレ ッシ ュ 提 案 指 針 の 作 成

ベーノ マークリスタルシステム ( ｖＮ ｃ Ｎ ｓ Ｎ Ｉ 実用化のための笑験と考察一一 ＭＮｾｈ

熱湖、機械室 に お け る 配 管 ユ ニ ッ ト工法 杢 調 設 備 工 事 の 工 業化 へ

の道一

物 流 倉 庫 の 施 工管理 に 対 す る 取 り 組 み

超 高 層 R C造 に お け る 高 強 度 コ ン ク リ ー ト の 品 質 管 理 4 1  

既 存 地 下 構 造 物 解 体 を 伴 う 大 深 度 地 下 工 事 の 施 工 計 画 一 一 一 一 一- 4 2

設 計 業 務 を 支 援 す る ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス の 開 発 ＴＮｾ＠

海 外 の プ ロ ジ ェ ク ト の 設 計 ・コーディネイト

協 力 会 社 育 成 対 策 の企 画 、 推 進

中谷

後藤浩美

田中 滋典

構 造 部 門

設 備 部 門

パックナンバー

設備の頁 177

構造の頁 175

施工材料の頁 172

講座レポート

若い会員の集いレポート
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外観東南ifii

呉 市 文 化 ホ ー ル

設 計 日 建 設 計

監 理 呉 市 建 設 局 建 築 課 、 日 建 設 計

J

一

司

い

|

音響技術委託 NHKエンジニアリングサービス

舞台技術委託 ジャパン ステー ジ コンサルタント

施 工 清水建設・増岡組 ・大之木建設共同企業体

所 在 地 呉 市 中 央 3 ー 10- 1  

敷地面積 4，199 .76
m

'  

建築面積 3，757 .08
m

'  

延床面積 14 ，393 . IOm'  

情造規模 R C、一部S R C及 び S 、8 2、4 F 、P 2

ホ ー ル 収容人員 1，802人 、固定席 1，614席、 l 階 1，0701索、 2階 544席、車精子専用 6 席、立見席 182席

オーケス 卜ラピ y ト129 .3附 ( 110席上可動式( オーケストラピ y 卜、客席、舞台)

舞 台 間 口19m、奥行 17m、高さ 10 .5 m、小迫り

工 期 昭 和62年 7 月 一平成元年 9 月

最 寄 駅 J R呉線呉駅

4  遮築と社会/ 1989年 11 月号

ーう

，J 路

に

二

「

1

l

i川

l

ｾ＠

配置図 1  :  20∞ 

撮 影 黒田青巌、西日本写房



呉市はロマンを秘めた美しい港町。瀬戸内海のす るが、昔からずっと建っていた建物であるかのよ

ばらしい眺望と山々の渓谷の自然美に図まれた都 うな重みを感じるものとした傾斜した屋恨をモチ

市である 。 ーフに図書館は苦手練 、ホールは片流れとそれぞれ

敷地は J R呉駅から市街の中心部である市役所に の機能に応じた形態で表現し、都市の景観を照な

至る水辺を生かした堺川公園 ・蔵本通りの中央公 うことなく、新しい風景を想像し、街づくりをリ

図化格制ii がほぼ完了した、 必 まれた位置にある 。 ードする施設のあり方を追求した 。

い わ ば 絞" 的存在である 。 ここに 「文化センタ ホールのメインフロアは 21渚とし、大道具搬入レ

ー椛恕」のもと 、文化ホー ルと図書館を コンプレ ベルを道路から直緩行なえ、楽屋も燐台と同レベ

ックスさせ、市民の心の施設として、また人づく ルに近くにあることを基本として平而計画、断面

りの施設として計画されたものである 。 計画を行な った。収容は 1，800人を最大に、固定席

基本的な条件として図書館敷地は都市公園として は1，614rf1，' とし 2 階ノ、ルコ ニ一方式により、通' 市の

の機能を極力残して計画することとあり 、南角 に 利用は下部で、多人数の場合は 21: 皆席の 利用を考

プラザとしての緑地を可能な限り確保し、かつ、 えている 。

文化ホールへのアプローチを図嘗館の児童コーナ 内装は、年とともに味わいを深め、メンテナンス

ーの上部を利用し、プロムナードで結ぶこととし フリーの木質としホールを訪れた人々に柔らかな

た。 雰囲気のある " なら" 材による空間! とした 。 この

せるものである 。音響設計は “ クラン ンクコンサ

ート. . が行 なえるホ ールとして 、木質の雰囲気を

j J l なうことなく、中国地域で最も草子きの長いホー

ルづくりを目指し、最終的な音響調11定を N H K エ

ンジニアリングサービスで笑施した結梨 、初期 の

目標通り、 500 Hzで空! 怖 2.0秒となり 、80%，首席 で

1. 75- 1. 8秒とコンサートには段通に j! i : ぃ科きが得

られた 。

また、壁 ・シーリング音11に設けた残響可変装置で

0. 25紗位J支の可変帽を際保した 。可変機怖は、花

道の壁面をコンサート 利用11寺と一般利用 11#に角度

を変えられる機構をあらたに採用し 、銭科H寺i笥の

可変と特きの環境可変を積極的に行な っている 。

文化ホールと図昨館は河川 を狭んで、互いに呼応

し賑わいをみせることができ、観る文化と活字の

文化を通じて、市民が優れた文化に按し、また自1)

外観は 呉市の慨かしい歴史のなかで愛着のあるレ 空間は港町呉市の普を初得とさせる木製の船の先 進する拠占となることを念願している 。

ンガを iJi 調に緑青銅板を使用し、近代建築ではあ 端部であり、豪華な船のインテリアを思い起こさ ( 日建設計/ 大|仮 設計主管 大型f一 男)

5  



ホール

型車台よリ客席をみる

6  
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i  

断 面 図 1  :  1200 

協力工事業者

電気設備 中国電 気工事 ・六奥電気 ..J V ホー J レ内装

空調設備 三機工業 ・近畿電気工事 ..J V 内外アイル

給排水衛生 桝設備工業所、 藤井設備、 ホ ール精子

広 島配管 大道具設備

防災設備 川崎段備工業、 中国工業 アート

舞台照明設備 東芝ライテ ック アート

舞台音響設備
松下電器産業 サイ ン

E  L  V  フジテ ック 家具

2 附ホワイ エ

宮崎木材工業

山下商事 ・ I N A X

コトブキ

井手口

住江織物

川島織物

日本彫刻

坂光家具

.  
， 

7下 一 一一三五1

1  ，皆平面 図 1  :  1000 

内装ク ロス 竹僧堂

内装床貼 アオケン・東洋 リノリューム

屋 根 鋼 板 新星鋼業

金属製建具 三和シャ ッター工業

金属製建具 ニューウオールシステム

塗装 日塗

植 栽 梶 岡園芸土木

7  



加 古 川 駅 前 市 街 地 再 開 発 ビ ル カ ピ ル21

設計 鹿島建設大阪支庖・都市問題経営研究所

監理 アール・アイ・エー

施 工 鹿 島 建 設 大 阪 支 庖

-!..，j .. 

日

8  建築と社会/ 1989年11 月号

所 在 地 兵 庫 県 加 古 川 市 加 古 川 町 篠 原 町

敷 地 面 積 7，107 . 13附

建 築 面 積 6，473. 90附

延 床 面 積 42，019. 33 m
'  

構造規模 S R C、81 、7 F 、P2

最 寄 駅 J R山陽本線加 古 川 駅

郷 影 ア ン コー J レ



配 置 図 I  :  2000 
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ンヨ y ピング街 ( 8 1)

飲食1;5街 ( i F l
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/  

描州ーの本俗的百貨庖をキ ャ y チ フ レ ー ズ に 、 再

開 発 ビ ル 、、カピル21叫が完成した 。

当ビルは駅前再 ｬ ｾ ｦ ｊ 発事業の 一五 ［ ［ｩ とし て、 ｊ R 山陽

本線加古川駅前に立地し、都市 57百1' ( 1苫れそごうい

を絞広舗に I也元権利者を含む専門庖とで桃成され

ている 。

事業着手前の当地は、駅前の肝立地にもかかわら

ず老朽化した広舗 、住宅、娯楽施設さ寺ーが出:(:1:官 集

した悪環境下にあり、近年、 ＧｩＺ ｽｊ 外に大 ｊ ￍｴＡｾ 商業施設

の相次ぐ進出によリ商業地としての地盤沈下も著

しく、かつ防災上、美観上も好ましくない状態に

な っていた 。 そこで、駅前地区としてふさわしい

都市型百貨応 を骸とする再開発半業 を施行し、土

地の高度利用を図るとさもに、正:ii r. si 針の 活 性化 、 駅

前 広 場の主主備拡充を行ない東f街地械の 伎者11市とし

飲食Ui ( 7F)

ての、機能充実を図る目的でスタートし、昭手[158 コーナーのアールと 化 粧型枠の丸 型リブが調和し 、

年の機備組合発足から約 6 年 の 歳 月 を か け 完 成 に 優美ななかにも華やかさをかもしだすテザインと

到 ったものである 。
している 。 又 21;皆デ y キを通じ駅前広場、駐車場

当ビルの 内部構成は、中央 にレイアウトされたエ ビル、昭和57年 完 成 の 再 開 発 ビ ル ホサ ン ラ イ ズ、、

スカレーターを基点に、東1 I I IJ が百貨応、、そごう h と述絡し駅前再開発としての一体! 惑を図 っている 。

西1f11JがRHLJ ) 苫街とな っている 。 地 下 l 階は食料品 2 階 デ ッキには、 東 京 デ ィズニー ランドのイ ッツ

先場、地上1 1 ' 苦から 6 階までは物販売場とな って ・ア ・スモールワールドの人形をモデルにした時

お り 、 地 上の各階には買物の合間lに休憩出来る J 、 百十が設けられており、毎正時には斡快なメロティ

ーラーが設けられている 。 n告は 。川の流れるレ ーにの り、人形遥が踊り、人 々をメルヘンの世 界

ストランアベニ ュ一、、と銘打った飲食庖街にな っ へいざな っている 。駅前広場に設けられたモ ニュ

て おり、せせらぎを囲む燥に各応 ｾｩｬ￬ がレイアウト メン トと共に、ビルも時計も加古川市 の新 し い y

されている 。又屋上には、スカイサイクル、メリ ンボルとして、多くの人々に愛され、繁栄してい

ゴー ラン ド、コンポイ等遊戯施設 を 設けており、 (' : J J -を昭! f[ ってやまない 。

子供述の参三をは ぐくむメルヘンランドにな っている 。

外観は、化粧型枠による R C打放し仕上げとし、 ( 桜回 公[ j t J / 鹿島建設)
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永楽ニッセイビル

設計施工 藤木工務庖

エントランスホール

12  往 築 と社会/ 198拝 II 月号

所 在 地 大 阪 市 北 区 野 崎 町 9 番 8

敷地面積 529. 72m'  

建築面積 467 .66m'  

延床面積 4，166. 67m'  

情造規模 5RC、 81 、 10 F ， P  1  

工 期 昭和 63年 3 月~平成元年 5 月

最 寄 釈 地下鉄谷町線東梅 田駅

1量 影 川 |元斉、 5 5大阪

オフィスの環境が近年急速に進化している 。 ビル

は、1 j i に総ではなく、より↑ Jt .i.@.てν 機能的に追求さ

れ、そこで働く人びとのニーズを満たす絞合機能

宅/:¥1 とな って米た 。 当計画でもこの情勢と立地と

を鑑み 、イ ンテリジェントヒルとしての充実を計

った結果、幸いテナント業種も情報サービス| 期 j主

に統一 され、ビル機能も十分に生かすことが出米

fょ。

，他物は外観とインテリア 、そして機能と空間との

ノ〈ランスが取れていることが必要であり謀題でも

ある 。

ファサードに花i詞石ジ ェ y トバーナー仕上とミラ

ーガラスを使用し 、タテ線を生かすスリ ソトを設

けた悦快なリズム! 惑で有と硝 f の対比を表現した 。

このリズム! 必はエントランスホールにも導びかれ

デザインの統一性と十分な広さを持つ空 /111 で構成

さtl ている 。

，) ，1 ; 準| 渚プランは快適性と独立性を求め 、エレベー

ター ・ホールを中央に遣さ、オフィスとサ ビス

部分を明隙に う，j - 縦した 。 又、オフィスはチュープ

椛泣の無ねを H¥1 としフレキンプルな対応、を可能と

している 。

空調} ] 式はシステムノ、 y ケージを係用し、共用部

分からのメンテナンスを行ないオフィスの独立性

を高め、かつ伽1別制御も可能な y ステムである 。

今後もビルのインテリジェント化ＧＮｩＺｾみ、新たな

機能が要求されて来ると思われるが、このビルが

ニーズに応え成長していくことを見守 っていきた

い。 ( 太回正三/ 藤木工務 l苫)

道 路

遍路

配 置 図 l' 皆平面図 1  :  400 









リカちゃんが見続けた日本人のマイホーム・ドリーム

リカちゃんハウスひろぴろオクション( 1988年)

16 建 築 と社会/ 1989年11月号

香山リ力

l昭和42年 ( 1967) 5 月 3 日生まれ。牡牛座、血液型 O型。

白陣学図 5 年生。フランス人指担J[者ピエール とフアッ y

ヨン・デザイナー香山織江との 111] に生 まれた 。以来今日

まて¥日本の少女たちから最も愛される人形とな った。

リカちゃんハウスの22年間の変遷をたどる展覧会が大阪

で|別かれている 。

〈リカち ゃんハウスの1尊覧会> 12月25 日(月) まで

I N A X ギャラ リー大阪・ 大阪市西区新聞J l -7- 1

Tel. 06- 532- 1956 



× 月× 日ぽくは リカち ゃんを訪ねた 。 さわやかに H古れた秋空の 日眼

目だった。 リカちゃんは昭和42年に生 まれた 。22年前だ。だからと

いってリカちゃんカ'22歳というわけではなし υ リカちゃんは歳をと

らない 。生 まれた時から小学校 5 年生のままなのだ。 リカちゃんは

変わらず、世の中の方がどんどん変わっている 。この少女は、 高度

成長期以来の日本の姿をず っと見続けてきたことになる 。

リカ 「ねえ、おじさん、いつまでひとりでしゃべ って るの ? J  

一一そうそう、きょうは 『建築と社会』 という雑誌に頼まれてね、

リカちゃんのお うちのことをききに 来たんだ。今住んでい るこ のお

うちは 4 L DK ?

リカ 「そうよ 。 5 年前に マ ンションを買ったの 。それからいくつか

買い替えて、これはオクション 。いま干ムたちがし、るのがリビングで、

向こうにダイニング・キ ッチン 、それから、八畳の和室 ・寝室 ・子

供部屋 ・パスルームがあるわ叫

一 一 D Kはシステム ・キ ッチンにカウンタ ー という 最新式である 。

読者にカラーでお見せできないのが残念だが、 室内はすべてパステ

l レカラーで統ー されている 。

リカ 「だって最近はパス テルカラーに 塗ら れたおうちがい っぱいあ

るじゃない 。昔の リカのおうちはも っ とすごかったよ 。赤 とピン ク

とオレンジと 主義と … ・・ ・」

一一 ど、どんなおうちだったの、それは?

リカ r20年前もや っぱりマン シ ョンに住んでいた の。でも、それは

本 当のマ ンション 。大邸宅よ 。広間にはシャンデ リアが輝い ていて 、

回り階段で 2 階に上 っていくの。窓からはアルプスが見えたわ 。11変

炉があ って、 屋根にはドーマ- 25 もついていた 。夢の ようだ、っ た叫

一 一昔の リカちゃんハ ウスは屋根や壁があったんだね 。今は床 しか

ないけれど大丈夫?

リカ 「おじさんたち人間の世界だって同じでしょ 。住宅は今、内 f!! IJ

から内側からイメ ー ジされているのよ 。 ｾ Ｈ ｴ も外 ｦＡＡｴｬ まで 頭が まわらな

いわ 。壁の向こう f!! tl は隣のおうちだし 、天井の向 こう側も上のおう

ちのl末なんだもんね。20年前のリカは、普通の日本人には絶対に実

現不可能な住宅の夢を見せてあげてたのよ 。でも今は違う 。住宅は

お 金を 出したら 買え るものにな っ ちゃった 。 高い けれ ども、洋 ｊ ｝ ｾ や

電化製品と変わらないただの商品なのよ 。同時に住宅のイメー ジも

崩壊し たわ。 もう間取りでしかとらえられないんだもの。だから今

は現実が先を行っ てるわ 。 リカは それを追いかけてる感じ 4

いつのまにかリカちゃんの言葉は小学生の口調を脱 し、 20年 11I j

にわた って日本の住宅事情を見続けてきたひとり の人形の発言に変

わった。 リカちゃんハウスがそ の まま日本の住宅事情を反H央し てい

るわけではない 。む しろ 、住宅のイメ ージのされ方を正確に反映し

ているという べ きか。そして 、ぼく たち人聞の これからの住宅はど

うな って いくのだろうと考え込ん で しまうイ ンタヴューとな った 。

( 木下直之 ・記)

リカ ち ゃんトリオハウス ( 1969年)

リカち ゃんマ ンシヨン ( 197 1年)

リカち ゃんハウスゆ ったりさん ( 1984年)

"j : ] ' H:L f!¥ Ii¥A ¥ギャラリー ( Ii¥A ¥ B OOI¥L ET  ¥' 01. 9  i¥0.1よリ)
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g. 最寄駅f . 工 期梅造規模

- 写真と 慨要をど しどし お送 り下 さい。

凡例 a 所在地 b  敷地面積 c  建築面積

芦 屋 市 改 良 住 宅 5 号 棟

設 計 : 昭 和 設 計

施 工 : 柄 谷 ・岸田 J V

a  芦屋市山川町23ー l

b.  1，082 .78111 

C .  353. 03111 

d .  1. 287. 61111 

e .  R C、4 F

f  昭和63年 4 月~平成元年 3 対

g .  J R門 出 駅

2261 
2160 協 栄 生 命 横 浜 本 町 ビ ル

設 計 戸 田 建 設 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 ・戸田建設横浜支庖

a  航浜市中区本町 4 - 38 

b.  531 .64111・

C .  458. 99111 

d .  4. 572. 87111'  

e .  S R C、 B I F 、 910 、 P I

f  .  l11l f U63年 3 月~子成 J 亡年 H J

g.  Ｉｪ Ｈｩｊｾ ｊｬ｛北線終ＮＱ， Ｑ 町 駅

ホ テ ル リ ッ チ 高 松

計: 大成建設四国支庖一級建築士事務所

エ : 大成建設

行川県 r:' ，!j 松市! 科屋町 2 - 81也

1. 605. 82111 

566. 92111 

3. 344. 90rn'  

S R C、 R C、 S 、 B 1F 、 810

IItlf Ll 63年 2 )J - 平成 J l:年 1 )J 

ｊｒｾＧ￭ｩ 松 駅

設

施

a

b

e

d

e

f

g

1159 

1164 宝塚医療会館

設 計 : 昭 和 設 計

施 工 。奥村組

a  宝 塚 市小i J ' ， 4 - 27  

b  .  854. 8 111 

C  386. 8 111'  

d .  1. 046.98111'  

e .  R C、 B I F. 3 F  

f  昭和63年 6 月~平成花王手 4 H  

E  阪急 ' i': 塚線宝塚駅

昭 和 女 子 大 学 若 葉 寮

設 計 : 戸田建設一級建築士事務所

施 工 : 戸田建設

a  点点目JI '1ll旺l 谷区必. 巻 4 - 40- 11 1也

b  .  702. 27111 

c .  388 .79111 

d .  1. 396. 10111 

e .  R C(一 部 S ) 、B I F 、4 F

f  .  1I !{f Il 63年 6)-J - 平成厄年 3 JJ 

g  東急新玉川 線阪新聞I駅

1163 

a・

磨 屋 町 マ ン シ ョ ン

設 計 ・大成建設四国支庖一級建築士事務所

施 工 大 成 建 設

a  .  ｾ川りれ ＧＺｪ 松 ｲｬＱ 桝屋町 Ｖ Ｍ Ｖ 、 6 ー 13

b.  403. 10111'  

c .  313. 15rn 

d .  1. 678. 07rn'  

e .  R C、717

f  昭和63i p5  J  J - 平 成 元 年 3 J J  

g .  J R高松期(

1162 

伸 晃 恵 那 工 場

設 計 . 小 南 設 計 計画事務所

施 工 : 大和ハウス 工業

a  自主小り，ｾＮＧＡＡＺｊ ｊｊｉ rlT長l::.;t tlllT刺j.t' rfJj'21

b .  11. 614.85111'  

C .  3. 102.27111 

d.  5.189. 70111 

e .  S 、117、210

f 元日;)t; e年 2 J J - 干 成 疋 年 6 J J  

g .  ｊｒＧＢ リＺＮＡＺＭＱ メｾ［ｊｪｬ ｦｩ ｜，ＺＺ［ｊｬ， ｾｋ

B OX  T WI N 1167 
真 生 印 刷 堺 寮

設 計 松 村 組 大 阪 本 庖一級建築士事務所

施 工 松 村 組 大 阪 本 庖

a  堺市 il ，t山IIIf 3 丁 154 - 4  

b.  456. 17111 

C  .  201. 04111 

d.  978. 55111 

e .  R C、 5 F 、 P I

f . I I !{ 制163年 9 J J - 、Ji fJl<:J亡年 6 JJ 

g.  rtiil ，H ，; 線じ道駅

1166 
1165 昭 和 精機 工 業 事 務 所 棟

設 計 松 村 組 大 阪 本 庖一級建築士事務所

施 工 松村組大阪本庖

a  兵 ｷ リ，｜ｉｾ山年 ｲｬ￮ 坂口 Ｑ ，凹 ｉ

b .  45. 428 .05111'  

C  .  724 .48111 

d.  3.352. 80111 

e .  S、6 F

f . 1I召千1163$1'- 9  J  J - 平 成 J じ均二6 JJ 

g .  J R広場: 線的才I ，'} 

也築 と社全/ 1989年 llFJ 号18 



エスレベルは、セメントと砂を主成分とした既調

合型自己水平性モルタル材で、所定量の水と

ともに高速モルタルミキサーて練り混ぜたスラリ

ーを流し込むだけて水平度が高〈、かつ短期間

で硬化するモルタル層 が形成てきます。熟練工

不足・現場省力化時代にふさわしい床下地モ

ルタル材・ ベ ースモルタル材です。

- フローイ直

210  

190  

180 

170 

0  

- 圧縮強度

(kgf/ cm' )  

400 

300 

200 

100 

。
。

20・C気中養 生

2  3  

経 過 時 間 (hr )

14  

20・C気中養生

エスレベル

住宅都市整備公団規絡値

( 材令28日)

21 28 

材 令 (日)

. 特長

①抜群のセルフレペ リング性と施工能率

②優 れた物性

③モルタル塗 りに匹 敵する経済性

. 用 途

①床下地用一一 貼り床、塗り床、 置床 の下

地モルタル材としてイ吏用できま 1九

② 基礎天周一 一コンクリー卜造基礎のベー

スモルタル材として使用できます。

⑤ 新 日 館 化 学 締 罰 舎 枇

本 社

干 104 東 京 都中央 区銀 座5丁 目 13番 目号 TEL (03) 542- 132 1(代 表)

大 阪 支 庖

干530 大阪市北区中之島3丁目 2番4号( 朝日新聞ビル) TEL (06) 202- 5251 

挫築と社会/ 1989年 11 月号 19 



Walking 一建築家おすすめデートスポット-

シリーズ第 3 回、今回デートスポットを紹介し た; 也は小川や，竜に続いているよ 。小川周辺の造園

て下さるのは、大阪府営繕室の吉羽逸郎氏である 。 は日本でも屈指の石組姉によるものだけど、石の

府のお役人に堅いイメージを持つ私達としては、 組み方ひとつでも検4 な表現があるねU 少し進も、

一体どんなデートスポットを紹介して下さるのか とその滝に到着した 。滝のふもとの飛石を渡ると

と、期待と不安の入り，昆じる思いであった 。秋晴 自然に小さな洞窟に導かれる 。薄暗い洞窟の中に

れの昼下り、約束の場所に現われた氏は、そんな は何故かベンチがひとつ 。 r女性を前にして」と

取材陣の既成概念を打ち破るかの如〈ナウなスー 前置きしながら「不思議なことにこのベンチは公

ツに身を包み、早速大阪弁が飛び出す気さくな人 園管理者がいつ除けても、必ず又同じ場所に置か

柄に私達はすっかりリラックスしてしま った 。 れているんだよ、人目のつかないこのロケ ー シヨ 「上津道J を行〈

司'

車は地下鉄御堂筋線千里中央駅より中央環状線

を走り、万博公園に到着した 。建設中のモノレ ー

ルやサンパレスが目前に広がる 。 r開催 中はよく

来たものだよ 。 この広い公園の中でお祭り広場、

吉羽逸郎氏と取材陣

エキスポランドは有名だけど、もう少し奥に入る

ととても静かな自然公園があることは意外に知ら

れていないね 。だからこそデートスポットとして

非常に穴場なんだよりと、万博公園協会に出向さ

れていた時期を懐しむ様子が伺える 。本来ならば

徒歩でしか入れない自然公園を今回は特別という

ことで自ら運転する車に乗って、中央ゲートから

西側の「上津道 J に入 った 。 r博覧会中はパピリ

オンの建つフラ ッ 卜だ った土地を閉会後造成し、

起伏をつけたんだよ 。 芝生からグラデーションに

施された緑が、 15年i & l ってこんな見事になるとは

ね。いつの聞にか維や野鳥が生息しバードウォッ

チングには最適な所なんだよ叫氏の言葉通り、ひ

っそりと静まる雑木林; は時折聞こえる野鳥の声と

せせらぎの音に、すぐ外側を走る外周道路の存在

など想像さえできない 。小径を進むにつれ所 4 に

，也が点在する 。 r 自然に湧き出る井戸水を利用し

20 控 聾と社会 l蜘 年 1111 サ

ンにし て、このイキな配慮をするのは誰だと思う

?  実はノゾキなんだよ 。彼らは絶好の場所をよ

く知っているからね。裏を返せばそれだけデート

に相応しい場所ということかな 。管理imでの問題

はあるけど、こんな落着いた素敵な場所をもっと

意図的に造ってほしいね( 笑) 叫 「日本の建築には

ハレとケの空間構成がなされてきたけれど、公園

にも表の顔・裏の顔の二面性があるはずだよ 。万

博公園はお祭り広場の印象から、表の顔に明るい

イメージが強いけれど、実はもっと変化に富み、

ひっそりとした魅力もある 。四季折 4 の変化と公

園を構成する空間の変化、車でドライブもいいけ

れど時には 2 人でゆ っく り散策するデートもいい

もんだよ 。色今な表情を感じることができるねu

静かな森の迷路を抜けると、季節も折、丘一面

コスモスが満開て・ある 。一 転して開放的 な風景 に

ハッと息を呑んでしまう 。 お馴染の民族学博物館

から日本庭園に入る 。庭園内は時の流れに従って

古代・近代・未来の 3 時代を想定した庭園造りが

行われており、その中を回遊するうちに竹林の中

のお茶室に着いた 。そこでお抹茶を一服しながら

「万博公園は身近にありながら、まだ知られてい

ない面が随分多い 。交通の便の悪さや施設不足が

指摘されるけれど、新しい施設を増やすだけでは

何の解決にもならないね 。問題はハードでなく、

雑木林に固まれた小径

小川にたたずむ

小さな洞窟



西

口
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日本庭園

満開のコスモスの中を歩〈

茶室 「万里庵 J にて

⑥ 
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万国簿記念公園 昭 和45年 に /JHfii¥された U 本 7jkli/ 博覧会の跡地

( 大阪 1(.1 下 'I! _ ti-./凌 ) に生まれた I n 下位大の公 l判 ( t( li[! '・( 261ha ) /E/ 立 l ( l i);

' 下川物館 ・[E[立 |玉l際美術飢 ・大阪府立 [E[ I 努リ山花文'γ 館などの文化地

設をはじめ、スホ ツ ・レクリェーンヨン地 E没が充実し、林42かな

文化公 1':<1 として人々の必の上必とな っている

ソフト、つまりこの場を利用し何かやりたいという人々のエネルギーを

アクティブに受け留めながら実現に結びつけていくパワ ー が必要だと思

うよ、周辺住宅地への環境問題はあるけれど、公園という場を借りて文

化を育てていこうとする意識が一番大事だと思う 。その為にはも っとマ

スメディアを利用し大衆にアピールしていかなければ。因にここは 450

円で本格的お茶が楽しめるとか、茶室「汎庵・万里庵」はお見合にピ ッ

タリとかね( 笑 )j r これ程の規模の緑はきっと大阪を代表する公園にな

るに違いない。 だからこそ、も っと色々な介野の人身に知ってもらい文

化活動の場となってほしいね。音楽 ・アートから植木市e t c ・. . 各方面の

多械な人身が企画サイドで活動する 一方、マスコミで取り上げ皆に知 っ

てもらうことで、もっと素晴 しい公園にな っていくと思うねu

いつの間にか陽は傾き、千里の丘に吹く風は少し肌寒く快い 。夕陽に

映る太陽の塔はやはりドラマチ ックだ。氏の言葉を想い出しこのコーナ

ーで紹介できることを嬉しく思いつつも、この素敵な場所はあまり人に

事& : えたくない、とっておきのデートスポッ卜として、そっとヒミツにし

ておきたいという複雑な思いに駆られながら、私達は再び中央環状線を

戻 って行った 。

• • • • 

と き 平成元年 10月 2 日

ところ 万国博記念公園

企 画 会 員 企 画 小 委員会

Di r ect or  S.  Y UK I K O 

T. AK I K O 

1. Y UK O 

Phot gr opher  K. I MAI  
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二つ目のノーマライゼーション

一一 世界の高齢者住宅

利

対象として比ることにのみ熱心なあまり 、彼

らと彼f ; ，ーらのプライハシーを尊重するという

昌増 測

さて肝心の本文はｾｪＨ ｦ 鮮なところもあ ＱＩ 、ｎｲ ｩケア付住宅の企画を快索している '_1" で本市

主幹に読み ii 主むことがむずかしし、 。 まず訳者あ
どこカ ζ し、し、 σ〉に出会 った。 とてもいい本だ。

配慮に欠けている 。 そもそも入浴、持刊記、な

どのハーソナルな衛生活動を人目にさらさな

とがきから読み始めるとよし、。かというと、 『高荷台化社会にあ っては、いわば

第一章 『住環境の名状しがたい無形の質』
二つのレベルでの / - 7 ライゼーシ ョンが必致

ければならないことは、自己イメージに決定は残念なカ、ら特に難解である 。一言 で言えは、
である 』 ということを思い知らせてくれるか

的な 11 般を与えるも のであ ることを多くの心、
r  ｦ［ｐ 克［ｻｉｪＺ Ａｾ ｊ は ＨＮＱｪ 白骨折にと って 好ましくなし、とらである 。向給者悩祉の jたれは、か つての『地

理学者が記H している 。いうことにな ろう 。

第二章 『高齢者と加鈴プロセス』 では、身

設収谷主義』 から {也記者も高齢者もともに年

当人にと って燃i判lりだ った入裕のや
『忠ti ーが、

きるノーマライゼーションの忠恕に変貌しつ

リ万ができなくな ったH寺に、それまでは悦性

疾忠や加{ 紛の他の多くの厳しい問題になんと

つあり、街のどこに住んでいても学受できる

ようなイl 毛悩祉 の充 実 がIUI -ばれている 。 しか

し一万ではケア付住宅のような市齢者向けの
か公11採: (I(J に対処してきたその努力を同時に放

宅+エ
新
一

畑

山

齢

問

甲

山

高

印

刷の

矧

'

界世

ー入浴ノ マターンを似員をするように思える ・・ 0 ・・・

本的に変化させる必要の生まれたことは、 II，X

i l l . していく道払iのランドマークにな っている

ょうだ J( 本文より ) しかし 、高齢者には、こ

のケアーを受容しないかぎ り日 '出生 j刊さえj f ! i J

ごせない H与が訪れる 。 この時に、建築家にな

とだけではない 。 では、高向台者の住環境に対

して何ができるのか。建築家としての創造的

役古1I を求める共事; の心が見えてくる木 市の骸

心部分の一つである 。

住宅や特別機議左人ホームなどの施設幣 Ｑｾｩｩ も

大切である 。 むぜなら、 (911 えば米| 羽の場合で

いうと国民 4 人に l 人は! Ull :i 1の長官¥1.はともか

に入) 計せさるを併ない 。

ここで ili 安なことはそれ らの 1': lj(齢者 II' Jけ施

〈ナーシンクホーム ( 左人ホ ムにあたる )

にが tH米るか 。へ y ドをカーテンで区切るこ
設のノーマライセーンヨンであるという 。言

わば二つ Hのノ - 7 ライセーシ ョン とも 言え

る配慮の中身は何か? 。 これに ついて古代行あ

ヨーロ ッノ、とがきが税切である 。すなわち、

諸民 ｬ で成功している Ｑ Ｖ の Ｇ Ｉ ｾｗｉＩ の 中 から ＱＢ 百齢者

第四章 はヨーロ y パ諸|王1 ( スウェーデン、

テンマーク、イギリス ) に於ける好ましい向

のド1. l L とプライバシー及び高齢- I "i のノーマラ

イセーションについて計画指針を探ろうとし

( i j 令( i に対する年金制度、政府プログラム、 f::!

世 界 の 高 齢 者 住 宅

一 一プライバシーと自立の実現

ている 。 この日 Ii ! ! i i 十旨針は

僚のあらまし、そして高齢者のフライパ

ンーを保| 涼し、 1" 立を進めるようなしかけを

A  

zエ

( 1 ) 胞設が地版社会にどのように| 制かれてい

J .テ'ィヴィッド・ホク'ランド 著

湯川利和・延疎安弘訳

るか

備えた ｊ Ｖ の ｾｗ リが ｴｬｩ 介されている 。
(2) 地設内に諸サービスを IU-I じずに| 刻版され

223頁 1989年 8 月刊 3502円鹿島出版会
ているか

*  

片j: .r.は J十と|五lで九H止地設の設t . - Iに併わ ってい

るlli 築家である 。 そして、ここにこの本の際

立 った特徴ヵ、ある 。 なぜなら、設計条件の完

全な 4予備を地主に求めるという、デザイナーに

ありがちな伏い巧えが全く凡当たらす、むし

体的、生理的、社会的に、 lfJj 齢化とはなにか

を ＩＧＱ 念に復 ｾｬ ＿ ｬ する 。 ここで市 ｩ 裂なのは 『 高 ＱｍＩ

(3) )JIII始に伴 ってケアーの中身をチ ョイスで

きるか

(4)バリアフリーテザインにな って いるか

{i をノロ 7 でi 1
l
ti

'

j ｾ、イ ｩ イ ｉ Ｚｊ と 比ること への符

鈴である 。『社会 (I(J 役 '，1[11 を$ わずに付き合いの

(5)向 l齢者と( (:共の交流の仕掛けがあるか

等ーなどの 16J i i 目に tった っている 。

選挙スローカンｽＡｦｯＮｾに 言 えば 『 主品 ￥ やＧふ ｽｪￃ の

ろ Ｍ ｉｊ ［ ｉ の州制、医療政策を含む ｊ ｊｴｾの Ｇ Ｑ コから

機会を f足す f;l 岐に (:i ごみ がL けることカ、 :B来るな

らは¥人11¥) は生 il 1 をかけて liJ - l り無〈付制l 的に

成長する存 イi だ』 という J 三艇が↑ 自然 (I(J に繰り

介設の負 111 粍減をはかるため、 di 街地に科目1)

持11 ，龍之人ホームや高{ 始者住宅を建設し、 }j 白id その| りの 1171齢者 1士宅の持つべきデザインのイ1:

り)j を'11 き.'Hそうという的熱を! 必じるからで返される 。 読みとおすのにが抱カ旬、るが 、)JII

Ｈめにド ｬＧ うｾＮｾ Ni() -I"i の公判ちの変化を Jι 体験する

品i仕の充実をはかるとともに、 一 区ー イc i:: iui

ある 。 この 本の l人j 容の持つ魅力とともに. ( i 者

の人11¥1 として全 I( ! i 的に生きぬこうとする生き

) j に共感を tI えつつ、 一読を 勧めたい 。

(書評委員・神戸市住宅供給公社)

自立』

これまでの，:':j ( i j ( T{ i 地設は I: :d愉{ i をケアーの

つも りで読んでみたい 。

第三章 『住環境、プライパシー

社センタ ー ( 入浴 ・給食サーヒス ) ・ン ヨー ト

ステイ施設の iHf: 111 1 i 、ホームへルハーの前哨に

より、イ1:主主制祉の充実をはかる 』と いうこと

22 lJ!築 と社会/ 1989年 IIJJ 号

になろう 。



法令コーナー

編 集 委 員 会 法 令 分 科 会

2 4 3  

建 築 行 政 の 国 際 化 一 環 太 平 洋 建 築主事 会 議 に 参 加 し て ー

平成元年 4 月 9 日から 12 日にかけて、環太平洋

建築主事会議が 、ハワイのホノルルで開催された 。

これは 1 C  B  0  (I nt ernat ional  Confer ence of  

Bui l di ng Off ic ials 一一国際建築主事会議) の主

催で開催されたもので、環太平洋諸国を対象とす

る会議としては、第一 回目のものである 。

私は、この記念すべき会議に出席する機会にＡｾ

まれた 。

CE RT I T I CAT E  OF ...tτ' TE N D AN C E  

R 回 d 旬

MA S A O N AK A TA  N l  

InM 串 蜘 ‘ of ，.，岨 戸皿・a血

ｨ ゆ ｾ ｒ 加 白申四 ｡ｯｦｂＢ ω ＢＹゆ血 ｨ

H側品 " ' H四 必 押 印 U ，1919

(2)アメリカの建築規制

( ジェームズ ・グロス/ アメリカ標準局 )

アメ リカ連邦政府の標準局は、建築基準を定め

る立場ではなく、技術研究や建材のテス トなど が

主たる業務である 。最近では複合材料の研究・テ

ス トや太陽熱利用の ソーラパネルの研究などに精

力的に取り組んでいる 。このよ うな研究結果や業

界レ ベルでのテ スト結果などを 活用して、 1C  B O  

や A ST M ( Amer i can Soc iety for  Test i ng and 

Mat eri a ls ) が 8ui l di ng Code のモデル ( 推奨法

令 ) を作成し、 各市はこ のモデルコードについて

取捨選択し、談会にかける 。そこで可決されたも

のが各「市j の Bui ldi ng Code となる 。

(3)オーストラリアの建材製品・ 建築 システムの承

寵制度 ( H. A. ノックス 氏)

( 参考)

I CBOについて

アメリカの建築規制は、 Bui l di ng Code ( 単体

規定) と Zoning Code (集団規定 ) の二つに分け

られるが、 この二つが別の体系をとっており、各

市がそれぞれ独立して立法 ・施行しているのが通

例 である 。建築法令 ( 各市条例 ) は、約 14，000件

にも及んでいる 。

このような状況による建築界の不便さから、技

術的基準の広域的 Uni f ormi t y を確保しようとい

う動きが起 こ り、コード ・エイジェンシーまたは

モデル ・コード ・グループを誕生させる ことにな

った。 1C B Oはこのようにして、 1922年に設立さ

れた組織の一つである 。 r市」などを正会貝とし

て織成され、 Bui ldi ng Code のモデルを作成し、

会員である「市」に提供する業務を行うものであ

る。

ほかに B OC A ( Bu i  ld i ng Off i ci als  and Code 

Admi ni st rat ors ， 1nt er nat ional ) 等もある 。

日本からは建築行政協会 ( 建築行政に携わる公

務員等を会員とする団体) が、 1961年から 1 C B O  

に準会員として加盟している 。

れることから、各業界レベルや政府等の関係機関

での、この商での取り組みは強化されていくべき

。o....... PI2L 

巴担L坤-，_ 伊

新建材や設備 ・機搭等について、とくにこの 2 であろう 。

一一

この紙而をおかりして、その概要をご紹介した

いと思う 。

参加国は 7 ヵ国

この会議は、環太平洋の国々の建築基準に| 刻す

る情報交換の場を設けることを 目的として開催 さ

れたもので、主なテー 7 はつぎの三つである 。

(1)各国の建築法規と基準

- 3 年、従来の建築規制では対応が難しくな って 今 回の会議は第一回目であり、 1 C8 0 の本部の

きており、評価 システムや認定システムの制定が あるアメリカで開催されたが、つぎの会議は日本

必要にな ってきている 。現状としては、 Nat ional が主催 国になることが強〈期待されている 。

Accredi t at i on という認定方式があり、さらに地

方レベルで細かく評価 ・承認がなされるが、今後

の目標として全国統ーの認定システムにするとと

もに、規制! の簡素化をはか っていきたい 。

(4)カナダの法と基準

( チャールズ ・マク シミ リア ン氏)

以前は各地方都市の自治体が個別に 基準を定め

ていたが、 この10年間で約 4，000 の自治体が国の

( 大同 築 部 建 築 指 糊主幹兼審査第一 係長1

中谷麻差 男/

(2) 各国の直面している諜題 Advi sory  Code に合わせ ている 。

(3) 新しい建材等の評価 ・認定シス テム 今後の謀題と しては、建築業界や技術者に対す

会議参加国は、アメリカ、カナダ、日本、中園、 る教育プ ログラムの策定がある 。 また、使用者の

イン ドネシア 、ニュージーランドおよびオースト

ラリアの 7 ヵ国で、参加者数は約 230 人である 。

開催地であるアメ リカか らの参加が大半だ ったが、

日本か らは、建設省の専門官を筆頭に関係団体の

方 3名を含めて、合計 5 名が出席した 。

なお、日本からは建設省の専門官が、 「新耐震

設計法の開発及 びそれに伴う建築基準法の改正」

について発表した 。

会議での発表事例等の概要

(1) ホノルル市長代理の挨拶

ホノルル市は面積600平方 7 イル 、アメリカ では

11番目 に大きな市である 。近年建築ブームにあり、

去年 1 年間に 16 ，000件の建築許可を行 ったが、 こ

のう ち日 本からの投資による建築が全体の半数以

上 を占めている 。 ホノルルはアメリカでも最も厳

しい住宅難の状況下にあり、今後 5 ヵ年計画とし

て15，000戸の住宅建設計画があるが、ビル建設や

リゾート開発に併せて、住宅の建設ブームがます

ます高ま っていくと思われる 。

立場からのテスト方法や評価方法についても、検

討すべきであろう 。

さいごf に

技術の急速な発展と各分野での技術の複合化の

進む中で、とくに近年の各分野における国際化の

進行を考えるとき、来るべき 21世 紀には環太平洋

諸国の経済 ・文化関係の発展と、そのための相互

理解が重要視されており、とりわけ、この簡での

日本に対する期待は大きいと思われる 。

建築に関しても各国の法規制 のあり方や新建材

のテスト ・認定方式のあり方などについて話し合

うニーズが高まっている 。建築規制lや基準を世界

統ーのものにすることは、社会条件 ・自然条件 の

迩いもあり不可能なことであり、また好ましくも

ないが、今後、情報交換を密・にして相互理解を深

めつつ 、各種基準の一定の国際的標準化や技術移

転などをはか っていくことが求められていると思

われる 。 とくに住宅建設資材に関して、国際的標

準化の期待はますます高ま っていくことが予想さ

道路法等の一部を改正

一来春には政令が出そろう ノ

従来、建築基準法第44条で道路内 の建築制

限があ ったが、道路法等の一部を改正する法

律 ( 法律第56号 ' 89. 6 . 28 公布 ) により、地

区計画または再開発地区計画の区域内に新設、

改築する道路 ( 自動車のみの交通の用に供す

るものおよび自動車の沿道への出入りができ

ない高架その他の構造のものに限る ) で、特

定行政庁が安全上、防火上および衛生上支障

がないと認める場合には、その道路の上空ま

たは路而下に建築物を建築することができる

こと となった 。

なお、こ の法律の施行は公布日か ら6 ヵ月

以内の政令で定める日から施行される。

建築と社会/ 1989年 間 号 23 



( 特許申請中)

ロットデッキとは、工場で自動化多量生産された

精度の高い床構成材で、床用鉄筋と捨型枠を一体

化した商品です。型枠工事、スタッド工事、鉄筋

工事が同時に施工出来る画期的な床版工法です。

⑪ロット・エンジニアリング株式会社

L O T  E N G I N E E R I N G  I NC.  
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干540 大阪市中央区徳井町2丁目3番2号 電 話 (06)945-9331番俄)

住友生命大商東ビル7階 FAX (06)945-9341番
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ロットデ、ッキ

はじめに

我国に於いて、テ ';t キプレートと言う床材料が 、

製造販売されて約四半世紀が経過いたしました 。

近年では建物の高層化、新品IEを設計法の施工等に

1半い、 鉄骨造建物の有利性が認識される時代にな

って来てい ます 。本来デ ッキプレートとは、建物

の軽量化、施工の簡易化、 工J¥l lの対車!i i等の要諮に

応じ、建物の床材料として幅広く用いられる様に

なってきました 。

当社では 、従来の床工法と全〈呉 った床構成材

の開発 、製造販売を致す平になりました 。当社の

ロ y トデ ッキは、鉄筋ラチス梁と特殊デ y キプレ

ートを一体化し、工場で- ti ;1した向精度、自動化

で生産されるハイグレードな床構成材であ り、 言

うまでもなく設計 図面に合わせて ロッ トデ ンキは

標 準 おさまり 図

/ ア アラテ刈 / コ〆クリ→ /

日本建築協会建材委員会|

⑪ロット・エンジニアリング株式会社

L O T  E NG I NE E R I NG  I NC.  

H寺代の先端を行〈、 C A D/ C A Mによ ってあら

ゆるフロアーに対応出来る、害IJ 付図が製作出来 、

施工に於いては合理的に、そして経済的に全〈新

しい床工法として、活脳するものと思います。

特 徴

. ロッ トデ y キは工場で一環した高粕皮自動化で

生産されているのてr 尚品はノ、イグレードです。

・型枠工事と鉄筋工事が同時に施工出来 、コンク

リート 打設後の出粋解体等は- 1 ; ; 1J不要です。

. 鉄骨鐙方と同時に 、任意の場所からロ ントデ ッ

キのセ ッ トが自 由に行えます 。

・設計図に合わせてロ y トデ y キは時代の先端を

fr< C A D / C A Mによ って ( あらゆるフロア

ーに対応出来る ) 割付図、積算がスピーディに

出来ますので現場加l工は 一切なく、セ ッ トする

施工手 )1蹟

干5'10 k 阪市中央1>( 徳 j 同 f 21"1 13時2';- 唯，lli ( 061945- 93:11/制口

fU< ' i ' 命』志向 車ピル7陪 F AX ( 061945- 93'11 酢

だけで'U:来工法に比べて」二期がたi前ii 出米ます 。

・当社の製品には全て品質保証の <@> ｾｦＱの＿ーク

が付いています。

概 要

ロッ トデ y キは鉄筋ラチス梁と特殊デ ッキプレ

トを 一体化して工場で自動化により ー l ' l 生産さ

れた精度の高い画期的な床織成材で、スタ γ ド工

事、 鉄筋エギが同時に行 うことができます。

コンクリート打設時には 強辺方向に自己された鉄

筋ラチス梁がコンクリ ト重量を支持し、コンク

リート硬化後は ←方向鉄筋コンクリートスラプと

して床抗hmを負但します。

また、鉄筋ラチス梁上に溶接金繰i を敷き込むこ

とにより、長辺方向のクラ ックを防止します。

戸政M qコ!

鉄骨造

ー仁

S R C造

I U' 鉄筋溜穆止〆

( スタッドジベル)

サポー ト {犬家)

コ

H 型'"

構 成材料

(a )  
主筋

材 質

筋鉄
(上下弦材)

鉄 筋 径

フ

チ

ラチス材

材 質

ス

吊材
梁

鉄筋径

(b)  種 類

コ

ノ
設計基準強度

ク

リ 適用スラブj車

ト
ス ラ ン プ

(c ) テ'ッ キプレート

(dl  

材 質

i高容

サ イ ズ

11 類

(e )  

4寺
材 質

F朱
主筋方向

メ サイズ

';t 

‘ノ 材 質

ニエ
配力筋方向

サイズ

T YPE- A TY PE- B  

JIS G  3112 S030 JIS G  3112 S030 

010 013 

JIS G  3112 SR24 JIS G  3112 SR24 

ラチス川5 1 吊 り 州4 ラチス材 ω|吊り材<1>4

普通コンクリ ト、 l穫、 21重軽量コンクリート

180、210( kg川t )

ＱＳｾＲＰＨ｣ｭ Ｉ＠

ＱＲｾＱＸ｣ｭ が適している

特殊デッ キプレート t =0，6( mm)

JIS G  3551(; 寄接金網)に よるもの

<l>6 x 150 x 150 

TYPE- A T YPE - B 

JIS G  3112 S030 JIS G  3112 S030 

010 013 

JIS G  3112 SR24 JIS G  31 12 SR24 
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. 追悼文

坂 静 雄 先 生 逝 く

. ご略歴

明治29年11月16日東京に生る

大正10年 東京帝国大学工科大学建築学科卒業

大正11年 東 京 帝 国 大 学 大 学 院 退 学

京都帝国大学助教授

昭和 8 年 京 都 帝 国 大 学 教 授

昭和22年 学 術 研 究 会 談 会 員

昭和25年 兼 神戸大学教授

昭和26年 日本学術会談会員

昭和29年 一 級 建 築 士 試 験 委 員

昭和34年 京 都 大 学 名 誉 教 授

昭和35年 社団法人 7' レス トレス トコンク リー ト

技術協会会長

昭和36年 社団法人日本建築学会名誉会員

昭和37年 社団法人日本材料試験協会名誉会員

昭和39年 財団法人日本建築総合試験所所長

昭和42年 FIP  (国際プレストレストコ ンクリ ー

ト聯盟) 耐震委員会委員長

昭和43年 叙 勲二等授瑞宝章

1/ 日本万国博覧会建築技術指導委員会委

員長

昭和45年 大阪府産業功労者受彰

昭和46年 日本学士院会員

昭和49年 日本建築総合試験所理事長

昭和58年 日本建築総合試験所顧問

昭和61年 日本建築学会大賞受賞

. 日本建築協会でのご略歴

昭和 9 年11月 日本建築協会正会貝

昭和 14年 1 月~昭和 15年12月 副会長

昭和24年 5 月 顧 問

昭和42年 2 月 名誉正会員

昭和42年 9 月~昭和53年 3 月

日本建築協会創立50周年記念出版

「建築データ シート J を監修
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坂先生のお人柄

東畑謙三

わが国の建築構造学の展開に多くの業績をあげ 良い ｾＧｉｾ がｦ￭Ｈ けな か っ た 。 業 界 万 人 の 推 挙と 、多

られた坂先生のご長逝は 92オの長寿とはいえ、ま くの教 えチの たっての お願いとを説いてくといた 。

ことに痛恨の極みである。私は大正12年 4 月に京 、余りお役にたたないかもしれぬが。 と言う 返

都大学建築学教室へ入学したのであるが同年 9 月 事を頂くには相当の時聞がかか った。碩学の言葉

1 日が関東大震災である。建築構造学が学界の注 でなく教育者の言葉であった。

目をあびた年である。教室が坂先生を助教授とし ところが所長に迎えてからは試験所にとけ込ん

て迎 えた年はその前年である。私等のクラスは翌 で所買を指導鞭縫、「腰掛け」どころか家まで試験

年二年生のとき剛節架橋論と鉄筋コンクリート学 所の近くに引越きれ一身をなげう って勤められた

の初講義をうけた。後でわか った事であるが当時 のである 。今日試験所の順調な発展振りをみて、

としては全〈画期的な名講義であ った。青春謡歌 全く先生のお人柄に頭が下がる想いである。

組の私にと っては厳格な先生、こわい先生とい う 先生は大学教授として構造学のご研究以外に園

印象であった。ところが卒業してか ら実務にたず 芸に趣味があ った。千里のお宅の前庭にはいつも

さわる様にな って先生の講義が非常に役立ち今尚、 見事な野菜が育ち、玄関脇には見事な菊の鉢植が

自らの技術の指針であることに感謝している 。 ラ あった。私も前から温室て、洋蘭を栽培しているが

ー メンの各部のモーメント の分布系数、 グラフに その中で栽筏のむつかしいリカステ穏とブラサボ

よる鉄筋コンクリートの断面決定法等は今日のコ ラ種を先輩の指導のもと苦心惨たんして咲かせた。

ンビューターによる構造計算と同じ様に若い技師 いささか得意でその初花の鉢を先生に贈 った。先

の特技であ った。 生の栽士音は所謂温室で与はなく 地熱利用のフレーム

学術的な業績については多くの後継者が語られ である。贈 って二年目こんなのが咲いたよと 言つ

るだろうから私は先生のお人柄について述べる。 て試験所へ持参された。なんと専門家はだしの見

昭和39年日本建築総合試験所が創立されたのであ 事な花であ った。先生は花の栽培は若者の教育と

るが、 これは関西の建築業界が永い間切望してい 同 じであるとの事。フレームの中でリカステやプ

た建材の格付、構法の開発指導の拠点である。建 ラサボラを咲かせる事は、教育は環境の善し悪し

設省が主導とな って大阪府、市、等の協力を得て ではなく世話の仕方であるという基本を教えられ

民間の寄附金によ って設立されたものである。財

固なるが故に理事長は苦手附者の代表者で良いので

あるが問題は技術の指導者である所長の人選であ

った。関係技術者は全会一致京大名誉教授坂静雄

先生を望んだ。問題は誰がくどくかであ った。そ

の役目が私にあた った。ねこの首に鈴をかける惣

いで鹿ヶ谷のお宅を訪ねた。こわい先生は哲学の

道のそばのお宅の前庭で野菜を作 っておられた。

ほっとしながら先生の出向をおねがいしたが仲々

たのである。全く頭の下がる想いである。

晩年理事長を 引退きれてからも願問として隔 日

に出動され、その日は終日海外よりくる新刊書や

雑誌を読まれ、昼にはお宅へ帰 って奥様の手料理

をとられた。ホ自分は終生電車のつり皮を利用して

通勤したことがない。は先生のお 言葉である。こ

の点全 くうらやましい幸福な大iJ 生であ ったと 言

えよう。これもお人中両のいたすところであろ う。

( 日本建築協会名誉会長 ・東畑建築事務所会長)



，恩師坂静雄先生の御逝去を悼む

日本学士院会員 ・京 都 大 学 名 誉 教 授 坂 静 雄 先 生

は 、 昨 年 か ら 健 康 を 害 さ れ 、 本 年 1 月 か ら は 入 院

加療されていましたが、薬石の究i J 無〈、去る 10月

13 日の 早 晩 、 つ い に 不 帰 の 人 と な ら れ ま し た 。 お

宅に伺う度に、、、近頃の大学はどうかね。学問に励

ん で い る か ね 。 最 新 の 学 術 誌 に こ ん な 論 文 が 載 っ

て い た が 。 と 、 不 肖 の 弟 子 を 思 い 、 学 の 道 を 諭 さ

れ て い た 先 生 の お 声 を 、 も う 聞 く こ と が で き ま せ

ん。痛惜の念たえがたく、 11佐々 、 1戻する』工かりで

す。

坂官争放先生は、明治29年 11月 16日 に 東 京 で 誕 生

さ れ 、 東 京 府 立 第 四 中 学 校 、 第一 高等学校を経て、

大 正 7 年 7 月 1 日 東 京 帝 国 大 学 工 科 大 学 建 築 学 科

に 入 学 、 同 10年 4 月 10 日に同学 科 を 卒 業 、 建 築 構

造 学 研 究 の た め 直 ち に 同 大 学 大 学 院 に 進 ま れ ま し

た 。 翌 年 3 月31 日に大学院を退学され、 4 月初日

付 で 京 都 大 学 助 教 授 に 任ぜ ら れ 、 創 設問 も な い 建

築 学 教 室 に 赴 任 さ れ ま し た 。 昭 和 8 年 4 月 に は 教

授 に 昇 進 さ れ て 建 築 学 第一 都 座 (後 の 建 築 構 造 学

総! Al を 担 当 さ れ ま し た 。 以 来 、 昭 和34年 11月 16

日 に 停 年 退 官 を 迎 え ら れ る ま で 、 笑 に 37年 の氷き

に わ た り 建 築 構 造 学 、 中 で も 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構

造 学 の 教 育 ・ 研 究 に 全 精 力 を 傾 注 さ れ 、 幾 多 の 人

材 を 育 て あ げ ら れ ま し た 。 こ の 問 、 評 議 員 、 工 学

研 究 所 協 議 員 を 歴 任 さ れ 、 学 内 行 政 に 貢 献 さ れ る

と と も に 、 学 術 会 談 会 貝 や 政 府 関 係 各 種 学 術 委 員

会 委 員 な ど を つ と め ら れ 、 わ が 国 の 学 術 行 政 の 発

展 に 多 大 の 貢 献 を さ れ ま した。 御 退官 後 も 退 官 記

念 事 業 の一 貫 と し て 建 築学 教 室 に 立 て ら れ た 坂 記

念 館 の 一 室 に 出 向 か れ 、 後 進 の 研 究 を 暖 か く 見 守

りながら自ら の 研 究 を 推 進 さ れ ま し た 。 か た わ ら 、

L 学 で あ る 限 り 学 の 成 果 を 社 会 に 正 し く 還 元 す べ

き と の 立 場 か ら 、 そ の 橋 渡 し の 場 と し て の 例 日 本

建 築 総 合 試 験 所 の 設 立 に 奔 走 さ れ 、 昭 和39年 5 月

の 創 設 と と も に 同 所 冨IJ 理事長、 試 験 所 長 に 就 任 さ

れました。以来、 25年 の 氷 き 間 同 所 に あ っ て 理 事

長 、 顧 問 を 歴 任 さ れ 、 今 日 の 同 所 発 展 の 基 盤 を 固

め ら れ る と と も に 、 学 の 立 場 か ら 業 界 の 発 展 向 上

に 多 大 の 寄 与 を さ れ ま し た 。 ま た 、 固 ま た は 地 方

レ ベ ル の 建 設 関 係 各 種 委 貝 会 の 委 員 長 、 委 員 な ど

も 数 多 く つ と め ら れ 、 処築 行 政 の 発 以 に も 、 多 大

の 此 献 を さ れ て おりま す。 コン 7

'

) ートエ二さずおよ

び コ ン ク リ ー 卜 系 梢iiI 工 '''1・が、先生の生 I艇の1朗l研

究 テ ー 7 で あ っ た こ と は 、 今 夏 、 改 め て 申 し 上 げ

るまでもありません。先生が京都大学に走上任され

た 大 正 末 期 か ら 昭 和 初 期 の 頃 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

構 造 は 、 関 東 大震 災 の 経 験 か ら 耐 震 ・耐 火 性 に 優

れ た 構 造 と 評 価 さ れ て い ま し た が 、 設 計 か ら 施 工

に い た る す べ て の 面 で 未 だ 発 達 の 過 程 に あ り ま し

た 。 先 生 は I也援 国 で あ る わ が 国 に お い て は 、 外 国

の 其 似 で は な く 、 地 震 国 な ら で は の 独 自 の 思 想 に

基 づ く 力 学 体 系 を 樹 立 す べ き と の 立 場 か ら 、 弾 塑

性 力 学 特 性 の 研 究 に 取 り 組 ま れ 、 架 構 応 力 の 弾 塑

性 解 析 法 に は じ ま り 音I1材 断 面 の 弾 塑 性 設 計 に 至 る

一 連 の 研 究 成 果 を 緩 め て 、 そ の 力 学 体 系 の 基 礎 を

確 立 さ れ ま し た 。 こ れ ら の う ち で も 特 筆 さ れ る べ

き は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の 塑 性 解 析 に 関 す る

草 分 け 的 研 究 で あ り ま す 。 先 生 の 確 立 さ れ た 塑 性

解 析 法 に 基づ く 終 局 強 度 型 設 計 法 は 、 当 時、 画 期

的 な 設 計 法 と し て 内 外か ら 注 目 さ れ 、 今 日の 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 耐 妥 設 計 法 の 基 礎 と な って

六車
ロU

H

m山

川

お り ま す 。 ま た 先 生 は 、 戦 前 の 欧 米 諸 国 に 2 年 間

にわた って 遊 学 さ れ 、 見 聞 を 広 め ら れ ま し た が 、

そ の 時 す で に 、 局 面 板 構 造 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン

ク リ ー ト 構 造 な ど の コ ン ク リ ー トによる 大 ス パ ン

構 造 が 将 来 の 研 究 テ ー 7 と し て 脳 裏 に き ざ ま れ た

よ う で す 。 帰 朝 後 い ち 早 く こ れ ら の 研 究 に 着 手 さ

れ 、 わ が 国 に お け る 研 究 の 口 火 を 切 ら れ ま し た 。

とくに、プレストレストコンクリート柑躍進につい

て は 、 戦 後 の 物 不 足 の 時 代 に 供 試 体 作 成 用 の 材 料

入 手 に 苦 労 さ れ な が ら 、 研 究 に 情 熱 を そ そ が れ 、

そ の 成 果 は 単 に わ が 国 ば か り で な く 、 世 界 の プ レ

ス ト レ ス トコ ンク リ ー ト 技 術 の 発 展の 原 動 力 と な

り ま し た 。 な か で も 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー

卜 こ そ 終 局 強 度 設 計 の 理 念 を 具 現 す る のに 最 適の

構 造 で あ る こ と を 示 唆 さ れ 、 若 い 頃 か ら 警 積 さ れ

た 塑 性 設 計 に 関 す る 研 究 成 果 を 適 用 し て 、 世 界 に

先 駆 け て こ れ の 耐 震 設 計 力 学 を 体 系 付 け ら れ ま し

た こ と は 、 何 人 も 忘 れ る こ と の で き な い 御 功 績 で

あ り ま す 。 今 日 で こ そ 構 造 物 の 終 局 強 度 に 基 づ く

耐五星放計の必要性、妥当性が認められていますが、

当 H寺の わ が 国 は 、 許 容 応 力 度 に 基づ く 弾 性 設 計 の

全 盛 期 に あ り 、 先 生 の 主 張 は 世 に 受 け 入 れ ら れ ま

せ ん で し た 。 し か し 先 生 は 節 を i曲 げ ら れ る こ と な

く、水学問は真実を物語るもの 、 何 人 た り と も こ れ

を1111げるこ と は で き な い 。 と 申 さ れ、 反 対 を 押 し

切 って 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 構 造 の 終 局

強 度 型 設 計 規 準 を 作 成 さ れ ま し た 。 先 生 の 学 問 に

対 す る 情 熱 と 将 来 を 見 通 す 卓 見 の 鋭 さ を 如 実 に 物

語 る エ ピ ソ ー ド のー っ と し て 、 氷 〈 語 り つ が れ る

べきでしょう。この よ う な 先 生 の 研 究 の 成 果 は 次 々

と 学 術 舎 に 纏 め ら れ 、 な か で も 「 高 層 架 構 論 j ( 昭

和 5 年 発 刊) 、「鉄筋コンクリー トの 設 計 j (昭 和 17

年発干1]) 、「鉄筋コンクリート学教程 j (昭 和23年 発

干IJ)、 「鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 研 究 j (昭 和28年 発

干IJ)、 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト j ( 昭和36年 発

刊 ) は 、 名 著 と し て 今 日 で も な お 後 進 に 武 重 な 示

唆 を 与 え て お り ま す 。 晩 年 、 先 生 は 私 に 向 か つ て

言 わ れ た 言 葉 が あ ります。、、君、本当の学術省は売

れ な い も の だ よ 九 事 実 先 生 の 著 書 は 売 れ ま せ ん で

し た 。 し か し 、 絶 版 に な っ て か ら そ の 復 刻 を 望 む

声 が あ ち こ ち か ら 聞 か れ た こ と も 事 実 で す 。 この

お 言葉 を 思 い 出 す た び に 、 先 生 の 学 者 と し て の 偉

大さ、学| 閉め深さと将来を見通す卓見の鋭さを改

め て 認 識 し て い る 次第 で す。

以上の他、先生の御業績は枚挙の自民がありませ

ん 。 こ の よ う な 大 学 者 と し て の 先 生 の 輝 か し い御

業 績 に 対 し 、 昭 和43年 4 月 29日 、 勲 二 等 瑞 宝 章 が

授 与 さ れ、 ま た 、 昭 和46年 12月 13 日に は 日 本 学 士

院 会 貝 に 推 挙 さ れ ま し た 。 検 挙 の 伝 達 当 日 、 お 喜

び と と も に い 学 者 冥利 に 尽 き る 、 学 は 一 生仰と 一

言 漏 ら さ れ た こ と が 、 今 で も 鮮 烈 に 想 い 出 さ れ ま

す 。 こ れ が 楽 し み と い わ れ て 毎 月 の 学 士 院 例 会 に

は 欠 か さ ず t I ' r 1 併されておリました 。 ま さ に わ が 悶

の' 手 術I の 発展 の た め に 、 終 生 を 体 げ ら れ た と 申 せ

ましょう 。

生前の先生から受けた待f I 燕陶を帯し、学の道を

踏 み 外 す こ と な く ひ た す ら 精 進 を 重 ね る こ と が 、

仰 の大恩. に報いる 唯 一 の道 と 心 得 ま す 。 ふ つ つ か

な 追 悼 の一 文 を 御 霊 前 に さ さ げ、 謹 ん で 御 冥 福 を

お祈り申し上げます。 合掌。

( 京 都 大 学 教 授)

弔 辞

謹 ん で 故 坂 静 雄 先 生 の 御 霊 前 に お 写 'J れ の 言 葉 を 申

しょげます 。

先 生 は 明 治 29年 来 京 市 に お 生 れ に な っ 、 東 京 府 立

第 四 中 学 校 か ら 第 一 高 等 学 校 に 進 ま れ 、 受 に 東 京

帝国大学工科大学建築学科て Ｇ ｬｾｲ 勉学の後来京帝国

大 学 大 学 院 に 建 築 構 造 研 究 の た め 入 学 さ れ 、 大 正

" 年 に 同 大 学 院 を f署 了 さ れ る と 同 時 に 当 時 創 設 期

に あ り ま し た 京 都 帝 国 大 学 工 学 部 建 築 学 科 に 助 教

投 ど し て 赴 任 さ れ ま し た 。

昭 和 3 年 に は 工 学 博 士 の 称 号 を 得 ら れ 、 ま た 昭 和

B 年 に は 同 大 学 の 教 授 に 推 薦 さ れ 、 昭 和34年 退 官

さ れ る ま で の 問 、 実 に 37年 も の 長 期 に 豆 ワ 多 数 の

後 進 を 指 導 育 成 さ れ ま す と 共 に 一 貫 し て 鉄 筋 コ ン

ク リ ー 卜 工 学 の 研 究 に 徽 せ ら れ 貴 重 な 明 党 成 果 を

挙 げ ら れ ま し た 。

就 中 先 生 は 地 震 国 で あ る 我 が 国 の 建 築 架 檎 の 設 計

はリミ y ト デ ザ イ ン の 思 想 に よ る の が 合 理 的 で あ

ることを早くから矛、唆され我が国に過した鉄筋コ

ン ク リ ー 卜 構 造 学 の 力 学 体 系 を 確 立 さ れ ま し た 。

史 に 先 生 は プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー 卜 構 造 の 研

究 に も 情 熱 を 燃 や さ れ そ の 基 礎 を 確 立 さ れ た ば か

つ で な 〈 世 界 に お け る そ の 構 造 の 普 及 発 展 に も 多

大 の 貢 献 を さ れ ま した。

こ れ ら の 研 究 成 果 の 一 部 は 名 著 「 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト学教程」、 「鉄筋コンク リー卜の研究」、 「プレス

トレス卜コン ク リー卜 」 に ま と め ら れ 後 進 の 待 灘

L 、指針とな ってお ります 。

京 都 大 学15r在 任 中 、 先 生 は 評 議 員 、 工 学 時 究 所 協

議 員 を 歴 任 さ れ て 大 学 の 管 理 運 営 に も 尽 力 さ れ 、

更に京都大学 ｬｾｲ 退官後の昭和 初 年には財団法人日

本 建 築 総 合 試 験 所 の 設 立 に 参 画 さ れ そ の 創 設 ど 共

に 副 理 事 長 、 試 験 所 長 に 就 任 さ れ 、 ま た 昭 和49年

か り 同 58年 ま で は 理 事 長 と し て 、 更 に は 今 日 ま で

財 団 の 顧 問 と し て こ の 間 通 算 し て 約25年 の ホ き に

亘 り 試 験 所 役 員 の 要 職 に あ っ て 業 界 の 発 展 向 ょ に

努 め り れ 日 本 建 築 総 合 試 験 所 を 名 実 共 に 今 日 の 権

威 あ る 地 位 に ま で 引 き ょ げ ら れ ま し た そ の 御 功 績

は 誠 に 大 き い L の が あ り ま す 。

ま た 先 生 は 永 年 に 亘 る 研 究 活 働 の か た わ 勺 日 本 建

築 協 会 、 日 本 建 築 学 会 、 日 本 材 料 協 会 、 プ レ ス ト

レス トコ ン ク リ ー ト 技 術 協 会 を 始 め ど す る 関 係 団

体の役員も兼ねられこれ勺団体の発反にもカを，主

が れ 、 史 に は 国 際 プ レ ス ト レ ス 卜 コ ン ク リ ー ト 連

盟 の 耐 震 設 計 に 隙lす る 本 部 委 員 会 の 委 員 長 と な り

れ 国 際 協 力 の 取 り ま と め に 尽 力 さ れ る な ど 、 海 外

諸 国 と の 述 携 の 任 に あ た ら れ ま し た 御 功 績 は 特 筆

， :1面いす るものであっます。

史に先生 l立文部省「科学研究費等審議会、通産省工業

標 準 調 査 会 、 新 建 材 認 証 制 度 辛IJ 定会議、建設冶、工

業 化 住 宅 性 能 認 証 委 員 会 等 の 委 員 を 歴 任 さ れ 通 産

行 政 ・建 設 行 政 の 推 進 に 大 主 〈 寄 与 さ れ た の で あ

っます 。 この様な先生の数干の ｪｾｲ 功績に対し昭和

43年には同時二等に叙せられ瑞宝章を授与される! 卸

栄 誉 に 浴 さ れ た の で あ り ま す 。 ま た 昭 和 46年 に は

先 生 の 永 年 に 亘 る 学 術 ょ の 顕 著 な る 御 功 績 にょっ

日 本 学 士 院 会 員 に i選定されました。

私 達 は 先 生 の 妓 さ れ ま し た 尊 い 御 教 訓 を 体 し 関 係

者 相 図 り 一 体 と な って 社 会 に 貢 献 す べ 〈 努 力 を 重

ね て 参 る 所 存 で あ り ま す。

今 ζ こ に 先 生 の 在 ワ し 臼 を 偲 び つ つ 恭 し 〈 哀 悼 の

誠を捧け Ｇ 安ら ｹ うな ｬｾｲ 冥福を ι 祈つ申しよけ Ｇ まして

お 別 れ の 言 葉 と Z文します 。

平 成 元 年 10月 15 日

葬 儀 委 員 長

京 都 大 学 名 誉 教 授

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

理 事 長 前田敏男
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ｬｮ］ｾｾｾ ニュース …… 

層 間 変 位 試 験 装 置 の 新 設

高層建築 に使われるカーテ ンウオー ルの よ うな外壁 部材 は 、台 風

や J也ぶな どの 外力に対して十分な安全性が確保されていなければな

りませ ん。 そのためには 、外壁を 構成する個々 の部材の性能 だけで

はなく 、接合苦11の性能も含めた外壁 全体 と して の性能を知る必要が

あ ります。 また、大型ノぞネルと 建物躯体と の施 工性 、シ ール施工性

の良否 な ども合 わ せ て調べ るためにも 、できるだけ 笑大 寸 法の試験

体 て¥ 笑際の施 工通 1) に取付け て試験すること が望 まし く、 外観の

チェ ッ クにも 利用で きます。

当試験室では 、こ れ まで既設の大出圧力 装置 に よ りカー テン ウ オ

ール実大試験体の風 圧力 や 11年間祉に対する性能試験を数多 くおこな

ってき ました 。 しか し近年これ らの性 能試験に加え て、層間変位を

付与し た前後の性古E試験 の ご要 望 が地加し 、当試験室とし てかね て

か らの構 想 であ った層間変位試験装置 を新 設 、 また既設の大 塑圧力

装 置 を一部改良し、これ らの こ袈裂 に対応することになりま した。

この層間変位試験装置は当 試験 所の平成元年度施設主主備 計 画の ー

「一寸 言

「一一一品

J  

写真一 1 層間変位試験装置全景

装置イ土織

1'1: 能

4500 

図ー 1 大型圧力装置断面図

カーテ ンウオール性能試験標準工程表
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28 挫 築 と 社会 Ｏ Ｑ Ｙ Ｘ Ｙ ｩ ｾＱＱ 月号

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地… 吹田市藤白台5- 8 ー1 干 565

電 話… ( 06) 872- 0391 F A X''' ( 06) 872 - 0784 

業務時間ー平 日 Ｙ 日 Ｐ ｾ ＱＷ :  00 

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、第 4 土曜休日)

環として進めて きたも の で 、す でに工 事も終了 し、本年 10月中旬j に

完成しています。約 1 ヶ月の試運転 と調整のの ち核郵J の運びとなり

ます ので、そ の概 要 を報告 します 。

本装置 は、幅4 .7 X 奥行3 .0 X 高 さ8 . 7 m の 欽 1l f i Y，μ芭 で 試 験 体 を取

付 ける フ レー ム ( 以後、仮想 〈体 と呼ぶ ) とこれ を上告11でピン 接合

により吊り下 げ保持する 反力 フ レームか ら椛 成 されてい ます。仮 氾!

〈体 には試験体 を取付け る三府の仮処:l スラブが設け られ、1 i 主下層 の

仮 想 スラ ブを油圧サー ボによ り力日娠します。試験体 としては 、建物

二層分の カーテ ンウオールや間仕切収 を笑際の施工I ! Uり に取付け る

こ とが で き 、またｾ ，ｾ｜角 古 Ｑ Ｑ を含 ませ る こ ともできます 。

以下に本装置 の仕様、 写 点 、医11 . 立びカーテンウオール性 能試験 の

標準工程表を 110¥，践しますが 、より的( ! Igな試験を おこ なう ため に大砲

試験 体の場合 は施工 に対す る入 念な 打今 せ が必 要にな ります。試験

の お問令せは 、音 ・熱 . Ａｦｩｽｊ ｈｬｾ 圧試験車の ｦ￬ 橋 ・ ＱＱＱ 本 まで お 原 ｊＨぃ致 し

ます 。
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図 - 2 層間変位試験装置断面図 図 - 3  層間変位試験装置立面図
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お知らせ I

第 1 回木造住宅デザイン 住まいのまつり l n堺 リフォームテクノショー' 89

コンクール
特 別 講 演 会

本泣住宅の良さを再認識し、木のu二まいとそこ ベ ッ ドタウンとして、開発のｪＱ￟む ｺｹｾ ，IJ では 、111 現点、ニーズがR.5 まっているリフォーム工事)11

に生まれる IJ ti庖な暮らしの提案をボめる 「第 11[11 ｩｬｊ ｬ｝ＱＰＰ 周年 ｾ ｝ Ｇ［Ｚ［Ｚｦｩ［のひとつとして、 ｲ ｦＺ￬まい のまつ り 材料、工法技術のほとんどが似介されている 「リ

木iii 住宅デサ' インコンクール」が1 mされる 。 i nl界一伝統と ul]. i 1 t ゆたかな快適I f I ldT を目指して、 フォームテクノンョ Ｍ Ｇ ＸＹ ｊ が ｉｾｦ Ｍ ｝ｦｭ される 。

テ ー ? r紅、のまちの木の住まい」 をテーマに 12 }-j 8 日- 12 日まで、さまざまなイベ また、展示だけでなく今後のリフォーム校 Ａｾｩ を

設 計 粂 件 木ili 住宅で延べ床面的は 120m以 上 ントを開催する 。 探るために特別講減会む同時に( 位される 。

220，が以下。 主な内容はっさのとおり 。 と き 1989年 11 月30 日附 ・12月 2 日( 土)

応 非区 分 第 I 音11 ( 家庭の音11> と き 1989年 12月8 日幽 - 12月11 目的) いずれも AM10: 10- PM 4  :40 

下記の第 II 音11、第 111古11を| 徐< f I 同人また AM10:  00- P¥14 :  30 と こ ろ 日内海 東京 l王l際見本市会場内

はグループとする 。 と こ ろ じぱしん南大阪 J ホール及び本自主 口抗センタ ー ホテル

節 目音11 ( 設 計 者 の 部〉 堺市長曽十'N町Tl 8 3 - 5  テ ー ? ]]月 30 日

l 級、 2 級、木造建築 上l止び、住築専

攻の学生のイ| 同人またはグループとする。

Ｈｪ 也下鉄、南 ｩｦ ， ｴｾ ｬｩＺ 欽 ｲｬＧ ti jf，一応駅北へ 徒 歩 第 1 ff ll  r  tll{ I，$ : コンクリートのリフォーム」

5 分 )
第 2 百11'r 外袋仕上げのリフォーム」

ｾ 川 苦 ＱＱ ( 木造住宅建築工事業名ーの古11> J ホー ル . 絵回展 ( 堺市内の小学生の 「住みた

"1' 小工務J古とする 。( この li llにおいては、 いさかい、米米の堺」をテー 7 { こした

tn3 日11 r 出 |二II}j 水のリフォーム 」

12)] 2 日

作品を展示 ) 第 4 ff11  r給水位のリフォーム 」

Ｎ 等兵展 Ｈ一 般 ｾ［［ｊ おの作品を展示 Ｉ tn5 古11 r  Jポのリフォーム 」

・伝統と底史展 ( V T  R 、ハネル技庁1 第 6 古11 r訓代 診断システム」

えjt 計 ‘]C務所との共同 設計ーでもよい )

受 付mll :: ] 1990年 2 月 1 日( 対- 2 月20 日( 刈

受 付 場 所 (11オ) 日本住宅 ・木村技術センター

問 合 せ 先 干100 東京都千代凹区水田町T2- 4- 3 民 示 ) 主 催 リフォ ムテクノン ヨ- '89企画委只会

水田 i町ビ j レ4 F  ・住まいとまちづくリ展 ( V T R 、ハ 申 込 み リフォームテクノンョ - ' 89実行委員会

T  E  L 03- 58] - 5582 ネル展示 ) ' ]H;主広j

Ａ｛ｾｉ［ 丞を原 則 ｬ とする 。 持参の場合は ｪ｟ ・ . ハウジング展 (仰テツアド - : _H版

日を| 徐〈 。 午前 10時 ~ 午 後 4 時までと ・住毛相談コーナ一 点以郎中野区新井 1 - 34ー14

する 。
住宅設計思: { . . 1=11¥、. t r / 改築、インテリア T  E  L 03- 228- 3401  

事査委u長 j円/J ，' ( 義信
テザイン、ホームロ ー ン t'l Tl' l  1  1:1 1名 につき 25 .000円

務1' 1: 委μ 1)..];) 1ニlllii ，歳
. ハイビジ ョンシアター 2  "]:11;凶し の場合は 40.000内

大国1') 1幸彦 本 館 ・ セミナー
( 外食、テキ スト代を含む )

三 11' 所 ii'l !fll.

I荒井似平

山内美郷

知l 忠

すまい ・る議座 、裂しめる ライテイ

ング ・コーディネート、遊び感覚で

できるイ ノテリア、 tioまい AEi 直にリ

フォーム、 ｦ￬ｾ まいの資金計ｊｬ ｬｩｪ お伝い、

ア ー ト ワ ー ク 公募

坂十' l { E敦夫

rAlifttill 忠

後必1. 争一

越抑制夫

f i : まいと法律、マ ン ンヨン ・クリ一 東京r ，J 1は、米年度末に竣工予定の新 長11庁 舎 の 外

ンライフ 梢や中央モール日11分 に 飾 る ア ー ト ワ ク ( 彫刻 ・

. ハウジンクコミニ ュケーションプラザ レリーフなど ) の選定に 際 して、その一部を公必

公庫融資相談、みどりと嵯凶作り相談 方 式 でｾぶことを発表した 。

表 杉 優 秀 賞 ( ; 注設大臣1 ' t > 広 場 ・税木工作実 ii i( コーナー ( ) L太切り、 公募されるのは、第 ｬ 本 庁合とｾＢ［ 2 本庁令の外

ｾＢＧ［＠ 1  ;'111に l 点 50万円 ー l ウ かんな削 1) 、隙 卜げ工科剥 l J 2: 鮫争 ) 隣を自li る 4 作品と、 I，I MMをつなぐ 中央モ ールに 世

罫第i II 吉剖部11、第 111 百部|目iに各1. '.点f

入I賞t ( 干務普一公介委員長 1抗1> L即!I刑1I デ完己 ) 審 t台!主t 以 Ｑ泌｛， Ｎ Ｑド門Ｂ勺 ｬリ ｬ 安』雄 ｩ在ｾ ( フブe リジス トン美刊術; 日ifi治自白館i官l 自館官長 )

ｴ第 ｆむｾ 1 宮部|日iに 3.'.点〈立}. 2初0万問一 3 .t.'.点'

第 H 部、第 111部に各3.. 点，1;1、 3ω07万:iF問1'] - 6  .... .( ハネルデイスカ γ ン ヨ;..- 1ゆ98回9年 12月12 日町(必 応ｾｾ締ｴ［ｊ ｊ 1990年 2 月28 日附

佳作 〈審を委員長 11> ｐｾｬ＠ 7  :OO- PM 9  :00 賞 金 500) ) 円 + il，l]f乍補助 ' i f200万円

第 I 耳目、第 II 部、第 111苦11に弁 3. 1，1，( コーディネ- ? 一 新型f 新 ( 作家 )

10万円 - 9 点 ノ、ネラーイーデス ・ハンソン ( ;タレント )

発 表 寝 台 の 結 果 は 入 賞 者 に 辿 知 す る と と も 古本日行彦 ( ) L ピル社長 )

に、 削日新l位附i淵H紙」で 3 F月:] 一_1.1七旬{リj に発主表長一寸-[-乞 包笹;汁イ出淵』目問:1":' 1イ令f 二 ( 椛I前汚九"止j十‘-F，i

定 。 ＧＺｾ｟ ｉ［ 城 ｉ ｴ ， Ｊｃ イー Ｈ インテリア・デザイナーＩ

主 flI¥ ( Hオ) 日本住宅・木村技術セ ンター テ ー 7 r )バ ・自IIli ・1主 じます」

企l面協力 ニューハウス出版( 附 ※いずれも入 ｴ ｊＮＩ ｪｾＡｉ ，ｆ，料

1五 f変 短1えjt 省ほか。 主 催 ru: まいのまつり I n堺 J 3i: h '委以会

後 仮 処 設 省 ・大阪府

協 佼 Ｈ 社 Ｉ ＱＺ｝Ｇｾｾ主設業協会ほか

門 合 せ 束京オブジェ ・コンベティシ ョン

T  E  L03- 545 - 6188 

鋳師の技展

と き 展 示 中 - 1990年 1 月28 日(日)

AM10:00- PM 6  :00 

と こ ろ I N A X 銀座ショールーム

東京都中央区京橋 3 - 6  - 1 8  

T E し03- 562 - 1998 
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ロ ン ド ン の お も ち ゃ 箱

ロ ン ド ン 塔 の す ぐ 北 、 地 下 鉄 タ ワ ー ・ヒ ル 駅 の 近 く か ら ラ イ ト ・レ イ ル ウ ェ イ と 称 す る 新 交 通 が 開 通 し

て、ド ッ ク ラ ン ド の 見 学 が と て も 便 利 に な った。 2 、 3 年 前 ま で は 乗 降 場 所 も 料 金 も わ か り に く い パ ス

で 行 く か 、 タ ク シ ー を 利 用 し て い た 。 モ ノ レ ー ル の よ う な 新 交 通 の 車 中 か ら 見 え る 再 開 発 中 の ド ッ クラ

ン ドは、おもち ゃ箱を ひ っく り か え し た よ う で 、 な か な か お も し ろし、。 そ の 終 点 の す ぐ 南 に テ ー ム ズ 川

を横切る 地 下 歩 道 が あ っ た 。 か な り 長 い 歩 道 を 抜 け た と こ ろ が 、 お な じ み の ク リニ ッジ ・ビレ ッジ で 海

洋 博 物 館 や 天 文 台 博 物 館 が あ る 。 ふ と 気 が つ い て 、 地 上 の 出 口 に あ る 地 下 道 の 建 設 年 代 を 確 か め る と 今

世ー紀宇刀頭て、あ った。

タワー ・ヒ ル 駅 の 北 西 に は 、 今 話 題 の ロ イ ズ保 険 会 社 の ビ ル も 近 い 。 シ ー ス ル ー の エ レベータ ー を 建物

の 外 側 へ 出 し て し ま い 、 内 部 の 大 き な ア ト リ ウ ム の一 方 に は 機 構 内 部 の 規則 的動 き ま で も が 見 え る エ ス

カ レ ー タ ー を 設 置 し た 徹 底 ぶ り に は 縫 い た 。乗 る 人 の 要 求 に 対 応 し て 恋 意 的 に 動 く エ レ ベ ー タ ー で な く 、

せ わ し な く 規 則 的 に 動 〈 エ ス カ レ ー タ ー の リ ズ ム に 支 配 さ れ た よ う な 空 間 に 、 チ ャ ップ リンの モ ダ ンタ

イ ム ス の世 界 を 思 い 出 し て し ま った 。 ま る で 屯 気 仕 か け の お も ち ゃ箱 に と じ 込 め ら れ た よ う に 感 じ る の

は 、 私 だ け で あ ろ う か 。 ( T . Y )  

モ デ、ュールと 建 築材 料

わ が 国 の 木 造 住 宅 に 枠 組 壁 工 法 ( 2  X  4 工 法 ) が 採 用 さ れ て か ら 15年 経 過 し た 。 この工法は、本来、 北

米 の 伝 統 的 工 法 に 習 った も の で あ る が 、 導 入 l時 に 風 土 の 相 異 や 国 内 事 情 に よ り 変 更 し た と こ ろ も 見 受 け

られる 。 例えば北米では、 4 X  8  f t モデュ ー ル て‘ あ り 、 外 壁 の 長 さ を 外づら で iJl IJ る。 こ れ に 対 し て 日 本

では、 3 X  6 尺 モ テψ ユー ル と し 、 壁 の長 さ を 壁 芯 で測る 。 モテe ユ ー ルは 、 使 用 す る 建 築 材 料 の 寸 法 が 大

き く 影 響 し て い る 。 日本の 2 X  4 工 法 の 住 宅 に 多 く 使 用 す る 合 板 や プ ラ ス タ ー ボードは、 3 X  6 尺 も の

が 主 流 で あ る こ と で 納 得 で き る 。 北米では、 合 板 な ど の 寸 法 が 4 X  8  ft で あ り 、 し か も 外づ ら で iJl IJ るこ

とにより 、壁 面 材 料 を 効 率 よ く 使 用 で き る し 、 施 工能 率 も 向 上 す る 。 と こ ろ で 、 関 西 に お け る 日 本 の 木

造 在 来 工 法 で は 、 畳 の 寸 法 を 3 . 15 X  6. 30尺 と し て 、 内 法 寸 法 を 3. 15尺 の 倍 数 と し て お り 、 こ の 場 合 に は

9. 45尺 で 3 m もの、 12. 6尺 で 4 m も の の 木 材 を 有 効 に 使 用 で き る 。 このようなことを考え合わせると、

現 在 定 着 し て い る 3 X  6 尺 モ テ胡ユールは、合理的と 言 い切れず、 また同じ 8 1仙の 和 室 も 関 西 聞 と 比 較 す

る と 随 分 手 狭 で あ る 。 日 本 人 の 体 位 が 向 上 し 、 住 宅 に も ゆ と り が 求 め ら れ る よ う に な っ た 今 日では、 3

X 6 尺 モ デ ュ ー ル 及 び 建 築 材 料 の 寸 法 に つ い て 、 見直 す 時期 に き て い る よ う に 恩 わ れる 。 ( A . Y )  

拝 啓 京都 市 風 致 課 殿- 1

京 都 が 国 際 的 レ ベ ル の 文化 遺産 を 持つ 歴 史 都 市 と し て 、 風 致 を守 って 行 か ね ば成 らない事 は 百 も ゑ知 し

てお ります 。 その為にも 和 風 的景 観 を 守 ろ う と し て お ら れ る 事 も 大 賛 成 で あ り ま す 。 し か し 、 瓦 の 勾 配

屋 服 やじゅらく 色 を し て れ ば 良 い と い っ た 表 面 的 な 要 素 で の み 、 和 風 を 指 導 し て お ら れ る 事 が ど う し て

も 納 得 で き な い の で す 。 更に 素 材 も コ ンク リー トの打ち放しは駄目、 ゃ れ 鉄板 を使 っ た屋被は駄目、 悦l

而 の 壁 は 駄 目 の と 言っ た 具合 に 、制限し て お られる事も全く 般 拠が干希薄 です 。 こ の 様 な 指 導 を 行 な って

い て は 、 良 識 を 持 っ て 建 築 行 為 に 勤 し む 建 築 家 の 、 創 作 意 欲 が そ が れ て し ま い ま す し 、 良 い 建 築 は 残 つ

て は い き ま せ ん 。 こ れ は ま さ し く 懲 法 の 表現の自由. ，に 対 す る 逃 反 行 為 で す 。 そ も そ も 誰 が 現 在 の 風

致 の 基 準 を こし ら え た の か は 知 ら な い の で す が 、本来も っ と 本 質 的 な 部 分 で 日 本 の 風 景 が 語 ら れ る べ き

じ ゃ な い の で し ょ う か 。 そ れ が 無 理 な ら 、 木 造 の 伝統 的 和 風 住 宅 以 外 は 駄 目 と 言切 っ てしま ったほうが、

余経す っ き りし ます 。 コ ンク リート でも欽板でも使い方次第で 、 決して 和 ｽＡｦｴｾから逸 脱し ているとは思い

ません し、むし ろ 、 現 行 の 基 準 て 峯 つ 九 だ け を つ く ろ っ た 、 安 直 で貧 し い デ ザ イ ン の 申 し 訳 瓦 + リシ

ン 壁 建 築 " を 容 認 し て い る 事の 方 が 、余 程 罪 だ と 思 う の で す が。 ( 次号に続く ) ( H.  W )  

建 築 技術 者 の た し な み

剣 豪 宮 本 武 蔵 の 「 五 輪 書 」 を 読 ん で い た l時 、 ふ と 次 の 言葉 が 目 に つ いた 。

、大 工 の た し な み 、 ょ く さ る る 道具 持 ち 、 透 々 に と ぐ 事 肝 要 也- " と あ る。 こ れ を 見 て 神 戸 市 に あ る 竹

中 大 工 道具 館 を 思 い だ し た 。 開 設 以 来 機 会 あ る 毎 に 何 回 か 訪 れ た が 、 子 供 の 時 か ら 刃 物 を 研 い だ り 使 っ

た り す る こ と が 好 き で あ っ た私にと って そ の 度 に 新 し い 興 味 が 抄|川 、て 飽 きるこ とを知らなし、 。 聴 く所に

よ る と 大 工 道具 は 、 名 品 と 称 さ れ る も の 程 、 職 人 が そ れ を 大 切 に す る と と も に 、 使 い き っ てしま って 現

在 ま で 残 って い る も の は 少 な い と い 7 。

立 派 な コ レ ク ションを 後 世 に 残 す こ と を 考 え ら れ た 竹 中 工 務 庖 に 敬服 す る と と も に 関 係 者 の 並 々 な ら ぬ

努 力 が 説 わ れ る 。

最近は大工道 具 も機械化され、 ｾ ｦ 主でも 簡 単に 仕口を造 っ たり、鈎掛けが出来るようになり 一 昔のような

大 工 さ ん の 素 晴 ら し い 技 を 見 る 機 会 も 少 な く 、 時 代 の 流 れ と は い え 、 な ん だ か 寂 し い 忠 、 い が す る 。 しか

しこ の 「 五輪 警j の 言葉 は 、 建 築 技 術 者 の 指 針 と し て い つ ま で も 身 近 に 置 きた い も の で あ る 。

ホ大工のたしなみ 、 よ く き る る 道具 持 ち 、透 々 に と ぐ 事肝 要 也ー か ( J .  M )  



特 集 ・ 第36回 青 年技 術 者

長 谷 部 朔 郎
選衡委員長青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評

青年技術者選衡も今回で36回を数え、過去すでに 525 人の方々が顕彰され、建築の各分野で活脱さ

れていることは、業界にと ってまことに心強いことと思われます。

今回の応募の特徴としては 、すべて大組織の推間であり、かつレベルが高いことと、建築界の多様

化を表すように、そ の他音1¥門の応募が 3 点に達したことです。 とくに、その他部門は、予定された

委員の選衡の枠を越え、急きょそれぞれに適した有識者の意見を求めるなど、委員会を困らす結果

となりましたが、新規分野に挑戦され、相応の成果を上げられていることは、若さの特権であり、

喜ばしいことと考えられます。

一方、計画部門の応募、大組織以外の応募がなか ったのは非常に残念で、あり、今後この制度の P R

方法などは反省されるべきと思います 。会員の方々も、よろしく P R にご協力をお願いいたします 。

いま、建築界は多忙をきわめております。顕彰を受けられた方々は、とくに、この多忙さに打ち勝

って、今後とも優秀な成果を得られますことを期待いたします。

今回の選衡結果、および選衡主旨はつぎの通りです。
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応 募 者

入 選 者

設計部門 ・今回も大組織事務所、施工会社設計部所属の応募のみであった 。アトリエ的小事務所て'

頑張っている若手諸氏へのアピールが不足しているのか、号れとも 制度そ のものがこれらの人達に

アピールしないのか、考えさせられるところである 。 それにしても、何と年寄りじみた作品群に篤

かされた 。一様にマナー化されたそつの無さの中には若いが故の気力のみなぎりと食欲な制作態度

を期待していたが、拍子抜けの感がぬぐい難い 。何も今風のチ ャカ チャカした建築が若さの象徴と

も思わないが、も っと冒 険心 と聖子心があ っても良いのではなかろうか、たとえ大組織においても 。

応募案の資料からは制作過程における個人のかかわり度合いを計ることは困難ではあ ったが、これ

らのことも選の対象に入れた 。若手諸氏の大いなる脊闘を期待したいところである 。

構造部門 : 応募は今回は 一人であ ったが、 W氏は十分選衡に値するレヘルに達している 。基礎的知

識と経験をもとに、建築計画に生かされていく構造計画を立案していく力は、心斎情筋商庖街アー

ケードの吊梢造とトラス梁構造の併用等の計画に表れており、卓抜なものがある 。構造的裏づけを

とる技術力、解析力にも確かなものが感じられる 。その他、 P C構造を入れた構造計画等興味ある

ものもあり、今後の飛躍の期待できる人である 。

設備部門 : G氏の しC C手法 を用いたりフレ ッシュ提案は 、今後のリフレ ツンユ市場に対する指針

となるものと、高〈評価した 。 また、業界が直面している労務者不足に真正面から取り組み、高い

品質を確保しながら大型熱源機械室全般にわたり配管のユニ γ 卜化を行い見事に省人化を達成した

O氏の情熱を評価した 。 K 氏は開発に対するも ので、全く独創的な空調システムをアイデアだけに

終わらず、笑用化のための実験計画とその考察によ ってマニ ュアル化し 、そのアイデアを実用化せ

しめた手腕とその笑行力を評価した 。三 氏とも今後青年技術者として活 ｾｬｾ が期待できる人物である 。

施工部門 : 応募 4 件ともレベルが高〈、有望な青年技術者が育 って いることを心強く感じた 。 N 君

一物流倉庫 3 現場で、躯体工事の施工管理で P D C A を廻し、 Q D C S のあ らゆる面で効果を挙げ

た。 iくD君一高強度コンクリートの品質管理は、骨材の表面水iii にあることに着服し、多くのテータ

からコンクリートの本来のあるべき姿を示した 。!く J 君ー既存地下を解体し 、新たに地下を構築する

ニーズが増えているが、そのなかでも施工難易度が高い計画でよく検討がされている 。いずれも地

道な技術の築材iが実を結んでいる 。

その他部門 HA君 建築生産の基本である、協力会社育成対策への実践的取り組み。 T 君ー海外工

事のため必要欠〈べからざる計画案をもっての 、現地での設計 ・コーデ ィネイト。 HI 君ー設計の高

度化、省力化に必要な C A Dを、設計者のものとする地道な作業。建築生産がいま、高齢化、成熟

化、国際化、情報化に対処せねばならないとき、いずれも大組織の中ではあるが、それぞれの分世f

で個性を生かして対応し、着実に成果を伸ばしていることは、建築の多様化が生んだ新しい波が定

着していることを示す。新分野の青年技術者として推薦できる 。
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- 設計部門

大 塚 裕 弘

( 点畑也築事務所)

池 本 裕

( 日日制設計)

後 藤 浩 美

( 竹 'T工務自 )

中 滋 典

( 大林組)

・構造部門

和 田 雅 洋

( 竹中工務庖 )

・設備部門

後 藤 康

( 大成llt 設)

楠 本 望

( 竹中工務自 }

織 田 邦 男

( / . ' l j 砂熱学工業 )

. 施工部門

博 康

WI 水挫設)

児 玉 伸 明

( 海地組)

小 島 政 章

( 竹中工務庖 }

. その他部門

鹿 瀬 忠 孝

( 竹中工務庖}

中 達 彦

( 大林組)

橋 本 宏

( 鹿砧建設)

<1品級順不同 〉

第36回青年技術者選衡委員

長 谷 部 朔 自11

(  ullt ハウジングンステム常 務取締役大阪支社長 )

谷 淳之介

Ｈ 点姐 ｉｬｬｴｾ Ｇ Ｑ Ｑ 務所設計部長 Ｉ

"1' 嶋 龍 彦

( 中品問彦組築4' 務所所長 )

桜 田 邦 B!j

( r.Ji，f lllll 凶経営研究所 代表取締役 )

安 回 丑 作

( 神戸大学講師 )

ｦＯｾ 飼邦夫
( 日也.1!I，J十太阪第二事務所構造部長 )

八 尾 其 太郎

( 関西大学教段 )

井 上 良 則

{竹中L 務的設計部副部長 )

日 恨 東 治

(1dt-llt 築設計事務所設備部長 )

金 凹 宏

ＨＩ､ｕｬｬ 本 ｬ ＮＧｩｾ且ｾ工務部 ＱＱＱ ，当部長 Ｉ

i忠 水 義 文

Ｈ 鹿山 ｬｬｴ 設 ｪ に阪Ｎｬ ｾｬｦ ｾ人民 ｊｦ，ｬｬｴ＼長 問ｉＡｻ Ｉ

田

西

回



王 子 動 物 園

動 物 科 学 資 料 館

ヤラカス舘本社ビル

1991年 3 月竣工予定

医 療 法 人 愛 仁 会 高 槻 病 院 ( II 期)
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大 塚 裕 弘

生年月日 1954年 2 月23 日

故終学歴 1979年大阪大学大学院主J l 築工

学科修士諜程修7

x:; 歴 1979年来畑建築ょ1>務所入社

作品経歴 日商岩井光普寺液

五千動物園動物科学資料館

医療法人愛仁会高槻病院 ( 日

矧 )

ヤラカス鈴本社ビル

すいせんのことぱ 岡田章之 青年技術者のことば 好きで、 ときどき料理をつくります。材料が

思考の柔らかさと、それを袈づけ あって訓理法を巧えたり、どこかで食べたものをつくってみたかっ

る12かな知識をし って、! 日に典主 たりと、いろいろです。 まず、できあがりの味と姿が心にうかんだ

る条件、新しい諜題、に取り ｾｉｬ む ときは、うまくいくようです。ありあわせのものでおいしいのがで

"  ｾｴｩ もしいヤ ＧＯＢ Ｐ 組織内でのもの きたときの楽しさは物別です。

ｪ 主りにあ っ て、 ｴｬＨｊ ｲｻｻ ｾ な対処の ｲ ｬ Ｇ に、 世にいうグ j レメとはね泣いので、何でもうまいといって食べます。

自己のポリシーを反映させる巧み 人のつくるものは殊史おい しいので感心します。

さも合わせ持ち、 1i1t而1. = 人Ul I 的行 屯 F レノジむオーブンむないので、ハイカラなものや大層な ものは

為、であろうとする i症の姿勢に与 できません。っくり )J を病で見たり、人に 1mいたりでJt えた科連が

せる WI待は大きい。 ほとんどです。 ちょ っとは自分な りの工夫も 加 えたりもしますが。

まあ、耐の丈夫なうちは、いろんなむのを食べて、できそうなもの

は n分でつく っていきたいものです。一所懸命にというところでし

ょうか。

いや、ほんまに料開のぷて' すよ 。



星電器製造掛神戸テクニカル

センター

( 仮称) ( 仮称)

ジャンボオーナーズ有馬 姫 路 市 立 職 員 会 館 高 砂 市 立 高 砂 市 民 病 院
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池 本 俗

生年 11 ｾ＠ 11百十U31年 8 月28日

学 ｍｾ＠ 11白相55年大阪大学工学部建築

エ '' { 糾卒

純 白 正 昭 和55年 昭 和 設 計 入 社

業務総 Ｇ ｊｾ 伊丹市立f J ' 汁病院

: 1 ; : 塚市民病院

堺市総合福祉会館

rl J立p・・2麗術院第 4 JUI 

地 'il I 昔話製造(仰神戸 テ 7 ニカ ル

セ ン ター

出砂市立 山砂市民病院

Ｈ ｖ ＼ 材 Ｉ ジャノ ボオ ー ナ ーズ イ Ｑ ＮＱＮＡ ｾ

剖￯Ｎ ｾｲｬ￭ 験日会館

すいせんのニとぱ 宮田照久

池本総君は幅広い知識を持つだけ

でなく、 I垂れた創作力、総合力を

発 jl[( し、いくつかの困難な プロジ

ェクトを成功させてきました 。今

後 一 Ｑ Ｐ の研鈴を ｦ ｾｴ み、活き越築家

の一人として大きく成長するもの

と ｊｾ ｉ 付しています 。

青年技術者の ニと (i 私はたいした思想家ではありませんので、こ

むずかしい建築論の体現や、社会的意義の達成のために建築設計を

や っているのではありません。

このごろのヒトは、たいていそうだと思うのですが、私は、 l面白い

コトが大好きです。カ y コイイモノが好きだし、へンなコトは、も

っ と好きです。建築は 、ひとつひとつの処物が、多様な生計百や、 Hl

1'1の文化をいl包していますか句 、小説や絵画や音楽のような而! とl さ

を、 Ｑ 符 ， ￺ Ｚ ｾ ｉＧ ｊ にも っ ています 。 設計とし寸行為を通じて Ｈ 直接または

I: -¥J 般に ) さまざまなそれらにふれるのは、とても楽しいこと です。

また私にと っては幸運なことに 、現代建築に対する、技術や線式に

よる支配は、かなり弱くなりました 。( 滞先継万のおかげて'す )

というわけで、私自身とし ては、阪句れた用途の建物の設計だけで

な く、こ の世のあらゆる純Ui の主I ! 築を経験したいし、いろんな形態

の造形や機能の締成を、 試みていきたいと思 っています。



グルメビル「エアリ」

焼肉ハウス「ロウダン J I 布' 1' /，

カネディアン・アカデミィ・六甲アイランド
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後 藤 浩 美
すいせんのことば 前 川 清 青年技術者としてのことば 雄物は、土地を市有することにより、

生年月日 H併 1130年 7 J I 29 日 多機化、情報化の中にあ って、社 社会性をおびる宿命があります。周辺環境との調和、美しい街作り

1t l : 終学盤 II !'，初54年 険 浜 凶 立 大.' { ' 工学部
会のトレンドを機敏に感じとり、 ということは、建築家の使命であり、似の作品は、 『道と建物』をテ

建築学科卒業

業 務 経 歴 II l Hu5'1年竹中工務前八十l

1' 1らの! 長tl 二と対立させ、主主祭へ と ＭＢＷとして ｩｬｬｾ を具現化してきました 。

科目品させている 布、の，建築モ y トーに、 『心の泊 った建築j がありま 1 。現代建築は、

J) l.{ I: .  r， ，1; 版 文 1. lf 設J 十郎即1) .[:6

作品経! l f . 1リJdγ1'. 命ピル、営業所、家政資 ー iili の作品の '1' に- ]'t したテ ー7

価値観が多線化する現代社会 . ｾＡｪｊ 主な情報化 社 会の渦の 中 で 、 その

流れを敏感に感じとる必要があると巧えます。 またその 中にあ って

も、 ill 築は、そこに生活する人とともに生き続けています。出来上

が った他物が、人々の心 lこ触れるに従い、物から質、' i ' i : から心へと

変化し、人の心まで包み込む也かさを持ち、生きた怨築でありあtけ

てほしいと A!}，います。 まさに filJ る側の私達が、I百j われている時代だ

と目、います。

等10数 ('1 があ り、技術ilJ にw. n ちされた主主

-11第 2 7ンンヨン 築は、 ｩ 庄の微細な気円ｾ t) と.);J.)) Uヒ

IIIJ山市会地配送セ ンター しようとするほかな EEι t;! こよ って

Jl UI UiJ町ベー タシ ョ γ フ 自IJ られている 。

焼 l少lハウス 「ロウダ ン」

l長1:"il 品以フ- J レサイドレストラ /

グルノビル 「エアリ 」

カネデ ィアン ・アカテ ミィ ・

; ¥' ljI アイラン ド! 和1



第三松豊ビルテ: ィング働ミットヨ大阪営業センター
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田 中 滋 典

生年月日 昭和31年 4 月5 日

五t終学! l l 昭和57年大阪大学大学院工学

研究科修士課程環境工学専攻

修了

柴 原 昭 和57年大林組入社

昭和58年大林組本庖設計部

作品続日E 日住金本町ピル

第三松12ビルディング

住宅団地的環境デザイ ン

一鷹尾山けやきl J J i.ニュー タウ ン

日本生命 亀岡支部

!l 1凶アーノ ぐンリピンダ ・デザイン

コンペティ ションο'1i J ' 1甚綻盟111智 ゆ

側 ミッ トヨ大阪営業セ ンター

< 'f! r;宜2 年壇工予定〉

すいせんの二とぱ 小 川 芳 弘

彼は、日常業務を綿密に粘り強〈

i並めるタイプであり、頑固なまで

に真正面から設計に取リ組む姿勢

は、長子F惑がもてる 。地 域3十l出から

一般設計まで、本質をつかみ、純

化し形に反映させる設計姿勢に感

心させられることも多い 。

今後、さらに研鈴をつみ、 ｊｉｾｩＢ す

ることを ｊ ｾ ｊｪ寺する 。

青年技術者のことば 建物は、社会活動の 中で " r. siIi の スト y クと

フローＢとしてとらえることカ ず でき、時 Ｑ ＭＱＺとともに ｾｈ ニしている 。

このような状況の 中で、哀の建物の価値として、 " 環境といかに関

わ っていくべきか " が問われる時代にな っていると強〈感じる 。

価値観が多様化する中で、ト ー タリテ ィを要求される設計者として

は、物事の本質を見失うことなく 、 さまざまなニーズに対して NE熱

と誠意でも って的礁に対処し、人/ HJ性位かな感性に) J i づいたデザイ

ンを展開した質の高い ｾｴ｡ｊ の創造をめざしている 。 また、敷 ｉ 也 の持

つコンテクスト、ポテンシャノレを読みとり、 I也I或何十 ・腿史性等に似

ざした1田パi([ を見出 すことが大 切である 。

市に社会に対し、 E罰境というフィノレタ ー を過して処築をとらえ、建

物に関わる人々や都市長1 l I . に対して、より深いノ y セージ を伝えら

れるような作品を創り出し ていきたし、。



なら・シルクロード博オアシス物語館の構造設計

本建物は、 「なら ・シルクロード博」の展示館 得られている 。

のーっとして奈良公園内に計画された空気膜構造 求められた初期形状のモデルを用いて、常時、

の仮設建築物である 。 その平面規模は 5 0 mX  100 風およひ白雪荷重下て' 応力変形解析を行 ってい る。

m を有し、円弧形に立ち上がった膜屋根の 中央高 解析結果を用いて張力分布の検討、構造安全性の

さは 15mである 。屋恨の 構造は、内部の気圧を 外 確認および変形挙動の把握を行い、設計曲面を設

気圧に対し、常時て.'2 5 mmAq だけ高くして屋根面 定して いる 。 また、 設計曲面を パースお よび模 型

を支持する加庄支持方式によるケー/ ル補強空気 で表し、デザイン的な検討も行 って いる 。

政構造 である 。 ケーブルは屋根面に 11本配置され 、 膜は外周部は、膜材を 2 m スパンの連続アーチ

t量級 の主体椛造 をなし 、 膜材はケープルで区画さ 形状に切り欠いている 。膜の張力はアーチ部分に

れた部分の応力の伝達を受け持 っている 。 縫い込んだケープルに伝え、ケーブルは 2 mごと

ケーブルおよ び絞は 通 常の構造材料とは異なり、 に基礎に定着されている 。 このため 、アーチの内

圧縮お よびl曲げに抵抗しない材料であり 、荷重の 恨IJ に設けた内膜にはほとんど張力が発生せず、内

加わり 方に 応 じて 引娠カ で釣り合い可能な形状に 膜の基礎への定着は簡略な方法で処理可能とな っ

変形する 。 したが って 、屋恨 の解析におい ては 、 ている 。 また、こ の連続ア ー チは外周部の意匠上

変形後の状態でカの釣 り合いを考える有限変形理 のアク セントとして 利用きれている 。

論に基づく幾何学的非線形解析を行 って いる 。本 インフレート施工時、本建物では屋般商を地上

建物の椛造設計に際し、とくに配慮した点および に展開した状態から、内部に送風することにより、

開発内容について、 以下に述べる 。 15mの高さ まで膜商を持ち上げるこ とになる。 最

空気膜構造の股間形状は、内圧を加えたときに、 初 の状態でのケーブルおよび膜の余長部の処理方

股而にしわが発生せず、張力は朕而上のどの点を 法、送風の方法を検討し、インフレート中の膜而

とっても等しいのが理 想 である。本建物の場合は の挙動を把握しておくことは、 実施 工 を安全かつ

平而形状が長方形であ り、 出問音1¥の膜而に張力が 確 実に 行うため重要であ る。 そこで、インフレー

導入可能な形状 を恕定することは困難 である。そ 卜過程をシミュレートするプログラムを開発し、

こで、長方形の境界に張 った平面の肢に、内圧を 解析によるシミ ュレーションおよび政型実験によ

徐々に加えて膨らませた形状を、解析的に求める り、イ ンフレート挙耳目J の事前把泌 を行っている 。

手法を 開発し ている 。 出来上がった 山商 では出問 笑施工時には 、こ の結果が反映され、支障なくイ

昔1¥にも娠カが導入され 、等張力 曲面に近 い形状が ンプレートが完了している。

心 斎 橋 筋 商 庖 街 ア ー ケ ー ド の 構 造 設 計

本計画は 、大阪 を代表する 商庖街である 心斎僑 とい う非常時にも トラス梁が犀桜前の崩撲を防ぐ

筋商応街アーケードの改築計画である 。既存のア ょう配慮している 。 この屋椴機造体のl則性はケ一

一ケードの改築に際し、大阪ミナミの活性化 、商 プルよりトラス梁の方が大きく、自然に荷重を加

! 古街の繁栄につながるアーケードとすべ〈、全国 えると 、トラ ス梁j HlJ に荷重が集 中するこ とになる 。

からアイデアを募集し、世界でも類をみない吊係 そこで主ケーブルとトラス梁を結ぶ副ケープルを

形式を採用するに至 っ ている 。 本構造物の屋被は、 緊張する こ とにより、トラス梁に自重方向とは逆

ケープルによる吊構造とトラス梁構造を併用した 方向のプレストレスを与え、トラスとケープルの

絞合総造であり、約85 m ごとにある交差点 に建て 荷重分担を調整している 。

たタワーにより、この昼恨構造を支持している 。 アーケ ードにおい ては、ケープル端部での張力

ケーブルを用いた吊 椛 造は、屋般の自重に対し は、吊絡のように地盤へ伝えることは不可能で、

て釣り合いを保つのに理想的な構造であるが、非 上部構造で処理している 。すなわち、ケーブル両

対称な外力に対し ては変形しやすい。本構造物で 端の張力の水平成分をトラス梁の制l 力で相殺させ

はトラス梁は、この変形を防〈引 i問Ij有? とし て働く る自己釣合系の締造形式をと っている 。 そのため、

とともに、スパンが約85 01 と比較的短いことで 、 施 工)1頂序は吊橋とは逆で、 トラス梁架設後ケープ

自重も負担可能である 。 そこで本計画では、常時 ルを架設することになる 。施工完了時には 、高Ijケ

の鉛直荷重をトラス梁にも 1 / 2 分担させ 、 トラ ープルの張力を娠動法て'illlJ 定し、設計された荷量

ス鉄骨の有効利用を図るとともに、ケーフ' ル切断 の伝達機構の確認を行っている 。

解析による初期形状形成過程

2 . 22 ・・"' q 11 ・
12 • 

P  • ' .1・・・A・ "  ・1." 10' 同

H.. . .  14 .oe .  T2 ・ 2 ・‘ t・n

H 刷 RA ... 11 ¥回同 ・- STRE町制・I S ka/ c・田・・i k，)) 

インフレート過平呈のシミュレーション

lうス→タ ワ可。

トラス重量

1  2  rー..，卜2

ケーブル トラス

本精進のカの流れ概念図
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和 田 雅 洋

生年月日 日目相 29年 2 月15日

k主終学位 H目相54年大阪大学大学院修上

.:Ilf' ilill 築工学専攻修了

業務経歴 1I!{.f1l 54年竹中工務庖入社、大

阪本ｽ［Ａｾ設計部情造謀勤務

作品経歴 干 ｾｮ 11
1央ノぞークヒノレズ

ｾｴ 文本社ピ ｊ レ

大阪経済大学50周年記念自立

姫路 W H金庫駅前支応

大日本印柑l口?: r. s工場 I t虫

な均 ;;J レクロード博オアンス物1音色1

捕前k . l 本!Jz!J2の問でl曜l

心斎柿筋閥! 古街アーケー ド

K  S コンビュータピ J レ

1¥;1 発 PCI島近の設計施工官理ンステム

すいせんのニとぱ 久徳敏治

近年、構造設計者に要求されてい

ることは、卓抜 したアイデアと、

それを実現する能力である 。彼は

設計組織の 中にあ って、この jilij t;.

を 兼ね備え、持 ち前の粘り Ｇ［ｾｬ さと

統合力を発1 I f i して、数々 の作品に

その成果が見 られる。さらに実務

家の立場からの研究に 、 ｾｾｬ い意欲

を持 って いる 。

青年技術者としてのニとぱ 生l ! 築における桃泣は、 .['0主の差こそあ

れ建築の形態および空間にｾｩＮ ｾ Ｇｾｾを与えるも ので ある 。 現代建築は、

社会的要求あるいは限界に挑戦する人 IlIJ の精神的熱望により、ます

ます巨大化、阪雑化する ftj[I" jにある 。建築の向精化は椛造のスケー

ノレを拡大させ、必然的に Iず! 大する椛i立部材の 、Ji 去と、人間のスケー

ルとの<: 11.1手口 を}t!. wすための桝逃上の処里I! がー! 日重姿となる 。大ス，、

ン総迭 では、ブJ の存ィ2がuイ本化 された 防法が、生l ! 築形態にノド質的な

ものとなり、構造体には美に対するＡ必党が求められる 。 装飾性のＷＮＧｾ

いあるいは絞却をな機能を要求される ill 築では、川造体に詣Lせられる

大きな制約が建築物の力感に与える; 拶特に| 刻し、 卜分に検討されな

ければならない。このような約況の中て¥設計 者が梢j立を理解し、

情造設計者が設計ーす? の意図する主主従を卜分に思併することがー! 日必

裂とされる 。桃泣が! 忠J UI(j 、機能 (I (jfl 問1mと融令し、人 Il¥J( I(j 魅力を持

った控築 をめざすことが旦II 必である 。



リ フ レ ッ シ ュ 提 案 指 針 の 作 成

内需拡大策のもとに新築ラ / / ュの状況にある

が、将来的には、建物のリフレ ッンュ市場が拡大

する傾向にあることに変わりはない 。 こうした背

景の中、今後のリフレ ッシュ工事には、現状復旧

型 、客先要求型の工事に力11 え、答先のニーズを先

取りした高付加価値の提案が求められるであろう 。

とくに設備而では、インテリジェント化 、環 境 改

善、安全性の向上、省エネ化苦手ノぐリエーションも

多〈、技術、縫案手法の 整備が求め られて いた 。

当社には現場担当者を中心に、地工技術委員会

が組織されており、私は設備系の分科会に加わっ

ている 。 日常の現場業務のあいまをぬって、社内

のニーズ、社会のニーズに答えるべく 、その分科

会でまとめた、リフレ y シュ提案指針 H の 、 とく

に私が重点的に担当した提案のi . f f i め7' j の流れと L

C C評価を中心lこ紹介する 。

リフレッシュ提案指針

工事入手パターンの多くは 、現場7 ンが受ける

容先の修理依頼からである 。 そのときにたとえば

「水漏れ」を直してくるだけでなく、ある一定の

レベルを持 って何か提案できるようにしようとい

うのが提案指針作成のねらいであった 。

指針の第 l 章では提案の進め方のフローを示し、

各段階での詳細説明をしている 。 とくに留意した

のは、現場マンが提案する際役立つヒントを要領

よくまとめることである 。 リフレ y シュの目 的 (リ

フレッンユの動機となり得る要素) として、①劣

化に対する機能回復、 ② 適 法化等の外的条件 、③

用途変更、 ④ 機 能向上、 ⑤J ' M用 資の低減、 ⑥ 居 住

環筏の改善を挙げ、おのおのの内容は例を加えて

説明し、提案の切り口を J斐しだせるよう ・にした 。

第 2 章では、こ の指針作成と併行して行われた

提案実例をまとめ、第 l i ; i での考え方の徹 底 を 計

るようにした 。 ｾ 3 : 1立の資料編では、社内外の資

料案内と各種提案婆紫資料をまとめている 。

L CC評 価

建 物 の L C C とは、その建物に要した企画、設

計、建設、運用、廃棄に| 却する総コストのことで、

ハ
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色
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町

制

倒
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倒

p" 現 在 価 値

S n 最 終 価 値

Q  : 現 街 1面 絡

n 計 画 年 数

e  :  f面絡変動係数

n年 t  計 算 利 率

図ー 1 現在価値算出概念図

たとえば、中j ;J U染者I1内賃貸ビ ル の40年試算: では建

設 費は約25% にすぎない 。 この値は今までの計鈴

例より小さい値となっているが、これは現在価値

換算や滅私自i 1J ' t剥lの考え方を導入しているか らであ

る。現 在filt i値換針胡概念を 図ー 1 に示す。

n 年後のfiHif告を現在価値に換算すれば、

一( l + e ) " ｾ ，ｾ＠
ア，-'- 寸; ; - . Q となる 。

( 1  + け"

また、事業主は竣工時に工事費を支払うが、会

計上て酔は償却資産となり、翌年から毎年その減価

償却分を支出として取り扱う 。 ここでは、ほとん

どの企業が採用しているという理由で、定率償却

という考えを使う 。

各種研究会等で発表され社会的地位も待つつあ

るこの手法を用いることにより 、初期の建築投資

( われわれの施工分 ) が より 小 さく評仰iでき、営

業的に有利な結J栄4柱Lを引き出せるのは魅カてで，ある 。

私はこの L C C評価法作成の グループにも 加わ

り、型論の検討や担当者レベル周マニュアルの作

成を飽当した 。以下に、理論式を紹介する 。

① 周期l現佃l係数 W p p ( 周期的に発生する金額の

現在価値を示す。修 繕 費 、 電 気 料 金 等 )

1  " 1  1  + ρ ¥m 

p =一二 一 . L  l  ｾ＠ I  .  Q =  Wp p  .  Q  

1  + e 二1 ¥ 1  +  i  J  

m サイクル年数( 何年ごと )

n サイクル回数( 何回)

② 定 率 評fiHi 係 数 Vdd ( 定率償却による評価額の

現在価値を 示す。工事費、更新費等)

( 1  - R ) 川 ー 1 Ｑ ｾ＠ ｾ， Ｈ ｬ ＭｒＩ 川
p =  ｾ＠ ，.{ ， '.:' ..¥n1  " . Q +一一一一ーコ . Q= V d d .Q  

ｮｾＱ＠ ( 1  + i ) ' 、1 +i )  

R 定率法似圭11率

η1  =，，2  ( 下 記 2 式の範囲内 )

ｮ ｬ ｾ 玉 ｊｕ ｉＱ柑 ｴ 周年数と故大償却年数 の うち小さい数 ＱＱ 在

ηＲｾ 五 ｬ ｦｊ ｬ 待耐用年数

この手法を用いて 、キ ューピクルの設置方法を

比較してみよ う 。 表一 Ｑ に Ｓｾ 長を示し、その条例二

て' の評{ 面l を図 - 2 に示す 。最 近 多 い 屋上 キューピ

クル笑をみると、メンテナンス費用がかかりまた

期待耐用年数も短いため、 15年以上経過すると政

表ー 1 キューピクル設置方法比較

延べ 4，000m'

第 i 業 第 2 ｾ長 第3楽

事務所ピ J レ

キューピ 71レ 一般型 F再生1 一般型

設置場所 地下 l 階 地下 1 階 屋上

設置面積 29 . 7m'  20. 1m・

5. 5mX5. 4m 2. 5m X8. 1m 5. 5m X 5.4rn 

評価上の特徴

期待耐周年数

- 盤矧 30年 30年 25年

コンデンサー 25年 25年 20年

維持保全

オイ Jレ交換 15年 不安 10年

安全性 1止い やや高い 延農の可能性小

側

同

m

n

n

 
18.α)() 

16 ，α)() 

14.α)() 

12.α)() 

10，α)() 

8，α) ( )  
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図 - 2 キューピクル設置が赴ヒ較( 性能阿面) 年

初 ι αm

干同

15，α)() 

10，αm 

5，α氾

- 5 ，α) ( )  

o  10 20 30 40  

図ー 3 キューピクル設置方i去比較( 付加価値評価) 年

も告11高となる 。 ここで 2 袋、 3 2長での省ス ペース

ｉ 釘 ｬｩｾ を念日 Ｑ として賃貸することを考えれば、 図Ｍ

3 のようになり、省スペースという付加仰1値 を 定

量的に把握することができる 。近年小型事務所ビ

ルにおいて、屋上設置f 9 11が多い理由であろう 。

L C C評価法は、 客 先の卒業収支にまで入り込

み、提案型の受注を創造するという、われわれの

活動の伎となるものである 。全事業収支を試$ ' ) : し、

全館のリフレ ンシュ工事を提案受注するケースも

増えており、成果が出はじめ ているが、現場担当

者レベルに提案指針、 L C C評価法を普及させて

いくのはこれからである 。最終的には、改修後の

データ( たとえばランニングコスト、賃貸料ア ッ

プ等の収益噌) を整理解析できるシステムを完成

させ、より正確な提案ができるようにしていきた

し、。

将来を考えれば、建物全体の y ステム作りを担

っているゼネコン設備技術者が、不動産、経営而

まで踏み込み企画提案力を身につける必要性があ

るだろう 。大量生産時代から多品種少量生産時代

へと変わりつつある現在、客先の数々の要求を手

作りしていく建設業で、客先と; 夜J核な位置にある

有利性を生かした、現場7 ンによる組織的な動き、

ソフトカがクローズア y プされることに間逃いな

い。 もちろん、設計、施工岡簡にわたる建築、設

備の技術力が基本的に必要なことは言うまでもな

いがい 。今回このような社内活動に参加し、社内

調 整 や一 つ一つを具体化していく苦労を体験でき

たわけだが、これからますます、われわれ背年技

術者が、実務技術にとどまることなく、戦略的な

業務に参加していく必要性がでてくるのだろう 。
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後 藤 康 すいせんの二と l工 事酋崎正也 青年技術者のことば 私はここに、青年技術者 として選巧していた

生年 JJ 日 11(": 相 34年3 月28 日 入社以来、設備技術者として現場 だいたわけだが、その技術、というものはわれわれセ' ネコン設備i現

枇終学歴 l昭和56年大阪大学工学部建築 の第一線で官、欲的にr .'illl している 場マンにと って、い ったいどういうものなのだろうか。

工学何卒業 後誠君を推l鰐する 。 少なくとも屯気・ l$i 生 - EE調運搬機械についての計画 ・施工の匁l

業 睦 昭 和56年大成建設本社入社、

彼は、Ｇ，ｾＺ［にｾＨと改革精神を持 っ て 識を修得せねば始まらないと考えた 。つぎに、ゼネコンなんだから

本社設計部を経て、昭和57年

現場業務や社内活動に取り組み、 建築を知1') 、各法規に精通し、現場をま とめる力が必要なんだとも
見! ，j>: 支庖建築部設備室配属

工 事 脱 新 宿 国 際 ピ J レ( 東京ヒルト ン

ホテル)

安田芝浦ピル

安回大井搾頭倉庫

佐賀一丁目共同ビル

職場1'1'1111から信頼されている 。今 与えた 。そのうち、地主 ・設計者 ・官庁等すべてにおいて、その入

園の成栄むその中のーって¥今後 間関係を柿築していく力というものの重要性を感じ出し、また、た

の成長が大いに期待される背年技 ｴｾ 良い物を作るだけでな く 、経済性を追求する力も技術力だと思 う

術宇; である 。 ょうにな った。 もちろん、企画カ・提案カという力が、今までの施

工を il' j { じする技術より m望書にな ってくるのだと思う 。そうなると経

済センス ・不動産の9 . il 織・話学力等の技術があ った方がいい。

何一つl尚j止な技術があ るわけでないが、今、だから、背年技術者な

のかなと思う 。



ペーパークリスタルシステム (v.c.s. ) 実用化のための実験と考察

ＲＴ 時間、いつでも ・ 誰でも ・ 好きなように ｾｾｉｾｪ

ができ、 O A機骨量等の局音11発熱にも快適な空間を

得 る た め に 、 現 代 の 空 調 y ステムは ? J レチエアコ

ン方式が主流になって いる 。 また、 ? J レチは水を

用 い て い な い の で 配 管 寿 命 の 心 配 が な く 、 機 械室

・ンャフトの必要スペースも 小 さくて済むなど、

メリ ッ トも大きい 。 ところが、 7 ルチエアコンに

も 欠 点 が な い わ け で は な い 。 機税容量を ゾーンご

との空調ピーク負荷に合わせて選ぶため、 トータ

ルでーの電気設備容量が大きくな ってしまうこと、

電 力 平 準 化 と い う 社 会 ニ ー ズ に 対 し 、 帯 熱 が で き

ないことである 。 そ こ で 「 蓄 熱j の利用のできる

? ル チ エ ア コ ン を 考 え る と 、 「圧縮機を持たず 、

冷 媒 を 重 力 で 自 然 に 循 環 さ せ る 装 置 」 が 生 ま れ た 。

それがV .C .S .で あ り 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト は 従 来 の

約半分とな っている 。

V.C.S .の原理

本システムは 、冷 媒 ( R22) を作 動 媒 体 と し 、 上

側に J延期h音11分 、 下 m'J に 蒸 発 部 分 を 持 ち 、 液 体lH1Jの

配管: と気体制IJ の 配 管 を 分 け て 、 ル ー プ 状 に 接 続 し

たデュアルヒートノ マイ プ で あ る( 図 ー 1 、2 )， I延納

音11分でガスを凝紛液イ七させ、配管を落ちた液が蒸

発苦11分 で ガ ス 化 し て 、 液 と カ ス の 比 重 iii 差 で 自 然

に循環する 。冷房のループでは、冷房用ィ延納骨誌が

凝縮部で、冷房コイ j レが蒸発部、 l暖房のループで

は、暖房コイルが凝縮音11で 、 暖 房 用 蒸 発 総 が ぶ 発

音11 となる 。

事
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図 - 2  V .C. S 実用化に伴う確認ポイント

テ ス ト プ ラ ン ト に よ る 確 認 実 験 仙 台 定 禅 寺 ビ ル に お け る V. C.S .の 実 施

V .C .S .は世界で初j の 試 み で あ る た め 、 そ の 実 現 V .C .S. の 笑 施 第 一 号 は 、 仙 台 定 禅 寺 ビ ル で あ る 。

に は 、 基 礎 理 論 を 一 つ ひ と つ 検 証 す る 必 要 が あ っ テストプラントでの実験開始から 4 ヵ 月 後 、 熱 源

た。 テストプラントは、当社の建物の機械室と パ であるクリスタルリキ y ドアイスシステムの試運

イプシャフトを利用して配信・を行い、高さ約50m、 転、そして、 V .C .S の 試 運 転 を 行 った 。小 さ な 笑

横 引 き約20mを持つ、実用スケールの配管長にし 験プラントと全〈同じ動作でシステムは安定し、

た。一 つ の 凝 縮 総 お よ びJ再発総に 6 台の室内ユニ 快 適 な 四 包 式 空 調 が そ こ に 実 現 し て い た 。

ッ トを組み合わせたテストプラントで、 V .C .S .の

動作を舷認するためには、圧力分. f ! J や 温 度 分 布 を

正しく精密に計 ililJ す る こ と が 最 も 重 要 で あ る と 巧

え、約 100 凸. のセンサーはすべて基準温度目十 . J左

準 圧 力 計 に よ る 校 正 を 行 った。

実 験 に よ っ て 確 立 し た ノ ウ ハ ウ は 、 す で に 施 工

中の 仙 台 定 禅寺= ビルへと展開した 。 ここで得た V .

C .S の 最 大 の 特 長 は 、 冷 媒 が シ ス テ ム の 流 量 パ ラ

CLl S- HR よワンスを自己制御すること で あ り 、 室内ユニ ッ トの

iZ) 負 荷 に 応 じ て 必 要 な だ け の 冷l泉 州Lれ 、 快 適 空 調

，且71<

( 還) の 実 現 が 容 易 な こ と で あ る 。

図 - 1

ベ - .... ¥ー・クリスタル・

システムの原理

仙台定禅寺ピル

主I l 築地 1111 台市

綾 二c : '1'成 J i': lp 2  !I 

階 数 地 下 2 階

地上12附

I苔屋 1 ｾ腎

ffij 付'( : ill 築 1.151. 42m

延床 13. 932. 57m'

用 途 : 事務所

楠 本 望
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生年月日 H{{ft I33年 i 月26 日

i t>: 終学歴 大阪工業大. ' { 機械[ : ' { : f 十卒業

.'t 脹 II({ 制155i平4 J l 竹' 1' 工務18入社

梅 IJII阪急* : i i 会fifif 乍業所 ( ナ

ビオ阪急) を総て、大阪本山

設計百 Ｑ ， ぷ ｬｾ ｩｊ古 ＱＱ に円 ｣ｫ ｊｬ

II{{ 利61!1三4 I  J 新新熱プロジェ

クト抗I : il 主宅

38 

すいせんのニとぱ 佐 々 木 義 隆 青年技術者の こと (;f 私が入社したころ、空調は教科内にあ ったよ

テe ュアノレヒートハイプの服組を件l

いた V. C. S の附発と、その実月l

fヒにあた って、耳E論と y ステムの

接合性の検 ￰ｩｅ がｉｦＡｾな諜題とされ

た 。 ｍｩ 本君はこのＡ日 ｬ 発の災 ｾￎｅ 実験

をJ且当し、持ち Ijij の粘り強さでJ i ! .

4j1-(こ JUI 待に応 えてくれた 。

彼こそ何年技術宇; の校純であり、

ここに惟 Il' j した L 、。

うに冷 iJ l i 機やボイラ一、そして吸収式冷凍機を組み合わせたシステ

ムが主流であ った。その後、オフィスオートメーンヨンのi 1 主む時代

の要求から、 24時間いつでも使える、より快適な空. ; 11，1を求めて、 7

J レチエアコンへと、システムの主流が変化していった 。

建築設1fliil 立、その H寺代' ，'¥'3;( に令わせて、常に最適な方式が波数存イ!

している 。現代におい ても電力採給の合理化とランニングコストの

見地から、夜 11¥1'il IJ) による新熱方式が見直されており、これは ? J レ

チエアコ ンの .f l]. ，:り とは 1;1日立が鄭しい。ここに述べた V .C. S はその l向

立を笑現した技術 中命 であるが、技術には終わりはなく、 11与代に応

じた良い )J 法が今後い I'，J. I I . するものである 。

今回の絞験を生かし、今後も、 '1日に l時代 をリードする技術者の一以

として努力していきたい。



熱 源 機 械 室 に お け る 配 管 ユ ニ ッ ト 工 法 - 空 調 設 備

工 事 の 工 業 化 へ の 道 一

近年、施工管理において、大きな問題が発生し ポンプ周辺や、機総周辺の菅築した部分の配管を

てきた 。 その問題とは、熟練作業J : l の老紛化と、 工場で加工し、さらに配管を取り付ける鏑材、機

若手作業只の就業率低下による慢性的な入手不足 器と組み合わせて、 一つの装置ユニ y トとして組

である 。 そしてそれに起因する各制作業工JUI の不 み立てる 。現場ではそのユニ ッ トを搬入、据え付

確実性、 品質およひ‘ 安全意識の低下である 。 そこ

で、入社以来 、空調設備工事の現場施工管理を但

当してきた夜、が、こ の問題 を少しでも解決するた

めに、 r O B  P キャ y スルタワー j で取り組んだ

「熱源機械室配管ユニ ッ ト工法」について述べる

ことにする 。

OB Pキャ ッスJ レタワー

O B P キャ ッスルタワーのEE剥設備工事のうち、

配管工事は以下の特徴を持っている 。

(1)配管系統が非常に多い。

(2) 地下 3 階より 38階までの一括送水システムのた

め、配管系は耐圧20kg/ c町・仕様て' ある 。

(3) 大型熱源機械室が、 地下 3 階と 51渚にある 。

(4) 異例ともいえる短工期である 。

熱源室配管工事においては、複雑で高密度な配

管に対応するため、施工計画段階から抜本的な検

討が必要となっ、本配管工事の特徴をふまえて、

私がリーダーとなり、工事の合理化、省力化、品

質向上についての計画 ・検討を行 った。

問題点を抽出・検討 ・獲淫した結来、- J i 立も品質

が要求される部分、つまりポンプ廻りをユニ ッ ト

化することが、工期短縮、現場作業訟の減少、品

質の ｍｾ 保につながると確信した 。

熱源機械室配管ユニ ッ ト工法

熱源機械室配管ユニ y ト工法とは、熱源室内の

け、ユニ y トj: ¥1 を桜統するだけで工事が完了する

工法である 。

ユニット工法実施計画

A .  t也下 3 階熱源機械室において、ポンプ廻り 150

m'のエリアをユニ γ ト化した 。

分割数 Ｚ ポンプユニ ッ ト Ｙｾ 左、グレーチングユニ

y ト12基 計21分割 ( 図 参照 )

B .  5 階熱源、機械室において、ポンプ廻 り53，げの

エリアをユニ y ト化した 。

分害11数 : ポンプユニ ッ トH 主 言十 4 分害11

ユニ y ト工法の実施計画に当たり 、とくに問題

とした点および対策について記述する 。

(1) ポンプ、配管脈動による振動防止

対策 : ポンプユニ γ 卜昔11を独立させ、その鋼材メ

ンバーを補強した 。配管脈動による振動は、配管

防振支持を採用

(2) 熱源室床仕上がり粉度確保

対策 : ユニ y ト架台でのレベル調整方法の考案

(3) 品質向上 ( とくに浴按古11)

対策・詳しい施工要領出の作成。 ユニ y ト製作を

大手造船会社配管加工部門に依頼、最新の配管加

工機器、施設の使用および優秀な溶接工を確保

(4) 工場加工中の品質確認

対 策 : 製作中間11寺における工場立ち会い検査によ

るチェ ック。製作完 i l 去、工場内仮組み立てによ

るユニ ッ ト全体仕上がり桁! 支チェ y ク

配管ユニ ッ ト鍍入時風景

(5)ユニ y ト織入

対策 : j般入施工要領書作成。工場内仮防護チェ ッ

ク ( 仮補強の検討)

上記問題点すべてに対策を行 った上、関係者で

製作、品質、コスト、検査、綴入、現場受入商で

の打ち合わせを何度も行い 、無事施工完了した 。

ユニット工法採用の効果

(1)現場入場者数を大幅に減少できた 。

ＨＲＩ 入場者数減に伴い 、安全面 、 施工管型国で非Ｇ， Ｚ Ｍ ｩｾ Ｎ

に到J採があ った。

(3) 工場加工品なので、品質が非常に良か った。

(4) 工 事の ピークカ ッ トにつながった 。

熱源機械室ユニット工法の技術確立

および水平展開

今回地工したユニ ッ ト工法については、リーダ

ーの私以下、関係者全員が初めて の経験だ ったの

で、計画段階から施工完了 までの問、試行錯誤の

繰り返しで、かなり- n 重な時間を Y: ' i やしてしま っ

たが、その日記採は、当初の目的をすべて満足させ

てくれた 。

今後は、私はこの工法の技術を完全に確立し、

少しでも社会に貢献していきたい 。

地下 3階熱源機械室ユニ ッ ト分割図
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生年月日 昭和J 28年7 月30日

最終学! f f l 昭和49年大阪府立工業高等専

門学校卒業

業 服 昭 和49年間砂熱学工業(仰入社

大阪支J市技術部に配属

主な工事歴 ' 1' 西町庁舎

裏千家セ ン ター ビJ レ

松下 l1U '苦l)rfl1l i It 山工場 2 Jtl I  

，;((，11治西専門的

南海不動産堺東ビ ル

京 都 J レ才、 サ ンス ビル

OB P キベ・ ッスJ レタワー

すいせんの ニとぱ 月岡 昌人

空i' J !J 設備の技術者として、業界が

直面している労務不足問題に対し、

一つの解決策を試みた 。幾多の障

害があ ったが、 fCl 極栄: 敢に挑戦し、

成果; を上げ、将米の方向性を示し

た。その↑ ! ? 熱とチ ャレンジキJi 布jJは

高〈評価 できるも のである 。

青年技術者のニとぱ l泣近の空調設備の機器類 自動制御 rl' 央野L

4見等は、ハイテクを駆使し、著しい向上を遂げている 。 しかし怨築

現場内の空調工事としては、使用工具類は進歩したものの、いまだ

に作業員への依存度が高い。 したがって作業員が不足する今日にお

いて、近年の主l ! 築設備の特徴て'ある、大型化 ・複雑多様化. ' f f l 工mJ

化と、社会的ニーズである品質および安全性の向上に対応する技術

開発と技術硲立をする のが、建築設備技術者の大きな課題であり、

使命である 。そのために、建築設備技術者として、心がけ ていきた

い こ とがある 。 それは、何 百 ｉｾ に対しても、問題 ｦｦ 識を持ち、そ の ｬ 問

題に積極的に取り組むチ ャレンジ精神と、幾多の伎術に対して自1m

と工夫を重ねる努力をすることである 。

これからも向上心を忘れず、社会的ニーズに答えられる総合技術力

と、何事に対しても思いやりを持 った建築設備技術者を目桁したい。



物 流 倉 庫 の 施 工 管 理 に 対 す る 取 り 組 み

物流倉庫の地工には、 一般につぎの問題がある 。

(1)階高が高〈、施工要性易度が高い 。

(2) 物量 ・コストとも 身! 重体工事の比重が大きく、施

工計画の重要度がき わ めて高い 。

(3) アンボンドスラブ等の通常の建築物にはあまり

使われない構法が多く、技術? の警績も必ずしも十

分とは言えない。

(4 )短工l t J lのも のが 多い 。

(5) ニーズの 多様化により、倉庫といえども形状が

復雑化する{ 頃向がある 。

私が入社して 3 - 5 年自 の 3 年間に施工した 3

つの物流倉庫を通じ、前述の問題を解決してい っ

た過程を述べる 。

ニチレイ梅町工場

一 アンボンドスラブの施工観里とその改善=

アンボンドスラプ桃 造による冷凍冷蔵倉庫てーあ

るこ の建物は、比較的新しいこ の工法に対し、

(1)設計者の工法に 対 す る 認 識がまだ浅いため、配

線が納まらないことカ f 多い 。

(2) 施工は従来、アンボンド専門業者がスラブ下旬j

配筋完了後に配線作業を行うため、大工 ・鉄筋工

は 、そ の間仕事が止まり 、労務の平準化がしにく

く、工程的ロスを生じやすい 。

これ らの問題に、私はつ ぎのように 対処した 。

(1)設計図書の検討の結果、

a ) 適切なライズがとれるよう、 P C配線変更笑

の作成

b ) 防熱層 外壁スノマンクリート取り合い苦11での

定着総廻りのディティールの考案、ほか

(2)施工に関しては、主として、

a  ) 従来の躯体験( 大 工 ・鉄筋工等) での施工を 行

うための施工要領蓄を練り上げ、こ の教育を笑施

b ) 識別しやすく転イ到しにくいスペーサーの考案

これらの笑施により、つぎの成果が得られた 。

(1)工程的 ・労務的ロスが解消され、床面日筋・ P C

ケープール配線工程を 3 日締めて 、l フロア階高6 .1

m .  16001げの躯体 を 実 働 14 日のサイクル工程で施

工できた 。

(2) 大工 ・鉄筋工らが 、 自分達て" 作 ったアンボンド

スラブを大切にしたため、コンクリー卜打設完了

まで、 P Cケーブルの直線性やライ ズが保たれ、

高品質な躯体とな った 。

(3) コスト的には、専 門業者施工に比べ、大幅なコ

ストダウンとな った。

(4) 施 工体制がさ らに 充笑し、 全社的に水平展開し

fこ。

ジオン商事安治川配送センター

= 場所打ち R C ドームの施工とその改善一

安治川ウォーターフロント l井l発のンンボルとし

て雑誌 『新建築j ほかにも紹介されているこの倉

庫では、複雑な形状の建物の施工を要求された 。

なかでも、放上階に位置する場所打ち R C ド ム

( 高さ 13 .25 111 ・スパン 17 .50111 ・長さ 23 70m ) は、

その規模からも、施工例が柿なため、この分野で

の技術の諮績は十分とは 言 えなか った。 そこで、

(1)偏断面ド ームに 適応できる型枠支保工解析 プロ

グラムを 開発し、ムダのない支保工計画を笑施し

た。

(2) ドーム支保工の変位計 ifli J管理[ ! およびポンプ車 2

台打ちによる荷重バラ ンスを考 慮したコ ンクリー

ト打設工法を実施した 。

その結巣 、精度の良い躯体を無事故で完成した 。

日新運輸大阪物流センター

= 合理化・省力化への展開一

前述した 2f牛の物流倉庫を通して、アンポンド

スラブの技術的諸問題や、階高がjfij < 複雑な形状

の躯休施工に 1半う安全性の確保なとを解決した 。

つぎの 3 件 目は、 斜め屋般を持つ倉庫の施工で

あった。 この頃 、大阪でも大工 ・鉄筋工等の労務

不足が深刻化 していた 。 その状況のなか 4 階 建 ・

延べ床面積 11 ，6961げの倉庫 lこ9 カ月という 短工期l

での施工を求められた 。 この問題を合理化 ・省力

化 で対処すべ〈設計図干!r を再検討し 、つぎの計画

を立祭 実施した 。 日新運輸大阪物流セン夕 刊 刻印日立与枕噸蝋セノタ

(1)階 高6 . 501 の外壁および勾配60・の屋校配筋の工 ィールの見直 しを行った 。

場製作。鉄筋径を自立できる径に変更し、組立順 (6) 躯体験によるアンボンドスラフ' の施工により、

序を考慮した出荷方法の実施により、高能率 ( 現 高品質 ・短工WI ・低コ ストの確保

場手組みの 3 2 倍 ) ・高品質 ・安全性の向上の碓 (7)当社開発の左官ロボ ッ トの活用により、左官工

保 の少 人数化を図 った。

(2) 柱筋 のI也組みによる無足場化 これらの手法の展開により、 l フ ロア、当初予

(3) 外壁の大 パネル工法の笑施 定32 日を笑働21 日で施工 し、杭打設~外椛工事ま

(4) 床配筋の設計変更 で 9 カ月で事故なく完了させた 。 しかも 、コ スト

a ) 鉄筋径 3 純類→ 2 桶 類 比重 の大きい精進体 を改善した ことにより、コ ス

b ) 継手数の最少化 卜の改善にも大きく寄与できた 。

c ) 床端部のアンカー以外、工場搬入材を加l工な

しで組み立て可能とした 。 結 び 3 つの施工例を通じ、冒頭で述べた諸 問

これらにより、 1. 5t / 人 ・自の組み立て笑納 題に対し、共通の解決策を得たと考える 。すなわ

(5)アンポンドスラプの計画では、全国に先駆けて、 ち、施工比I f l . の大きい構造体の特性を分析し、合

2 本のケーブルを定着できる W キャステインク を ｬｩｬｬ ｬ Ｎￋ ｉｾｊ 施工方法を立案 ・ 実施することによ り 、物流

採用し 、定着総周辺の配線の広がりを jf [Jえ 、取り 1 i 庫でも、一般の建物と問機に良い物が安全に 、

合うコア廻 りの配管を納めたほか 、数 々のティテ 早〈 、安 〈施工 で きるものと巧える 。
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西 ↑ 専 康

生年 J J  FI 11円相34年11 月19R

最終学 Ｘｾ 昭 和59年率rij j工業大学大学院

工学研究科修了

ヰ世 歴 昭 和59年治水主I ! 設入社

:!I'; ! 毘藤41本社ピ j レ

藤相13¥ミ有情7 ンンヨノ

ニチレイ 悔町工場

ジオン ｾ ｬ ｪ Ｇ ｊ［［ 安治 ｉＱ Ｑ 自己 ｩ 量センター

目立物流大阪物流セ ンタ一事

務所

日新運輸大阪物流セ ノタ- : ( t

hj I隙お よびギ務所隙

{町村 }内本田I 住友生命大凶 ピノレ
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すいせんのことば 吉 田 滋

物流倉庫建設工十. '1' ; にあたり、l 1! i 君

は従米のやり方をすべて 見直し、

定活金物の改普、自己線作業法の改

智子、自己筋 の合理! 化、工業化工法の

f正月3、業者の教育、 と納部に至る

改善を次勾と fi 'tみ重ね、 立派な成

よR を 七げた 。

これら技術力、行動力、熱意のあ

る立派な背年技術者として械騰す

る。

青年技術者のことば 物if，t:lT五ドの施工位里[ ! を 一つの ケースス タデ ィ

ーとして 、私は地工比重の大き い柿造体の特性を分析することによ

り、合型的施工方法の立案 ・笑胎iすることを学ぶことができた 。物

ｩｦｩ ，し ｾｊＯｉ Ｑ￮に限らず 、建 築 物 を築き 上 げることにおい て 、私 はつぎのこ

とが施工官四! 技術者ーとしてm裂な戦務ではないかと巧一える 。

1  ) 地主ニ ズ ・ 設計コンセプ卜とい っ た、まだ現実の ｊｦ ｾ に主 って

いないも のを ｉｾｊ ｛ｩ ｲ ｦＮ に顕花イじする 。

2  Ｉ 建築物の意匠 Ｈｉｾｪ 精進的 ・機能的あるいは社会的特性の分析 。

3  ) そ れを、工JYI ・コスト ・立地条件あるいは労務状況とい った笑

際の施工条件に対し、合型的かつ具体的な解決策を立案し、活i . . : 全に

JJ I . ' ol 三の姿として築 き上げる 。

!よs屯な訪問題の，t，から介耳1U! (j 現実的解決策 を生みだすには雌し い

ことが多い。私は、そうい った問題を一つひとつ解決し 、ニーズを

尖JJ I . させることを通じて、相会に貢献したい。



超高層R C造における高強度コンクリートの品質管理

西日本で初めての地上31階建て超高層 R C 造の した 。

集合住宅、高見フローラルタウ ン七番街15号棟の 強度管理については、必単階において 7 回の試
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' 荷卸し時スランプ

建設工事に採用した高強度コ ンク リート の品質管

理について、新しい手法も交えて紹介する 。

コンクリート工事の概要

コンクリートの設計基準強度 I H20- 240kgf /ω

であり、すべて普通コンクリートである 。調合に

際し、高耐久性を雌保するため単位水訟を 175kg/ 耐

とし、ベースコンクリートには高性能減水剤、 A

Ei 成水斉IJ を使用しスランプを 12cIII 、さらに施工性

を確保するため現場にて流動化斉IJ を添加l してスラ

ンプを 18cIII とした 。

打設については、コンクリートの品質を確保す

るために 、すべてタワークレー ンによるパケ ッ ト

打訟で、垂直水平分割l打設工法 を採用した 。

各調合については、水セメント比40- 52% の範

囲て¥試験室練りおよび実機による試験練りを笑

施し、その結果をもとに決定した 。

コンクリートの品質管理

高強度コ ン クリートにおいては、通常 Ｕｾｕ 支のコ

ンクリートに 比べ、より厳しい管理基準 を設け 、

工程全般にわたり i日¥' f { 試験を笑施した 。 また 、現

場内には品質管理! 試験室を設け、 100t 耐! 圧試験機

を据え付けるなどして、強度管理のほか、各種試

験を実施した 。

設計基準強度420 ・390kgf/clll' の コンク リートに

ついては、とくに検査頻度を高くして品質の安定

に努めた 。一例をあげると、スランプ試験は生コ

ン車全車、空気量試験は 5 台に l 回の割合で実施
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験結果にて判定を行 った。 したが って今回の工事

全体で強度確認に袈した供試体本数はおおむね、

7000本にも及んだ。

細骨材の表面水率の管理

コンクリートは製造段階でほぼその品質が決ま

ってしまう 。製造時の品質管理、その中でもとり

わけ コ ンクリートの ｩｴｾ 練水訟の管理はとくに重要

で、その培' 減はコ ンクリートの品質に大きな Ji 診響

を与える 。この原因となるのは、骨材の表面水の

変動であり、その変動を正硲に捉え、それに対す

る調合補正を適切に行う必要がある 。

そこで当工事ては一つの試みとして、新型の赤

外線水分計を生コ ン工場に設世して、表面水を illlJ

定管理することとした 。赤外線水分計は 、検出器、

変換器および記録計ーから構成されており 、検出器

は、赤外線を淑IJ 定対象物に投光し、その反射エネ

ルギ に対応した信号を出力するも ので、変換器

は、検出総からの出力値を泌$ ' ) : 処理し、表面水率

値としてデジタル表示するものである 。

今回の試みてがは、プラ ン トの納|骨材貯蔵ビン下

部に検出昔話を取り付け、カ ッターゲートの開聞に

よ り、その先端に取り付けた受け 11 1 l に残る試料を

l パ y チごとに illiJ 定し、次パ ッチの表面水率とし

て変換器に表示させ、これをもとに計量! 時の表面

水率補正の設定値を適宜調轄する方法とした 。 こ

の測定に要するｾ寺院 ｩｊ はが ｊＱＰ 秒て ー ある 。

図ー 1 は、生コ ン工場におけるある l 日を対象

に、コンクリート製造時の表面水率と荷卸し l時の

。プラン卜設定値

11 時刻 12 ( 時) 13 14 15 16 

図ー 1 表面水率と荷卸 し時スランプの関係

Z  甲車:

I! 

:1/ 

-
.  
、

.  

写真一 1 パケッ トによるコンクリート 打言鋭犬況

スランプの関係を示したものである 。上段は、赤

外線水分計による表面水率の illiJ 定値を示している

が、日内て'2 .7- 6. 5% の範聞でかなり の変動が見

られる 。下段は、同条件で製造されたコ ンクリー

トの荷卸し時のスランプ値を示しており、表而水

E容の変動に対する適切な事ili 正により、 スランプ値

は許容範囲 内に収ま っている 。

コンクリートの品質管理結果

① フレ ッシュコンクリートの品質管理結果

スランプおよび空気量は両者とも 出荷11寺か らの

ロスが大きく、その調整には苦労を要したが、い

ずれも許容範囲を満足することができ た。

②圧縮強度管理結果

レデーミクストコンクリ ー トおよび椛造体コ ン

クリートの強度管理結果とも、判定基準値をすべ

て満足することができた 。管一理結果の変動係数は、

レデーミクストコンクリートで 2. 5- 4 7%( 平均値

3. 7%) 、椛造体コンクリートで3.7- 6. 3% ( 平均

値4. 7%) と、いずれも小さく、工事全般にわたり

安定した品質を確保することができた 。

17 

おわりに 当工事で採用した赤外線水分計によ

る表面水の管理手法は、まだまだ改善すべき点も

あるが、コンクリー卜の品質管理!の原点に立った

有効な手法であると考えている 。

今後、建物の高層化に伴い、コ ンク リートも高

強度化 していくものと思われる 。 このような状況

の中で、より品質の安定した高強度コンク リート

を確保するためには 、そ の特性を捉えた適切な品

質管理がますます重要になるであ ろう。
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児 玉 伸 明

生年月日 昭和31年 11 )j 19日

学 肢 昭 和55年記HI・大学工学部建設

工学科友f:業

経 歴 l昭和55年鴻池車Il に入社

対抗打ｌｩ刻 ＧＩＱ Ｎ給公 社南 ｲ ｾ 分譲 ￤ 毛

社会 保険神戸 中央病院

三I品村昔話工 業

ほかの作業所勤務の後.

大阪本応怨築技術部計画課、

本社技術研究所を経て、昭和

62年 9 }'I住宅・郎市終備公団高

見フローラ J レタウン 7 番街CJ 也区

l . Il 設工事工; J l c主任{ コン7' }ート

主任技士)

すいせんのニと( ; 1. ' 星野↑ 尊彦 青年技術者のニとぱ 建設ブームに乗 って、建設業界は活況を呈し

児玉君は、高見 フローラル タウ ン ているが、長期的に見ると 、技能労働者の高給化と慢性的不足、さ

15号棟において、持ち前の熱意で らに古車工管理者の不足は、業界の械造的な| 問題 とな ってきている 。

関西初の超高府 R Ci 主の同僚皮コ このような環境の中、施工蘭においては合連化 省力化が進んでき

ンクリートの品質管硯をいろ いろ ており、従来の労務集約体質を革新すべ〈、新技術や新工法が開発

の新しい手法でやり遂げた 。より されつつあり、一昔11の作業においては、主主訟ロポ y 卜のまま場に歪っ

高強度化し、安定した品質のコ ン ている 。

クリートの施工を要求される時代 これからの建築技術者に求められるのは、これら純々多械な新技術

にあ って、今後の前似が大いに JYl を線用し、それに振り回されることなくうまく使いこなしていく能

待される 。 力ではないかと思われる 。

今後も建築技術者として、固定観念にと らわれるこ とな く、' ;;:;に玖

の中を柔軟にして、何事にも食欲に取り組み、新しい技術にチ ャレ

ンジしていき たいと思 う。



既存地下構造物解体を伴う大深度地下工事の施工計画

市街地における建設工事は、都市の再開発 ・建

物の老朽化 ・建物用途の変化等に 1半い、既存建物

を解体し、建て替える事例が増えている 。

大阪駅前に建つ第一生命ビル新築工事は、過去

に'I'>WIJ がほとんど見られない既存地下 3 階を解体

し、新たに地下 5 階に建て 替える工事であり 、建

築主ニーズ ・周辺環境状況から 、短工期で安全硲

笑な施工計画が要求され た。

地下工事基本施工計画

本建物の地下部分における特性を示す。( 図 1 )  

A  既存解体建物

( 1) 昭和28年に竣工した潜函工法採用建物てある。

(2) 締造 ・規模は、 S R C 造 ・地下 311皆で耐圧盤下

が G L ー12 m、潜函体刃先が G L - 13 .8 mと深い 。

(3) ペデスタル杭および R C杭が合計 962 本あ り、

先端は G L  - 27  .Orn と推定される 。

B  新築建物

( 1) 精進 ・規模は、 S ' R C ' S R C造 ・地下 5 階

で、基礎底は G L - 2 2 .0rn 、山止め用連続J也下墜

は、本設の地下外壁および杭を兼用する 。

(2)地上の構造架構形式が、メガ柱およびメガトラ

スよりなるメガストラクチュアであり、メガ柱下

部には大耐力を確保することが可能な述続地下墜

を支持杭として設けている 。

111 1 吉1本lビ j レ芹匝豆E l

Lι 斗 . 一一一ト一二一一七一一一 l

1)・ーー・ ｾ＠

(3) 大口径の場所打ち拡底4えがある 。

(4) 第一天満層 ( G L - 2 7 m以深 ) の被圧地下水位

が、 G L - 4 r n と高〈、天満層以浅は軟弱地然で

ある 。

以上の条科ーから、地下工事法本施工計画を、っ

さのようにまとめた 。

( 1 ) 地下施工法一短工期( 工JUl 率70%) でかつ軟弱

地 盤における大深度侃内IJ工 事であることから、当

社として実績のある逆打工法を採用し、地上 ・地

下完全ラ y プ工事とする 。

既存地下構造体の解体については新築工事と併行

して行うこととし、一部精進体は山止め支保工と

して利用する 。

(2) 既 存 杭 撤去 工 事 述統地下壁 ・場所約ち杭に干

渉する既存杭撤去工事については、既存杭配置さ手

不明石在であるため、ロ ックオーガ使用による破砕

工法とする 。

(3) 述 続地 下 壁工 事 山止め用述絞地下壁は、第一

天 iji: iJ 音の逃水を主目的とし、 G L - 3 8 mまて十位築

する 。 また既存椛造体が敷地い っぱいに建てられ

ているため、既存外壁内1 I I IJ への施工とする 。地 工

機種としては、既存杭の破砕 7J ラ ・鉄筋くずを答

易に除去できるパケ ッ ト工法とする 。

(4) i l ! i 壁用ガイド壁一述壁地下壁工事に| 努し、i & 圧

地下水伎が高いため、既存地下部ヘガイド壁が必

既存地下外壁A- l

新築連続地下壁8- 1

(t = 700)  

場所打ち拡底抗日- 3

L. 敷地J寛界線

要となる 。 カイド援は、組立 ・解体の施工性、工

期短縮、解体時の連続壁への影響を考慮し、工場

加工の鋼製ガイドユニ ッ トと銅製切梁の組み合わ

せで構築する 。( 図 2 )  

(5) 作業床 ロ y クオーガ ・連続地下壁 ・場所打ち

杭 ・新築地下躯体工事用の作業床は、施工機械の

重量に対する安全性、杭工事の施工性等を考r . I J i ' し

て、既存 1 階床梁を撤去し、既存住を利用した鋼

製水平構台とする 。( 図 2 )  

実施結果

(1)既存 l 階床梁解体から述統地下壁 ・既存地下階

解体に至るまで、既存外壁 ・述統地下壁の変位計

iJIIJ を行ったが、ほとんど変位は見られなかった 。

(2) 連続地下段の垂直精度は平均 1 / 2 ，440 、場所打

ち杭は平均1 / 610 と高い粘 j立を雌保できたが、既

存状破砕のロ ックオ一方のお'1，.度に影響を受け、一

宮11目線fi 直を下回 った。

(3) 連壁用カ、イド壁および鋼製水平桃 台は、所JUl の

ねらいの安全性 ・施工性に対して優れた成果が得

られた 。

おわりに

大阪第一生命ピルの事例以後も、本工事に ｾｮ 似

した，建て替え工事が数多〈計画されている 。今 回

の j 1t 重な 経験 ・実縦をもとに開発、改善、標準化

を推進し、当社の保有技術のレベルア y プにつな

It ていきたい。

ガイ| 笠足元補強用コ "/ 7 リー卜

連壁周ガイド壁・銀製水平情台
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小 島 政 章 すいせんのこと 1;( 吉 永 深 青年技術者のことば 技術者としての業務の税制昧は、可能刊4 への

生年月日昭和29
i
F 9  I'J  27 日 怨設ニ ズが多的多織化する J}L化、 挑戦とよ.PYI. 化に 1(，1けての プロセスだと思います。

品t終字! 張 日目 fIJ 52年神戸大' 芋工学部，雄築 地工而においても、飾品bJ 立の目い、 1，' ; :近の主JH産物は、そのデザインの '1前新さ、 fl ¥1 l ! I 保怖の絞雑さととも

学科: f 業 復Ｇｩ￭ ｴ な工事が ｾｉ えている 。 大ｼ坂ｾ［ に、立地条1 ' 1二の厳しさによる施工維 l立の向きが持組として挙げられ

業 服 ｉｉｻＺｻ 和 ＵＲ 年竹中工務 ＱＱＱｾ 人相、
一生命ビノレの脇工計画において、 ます。たとえば、今回の大阪第一生命ビノレに凡られる既存地下解休

作業所 (神戸市立中央図川官Ii

f也) を位、昭和55年技術師究 主ｬ｜築主 ・ 関係各苦 ｉｉｾ と訓幣を図ＧＩ、 を ＱＱ ｾ う大深 ｬ 良地下工事、 ＱＱＱ あいの急傾斜地に建つ段状集合住宅、世

所、 i昭和57年より大阪本' ，Ii 技 共現化に向けて般極的に取り ffJl む 立地の軟止，) j 血絡に往つi 担問! 日建築等であります。

m1m i庄の業務姿勢は、目白な知識と椛 J}LイL の所属部持てすま、プロジ ェクトの実現化に対応する技術スタ ッ

主主I U. 当 ｛ 王 ｼ鉄戸ｉｩ駅前再開発 ｲ＾ｾ 駐 車主とともに、目玉〈評判11できる 。 フの一人として、建築主 ・設計者のニ ズを踏まえ、) J ; 本設計段階

大阪駅前渡辺ビル からそ の施工計阿 ・工法検討を行うことが主たる業務です。

干J i rリ パ サ イ ド ヴ ィラ

今後も、処築地工技術者として幅広い知識の高村! と能力向上に努め、

東洋不動産朝日ケ丘グリ ーン ハイ ツ

多様化する主llmニーズに少しでも応えられるよう、 liii に手に汗して

三菱U li! i大阪事務センタ ー

42 大阪第一生命ヒソレ 業務に l収リ制lんでいきたいと思います。



設計業務を支援するユーザ・インタフェースの開発

え て お き 、 ペ ン の 動 作 が 終 了 し た 時 点 で 行 う 。認

識図形は入力された軌跡のあとに、 52 き 換 え て 表

示する 。 システムの機能を 図 ー 1 に 、 シ ス テ ム の

利 用 状 況 を 図 ー 2 に 示 す。 こ の 動 作 に よ る 作 図 意

図の認識は、 ｾ ｉ ｴ でも納得でき、かつ、わか り やす

いものでなければ、設計者は入力動作に混乱し、

マ ニ ュ ア ル や メ ニ ュ ー な し に は 使 え な く な っ て し

ま う 恐 れ が あ る た め 、 肢 も H寺聞を費やした部分で

ある 。

建 築 設 計 分 野 で の コ ン ビ ュ ー タ は 、 構 造 設 計 分

野 に 利 用 さ れ た の が 最 初 で あ る 。 紅 白 身 も 機 造 設

計 担 当 者 と し て コ ン ビ ュ ー タ を 利 用 し 、 業 務 に だi

か し て き た が 、 プ ロ グ ラ ム を 使 う 上 で 種 々 の 使 い

に く さ を 痛 感 し た 。 そ の 後 、 プ ロ グ ラ ム を 開 発 す

る 立 場 と な り 、 構 造 設 計 や 建 築 設 計 分 野 に 携 わ っ

てきた 。 開 発 に は 常 に 、 自 分 が 痛 感 し た 「 使 い や

すさ J を 追 求 し 、 い か に 現 場 の 設 計 者 に 役 立 つ 道

具 を 作 る か と い う こ と を テ ー 7 として、種々のン

ス テ ム の 開 発 に あ た っ た 。 た と え ば 、 建 築 計 画 分

!tf' で は 、 人 工 知 能 技 術 と 最 新 の 電 子 機 器 で あ る 液

晶 表 示 装 置 を 使 い 、従来 の 手 拍 き 感 党 で 図 形 入 力

が で き る 「 手 悩 き 図 面 入 力 シ ス テ ム ( T - Boar d)  J  

の開発である。

ここでは 、 コンピュータを意識せず、 「使いや

す い j ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス を め ざ し た 「 手 川

き図間入力ンステム J に つ い て 紹 介 す る 。

手描き図面入力システム ( T- 8oar d)

コ ン ビ ュ ー タ へ の 図 形 入 力 は 従来、 C R T また

はタプレ y トのメ ニ ュ ー を 使 う か 、 コ マ ン ド を キ

ー イ ン し て 座 標 入 力 す る の が 一 般 的 で あ っ た 。 し

か し 、 こ れ ら の 入 力 方 法 は 設 計 者 自 身 が 定 規 と 鉛

筆て' 行っている製図作業とは異なったものであり、

r: "・
圃圃+

違 和 感 は 拭 え な い 。

本システムは、人工知能技付:r を 応 用 し 、 コ ン ビ

ュ タ へ の 入 力 を コ ン ビ ュ ー タ を 意 識 せ ず に 手 摘

さ 感 覚 で 行 え る シ ス テ ム で あ る 。 シ ス テ ム を 設 計

するにあたり、最も配慮したのは、「手描き感覚」

という点であった 。 システムの全体設計にあたり、

ハ ー ド 、 ソ フ ト の 両 面 か ら 要 件 を ま と め 、 仕 様 を

決 定 し た 。

(1  )1、ード面

手 拍 き 感 覚 と い う 面 か ら 、 従 来 の 紙 と 鉛 筆 と い

う形態と変わらない、鉛筆に イセわる 電 子 ペ ン と そ

の 軌 跡 を 認 識 で き 、 か つ 表 示 で き る 機能 を兼ね備

え た 装 誼 を 係 用 し た 。

(2)ソ フ ト 面

従 来 の C A D入 力 に あ った メ ニ ュ ー 、 キーボー

ド を 用 い な い と い う ポ リ ン ー の も と に 、 種 々 検 討

を行 っ た。 そ う し て 係 尉 し た の が 、 鉛 筆 の 動 作 か

ら そ の 作 図 意 図 を 推 論 す る と い う 、設計者のi . l i1J 作

に 近 い 方 法 で あ る 。

この 方 法 を 実現 す る た め に 、 知 識 ベー ス を 用 い

た 人 工 知 能 技 術 を 応 用 し た 。 総 を 引 き 、 そ れ が 直

線 ら し い 場 合 は 直 線 に 、 円 ま た は 円 弧 ら し い 場 合

は 円 ま た は 円 弧 に 認 識 す る こ と で あ る 。 こ れ ら の

認 識 は そ の 判 断 線 拠 を あ ら か じ め 知 識 ベ ー ス に 帯

推 論 機 構 、 知 識 ベー ス

手描き入力

諸 機 能

--
-・w

、.
図- 1 システムの犠能

図 - 2 システム利用状況
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生年月日 昭和28年 10月31日

機 能
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編
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⑦副{I 小
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方 法

フリーハンドでどうぞ ( グリ y

ド表示あり) 、接点が正規化さ

れる

こ う し て 開 発 し た 本 ンステムは 、コ ンピュータ

を意識せず、 ｾ ｴ 主でもが ｃａｄ を扱える方向を示せ

た と 思 っ て い る 。今後は、音11品 登 録 な ど 、 詳 細 な

機 能 の 追 加 を 考 え て い る 。

今後の展開

今 後 の コ ン ビ ュ ー タ 利 用 は 、 ま す ま す 使 い や す

い ユ ー ザ ・インタフェ ースへと !itli 値 観 が 変 わ り つ

つある 。 設 計 者 に と っ て み る と 、 コ ン ビ ュ ー タ 化

に よ る デ ジ タ ル 表 現 に よ っ て 失 わ れ つ つ あ る ア ナ

ログ表現による 「直感 j を 養 う と い う こ と が 重 要

に な ってくる。

一 方 、システム開発では、 「使 い や す さ j だけ

でなく、 「わかりやすさ j に対す る ユ ー ザ ・イン

タ フ ェ ー ス の 設 計 が 大 き な ポ イ ン ト に な る 。 今 後

も 瓦 に 設 計 者 に 役 立 つ シ ス テ ム を 研 究 し 、 ユ ー ザ

・イ ン タ フ ェ ー ス の す ぐ れ た 設 計 シ ス テ ム の 開 発

を 進 め て い き た い 。

LI  

出 力 一 図 面

@  
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批 終 学 歴 昭 和47年三重県立i ll工業高校

建築科卒業

すいせんのことば 西川富士雄

成瀬君は 、設計の経験とコンピュ

- 1知識を駆使して、設計者とコ

ンビュータとのユーザ ・インタフ

ェースの改若干 lこ取り組み 、その結

J社、笑際の建築設計の品質と効率

の向上に寄与するに至 っている 。

新しい分野の建築技術の先駆者と

して、大いに JUI 待できる 。

青年技術者としてのニとぱ 設計業務におけるコンビュータ利用は、

防造設計分野から建築計画分野へと広がり、最近ではコ ンビュータ

グラフィ ックスを用いたプレゼンテーションへと応用されている 。

今後ますますノマーソナルコンビュータは普及し、ひとり l 台の時代

になリつつある 。 しかしソフトウエアはコンビュータの効率や機能

を追求したものが多〈、かならずしも依し、勝手のよいものとな って

いない。 これは主にハードウエアによる制約がそれらを阻んできた

結栄でもある 。近年のコンビ ュー タ| 苅述技術iの急激な発展はハード

ウエアに飛純白] に充実した機能を持たせることとな った。今後も設

計者の Hl ' i を忘れず、こうした ハードウエアの充実した 機古Eをうま く

利用し、建築のデザイナーやエンジニアの使う l則の立場に立った 、

ユーサ' インタフェースのすぐれた rft l : いやすく、分かりやすいJ

システムづくりをめざし、建築という分野へ投影していきたい。

業 績 ｬ 昭和 ＴＷ ｓ ｈ 月竹中工務 ｉ ｾ ｩ 人社

ｾｊｴ ｊ 十剖 ｩ をＪＺｴ て、 Ｑ 昭和 Ｕ Ｑ ｓ ｉ Ｇ 10)1 

より、現職務を担当

主な f且当 十時造設計 y ステム

( AU S T  1  N)  

ー構造 CAD; . . ステム

， 2栴J系I也艇の動 (I'Hlll 伊Yl 性 解

析システム ( D1 ANA - J )

情造解析系プレ ポストン

ステム全般

- 手術き図而入力ン ステ ム

( T - s o a rd ) 他



海外プロジェクトの設計・

コーディネイト

日本の企 業の 海 外 への工場の進出は 、近 年一 層、

その激しさを地している 。 とくに 、北米において

は 、 貿 易 摩 擦 ・円 高 ド ル 安の解消のため、製品の

現地で の組 み 立 てだけでな く、材料の調達か ら製

品の生産ま で、一 目した プ ロセスを持つ工場の建

設が企業に要求されている 。

。g。

私は、 北米に生産工場を建設する 2 f牛のプロ ジ

ェクトに、設計チー ム の一員として参加した 。 設

計 チ ー ム の主 な作業は 、建 築 主 ・設 計 事 務 所 ・施

工 チ ー ム ・保 険会 社の匹l者 の 聞 に 立 って、基本設

計 を 提示 することから始まり 、情 報 の 務 理 - 伝達、

各者間の翻 繁 を す る こ と で あ った。

令

建 築 主 の持 つ 、j英然と した現地工場の イメ ー ジ

( おおむね、 す でに 日 本 で稼 働 し て い る 生 産 ライ

ンの コピーの城 を で な い ケ スが多い ) を、現 地

の設 計 事 務 所の 協 力 を 得 な が ら、現地の法 律 や実

情を考慮、し つつ 、設計 者 と して の コンセプト を具

体 化 し、設計図訟 に まとめて ゆく 作業である 。

。g。

国内での作業とは呉なり、夜、が苦労した点は、

下 記の通り である 。

。go

1  あ くまでも日本的である建築主 の 発 想 を 、 現

地 の極々 の 事情 に 合 わ せ て、 、、観 訳" して ゆか な

け れば な らなか った。

2  いわ ゆ る ホ契 約の 社 会" であるアメリカで、

設 計 仕 様 ・詳細! の決定 を 後回しにし て 、設計・入

札 を行い、 工 事 を進め ざる をえなか った。

3  設音|者 とファ プ リ ケ ーターの関 係 、保 険 の 設

計 への影 響 、労働力とユニオ ン等 が 日 本 と 事 怖 が

異な っている 。

や

プ ロジェク トを進める上で注意すべきポイ ン ト

は大変多 く、風俗 ・習 慣の違い、そし て文 化の相

違 は もち ろん 、建築 ・設 計 ・施 工 に つ い て も 例 外

ではないこ とを笑感 し た 。

。g。

この よ うなプ ロジェクト を、円滑に効率良 〈徽

i差してし、 くためには、 11の 高 い国際感覚と、幅広

い視野と技術力が、要求される 。 ゼネコン が 今後

果 た し 得 る ま す ま す 重 要 な 役 割の 一つになるも の

と信じている 。

トヨタ自動車ケンタ ッキー工場

松 下北 米 カ ラ ーC RT 工 場

工場場所 アメリカ合衆国ケンタ y キー州ジ ョウジタウン 市

施 主 ・トヨタ自 動車

敷地面積 1，600エーカー ( 6 ，500，000m') 

建築而 fi' ( :  Ｊｾ ｊ Ｓ Ｒ Ｐ ， ＰＰＰ ｭ Ｇ＠

工場場所 アメリカ合衆国 オハイオチ1・|トロイ 市

施 主 総下屯子工業体

政I也mifi' i :  87エ カ ( 348 .000111' )  

建築而 般 約40. 000m'
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田 中 達 彦

生年月日 昭和33年 7 月7 日

!il: 終学歴 i昭和58年神戸大学大学院工7

研究科環境計画学 専攻修了

業 歴 昭 和58年4 月附大林組入社、

本広建築設計第三官11配属

昭和61年3 f1トヨタケ ンタ y  

キ 工事事務所配属

平成元年 2 F1本応ill 築設計第

六部配属

作 IHl IDl 7
1

) ヤ7 配送セ ンター

イト キ日生新大阪 ピノレ

コープ野村町!幡野 tili

トヨ タケンタ y キーユゴ品

松下北米ブラウ ン竹工場

すいせんのニとぱ 金，畢正明

君は 東京へ出張するような1mをし

て、iJ 止の向こ うへ行ける 。国際化

の時代を迎え 、新しいタイプの伎

ｗ ｩＭＱｾ ーがますます 必要 になる 。 彼 の

I也における紅毛碧眼を相手とした

凶鰍な 仕事 を経験し 、君は新しい

l時代の怨築技術者に成長した 。君

のr，"f; il.の殊台は 、今やグロ ーパル

青年技術者としての言葉 時代が移 り、十l 会が絞制i にな り、価値観

が多様化する 。それをサポートする技術もそれに対仏、して ゆかねば

な句ない。-lIH丘町J な技術である建築は 、社会に追随するも のである

か句、絶えず何かを新し く始めること 、または変化することを 、強

いられる のである 。そして、変化とはチ 守ンスで もある 。

ill 築の[:E[際化は、幻世紀に l向け ての大きな変化のi皮の一つである 。

[f. [際化に特別なことが必要とい うの ではな く、効率性 ・合理性を重

視することに 加 え 、 さらに 、 ト ー タルで、計 ｾ ｨ ｬ 設計 ・地工の流れ

を促え情報をコ ーデ ィネイ卜することで 、初Jめて 、生きた主1¥物が出

ヒ ると Ａ 日 じて いる 。 異 文化 の ｲ� へ往ｾ を 輸 出 する ので はな く 、現 地

に新たな文化の調和 を持 った建築を産み H¥すことができる 。

このような 感性を持ちつつ新たな公判 ちて。挑戦 し続けたいと 思 う。



協 力 会 社 育 成 対 策 の

企 画 、 推 進

て者日市圏て祉の需要地' 大や海外建設業の参入等、

建設需要も多機化、高度化、国際化が: i l l i んでいる 。

ところが、建設業の生産組織は、重層構造が複

雑で、多数の零細企業をかかえ、好不況の波ごと

に需給のアンバランスに苦しみ、労働集約111で生

産| 生が低いという問題をかかえている 。建設業を

魅力と活力にあふれる産業とするための構造改善

が建設省のもとに 検 討され 、変化に対応 した合理

的な 元 ｾｾ￭ . 下市'i . f 1 ' 1 i 造のあり方が紋索されている 。

鹿島建17訓附に おい ても 、新時代の協力会社戦略

を策定し、新しいパートナーン ップ体制を確立す

るため 、全社 的に中長期的 な協 力会社対策 を推 進

"1'である 。 このよう な背景のrl' で、大阪支町住2誕

百11においても、近畿圏の地域性や建築工事の協力

会制j伴の特性を検討し 、特徴ある協力 会社対策を

企困、 推進し、 民体的対策を笑施している 。

全体的企画案のまとめ

当社の協力会社対策の基本/J !j;十は、 自主管理! を

推進し、 n一任施工体制! のとれる 「経営と 技術に優

れた優良協力会社の強化、育成 j である 。 ところ

が 、鳶土工、型炉l人鉄筋等の主戦とよばれる協力

会社は 中小企業が多〈 、労務提供型て昨付1JU価 値 も

低〈 、組織力、競争力もない場合が多いといえる 。

これらの協力会社に対しては、まずその体質を

改善し、指導育成を図る必要があるという巧えか

ら、技術社員育成 、職長育成、 付加価値向上の三

つの具体策からなる「主戦 協力会社体質強化弁悌」

を、H召和62年9 . FJ に全体的企町笑とし てまとめ た。

具体的対策の企画、推進

(1)技術社員育成対策の企画、推進

協力会社の組織力、競争力の弱さは、契約、原

• rlj 場 隣j宣は

大きく変化

. ' 辿設需要 L

多織化、高度

化、国際化
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要性. 1¥": 大
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で、生産性が
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がよｾまらず 、

. j f;附化

鹿島建設側 大阪支庖建築部における協力会社育成対策

全む (I(J に中 ・長期的な協力会社対策を推進 '1'• 
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ロ イ寸JJ l1 f而fili が低い

躯体工事の施工計画

業務に 制fl の7 ンJ マ

ワーが ｾ Ａ Ｇｪ ｝ している

協力会社に対して 、

セ' ネコンとしての

社会的責任と 社会

的貢献 の 必 ｬｾ 性

ー =令

協力会社が自助努

t =  1 1)によ リ1"1主1: i ・理!

を ｾｾｬｩ ｬ ニしようとし、

う動機づけ

当社の |湯) J 会社対策の

基本方針

「経営と技術に優れた優良

協力会社の強化、育成」

主職協力会社の体質傾化対策の必要性

，- - ; - て己で_ 1，. 寸 「 技 術 社 只 確保 . T1J 友
|  材育成 ト- - j

」 斗 ムL 孟ニ_ J L . _ 職 h W成

協力会社が自主性を発符でき

るJg
j を与える

f Hl 範囲のfit 大 ・明6在化

組織1J ・競争力 の強化

全体的企画案のまとめ ー 主戦協力会社体質強化対策の具体化 ( S  62 . 9  )ー

具体的対策の詳細計画 推進手段、成果品のまとめ

・協力会社の技術社員募集用パンフレッ卜の

作成
の企図と推進

総長育成対策の

技術社員育成対策

' ・協力会社の技術社貝研修計画 ・笑施

企画と推進

Ｍ 級長に対するラ ンＺＷ ｾｉ ｊ 集合教育の計画 ・ 笑施
・職長に対する新評価報奨制度の計函 ・実施|

・職長会規約 ・般票結iの標準化

・地工要領おの糠準化 ( 外部足場、コ ンクリ

ート 、型枠、鉄筋 、左官他)

・合理化・改普活動、 V E発表会の計画 ・笑施

・安全部 J 1質問i 、組織部、事務部による活動昨必

付1J11I1Hi 値向上対策

1 ・仮設、鉄筋の材工一式発注の計画・笑施

の企図と推進

協力会社母庖指導| ・主総会 ( 協力会社オーナーの会) 活動の

対策の企画と 推進| 計画 ・笑地
- 宇級会パ トロ ーJ レの計画 ー実純i

協力会社育成対策の背景と全体的企画案のまとめ

価管理、施工計画、品質、工Ｎｦｾ管理、教育訓練を
安全の各項目について具体的に定め 、こ れに基づ ためには、協力会社ト y プおよひ' 母后飽当者への

担当すべき人材の不足に起因している 。 これ らの いた新しい 「主級 戦 長評価 ・報 奨 制 度 j を企画、 指導、意見調盤、問題点の共有化が大切である 。

役割 を担う技術社員を 中長 JYHI(j に確保育成 してい 実施している 。
そこで主戦協力会社のオーナーの会である主総会

くための研修制度 を昭和63年 4 月より導入 し、全 (3) 付加価値向上対策の企画、 推 進 を結成し 、若手オーナー ( 二世経営者 ) を部長と

体スケジ ュールや カリキュラム、カルテ等の作成、 労務提供型の体質から脱皮し、付加価値向上を する安全部、品質部、組織部、事務部を設けて、

教育の実施、フォローを行い、この技術社只を募 図るための具体策として 、仮設 工 事、鉄筋工事幸子 活動を 推進している 。

. J . R するための求人ノ 守ンフ レ ッ トも作成した 。 の材工一式発注を企画し 、材料の計画 、管理業務

(2) 職 長育成対策の企画、 推 進 を移包; して、責任範囲の拡大 、明雑化、技術力、 結び 将来的 なゼネコンのあり方を問う上で

現在の主戦協力会社の組織では品質、コスト 、 組織カの向上 を狙っている 。 また、施工要領書の は、主戦に限らず仕上げの材工会社を含めた育成、

工 JI:) J、安全面の管理も職 長の 力量; に負うところが 椋椴化や V E r，' j 動などの合. f J l I化改善治J l i ) J に対する 指導が今後、必要といえる 。未曽有の繁忙WJ を迎

大である 。 したがって 、当 1(li の自主管理能力の l向 指導を行 っている 。
え、好況を呈している現在こそ、建設業の体質改

上のため職長が来たすべき目線レベルを、 「文庖 統 (4) 協力会社母庖育成対策の企画、推進 普を行い、魅力ある産業としていくためにとり〈

一指導方針j として品質 、工程・原価、職長会、 体質改善のための具体策を企画、 推進してい く むべき大切な諜題であると考えている 。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

橋 本 宏 すいせんのこと( ; 1 : 水原研三 青年技術者のことば 建築工事の生産性は、他産業に比べて低い。

生年 ! Hl 昭和30年 2 n  12日 建設業の生産性向上、魅力と活力 これは、建築工事が、ある土地と環境に特定された一品生産であり、

紋終' t Bf. 昭和54年以問i大"r: 大学院工学 向上のためには 、協力会社の育成 労働集約型の生産である ことに起因している 。とくに鳶土工、型枠、

研究科修 I; " U，' (主II 築学専攻) が ゼネコ ンとしての重姿な課題 鉄筋などの主戦 とよばれる協力会社は、労務提供砲で付加価値が低

修了 である 。 < 、組織力、競争力 のない 中小企業が多い。今後、主s築工事の生産
業 ｂ ，ｾ＠ 11円相54年 4 !  1庇 };，'j 建設入社、

二世経営者への代替わりが進む中、 性向上を図る上で、これらの協力会社の体質改善がきわめて重姿と大阪支 Jr'i i s築部配属。神戸市

立ポートアイランドスポーッ 建設業の将来を展望した大切なこ いえる 。鹿島建設大阪支庖は、こ のよう な観点か ら人材育成対策と

セノタ一、抗生会 ｉｬｬｾ It 病院第 の対策にとリ〈む青年技術者とし 付加価値向上対策からなる 中長JVWJ な協力会社育成対策を展開 して

I  J問、サンコオア市川橋第 l て実紛を持つ橋本宏君を 、ここに おり、その具体策の企画、実施、フ方ローを私が担当している 。

ピル (附日本交酬 Y 怖ビル、 判i 騰す る。 ゼネコンに 属する 1伴技術者として、合理的な建築生産に対する将梅田 ｕｎ ピ ｊ レｾｾ Ｚ 地工Ｇ￬Ｇ￬羽 ｈｉｊ 包

日自制62年 6 ｾｉ 大阪支庖建築部
来像を悩きながら、協力会社母広、技術社員、職長に対して育成指

工事課配属o ill 築工事の生産
導していくことは、連設業の将来にと っても大変1 fi 婆な課題である

性向上施策的企画立案実施 7

ォロ一 、地工図CAO: . . - Aテ

ム運用管理ｵＮｾ［刊当 Ｎ

との自負をも って、この業務に今後ともとりくんでいきたい。



「建築と社会」パックナンバー総目次( 号別) Vo 1. 1  7  N  o. 5"'-' Vo 1. 1  7  N  0.1 2  ( 11召抑制ト1 I 1 l t 119

- 建築と社会 (VoI. 17No. 5  )  

住 宅 昭 和 9 年 5 月 l 日発行

住宅写真 (須磨 ・沢悶氏邸、 京都 ・田中氏邸、阪神 上甲子園

吉本氏邸、阪和l上之 芝 河田博士 邸、京者11 ・絵尾氏邸、芦屋

中山氏邸、阪神香値圏 . y 氏邸、広島 ・長尾氏邸、海辺に建

つ「夏の家 」 懸賞設計当選図書ｾ )  

( 審査慨評 、入選 ・堀武雄、同 ・三戸谷和久、 "' 1'8' 1也米三 、

佳作 ・消 水 普 之 助 、 同 小 島 陽 、 同 荒川利一、 問 皆 川 辰

雄)

盗賊と建築 ・・ ・ ・ー・ ・・ ・ ・ 青柳慧五

防議座談会記

ガラス破墳の実験報告

防鼠方法に就いての座談慨 要録・

函館市大火の跡を視察して

函館市大火災の実地踏査をして H  

函館大火画報

函館大火に於ける不燃質主主物の被害概況

新建築 (大阪市立万般山病院)

住宅委只会

向田孝男

住宅委員会

鳥 井 信

中iR誠一郎

中沢誠一郎

建築材料陳列場記 (須賀商会、高松菊 f古郎商宿、大理石工事、

内外木材工芸、ベニヤ商会、大阪伊丹商庖、 (本会に対する )

会只のこえ お種会只 9 名

会報 (函館市復興に l期する件建議ー北海道庁長官宛、建築会

館委員会. 古11市武装促進委員会、他)

- 建築と社会 (VoI.17No. 6  )  

住宅 ・アパ ト 昭和 9 年 6 月 l 日発行

会 告 都 市 武 装 促 進 運 動 趣 意 書

住宅アパート写真 (京都 ・清野氏邸、同 - 汐凡氏邸. 阪急御

影 ・浜崎氏邸、阪急夙川・ 井上氏邸、間 五ー荘、大軌小阪

木村氏邸、大阪ノぞン y オン、大阪セン トラノレハウス 、京都治

束 アパート、京都アパー ト)

ジ一ドルン Ｗ 慨ｾ ・・ ・ 山田 守

集合住宅の将来.............. 奥悶 殺

住宅と防混防腐に! 関する座談会 (住宅委只会委員長 ・武田五

一 、同幹事 山川崎吉、地山新平、松本俄八、問委員 ・岡本

新次郎、 三木栄三 . 赤 松 修、小川安一郎、会只 藤原義一 、

宮飼克二)

アパート維恕 ・ ・ ・・ ・ 水戸俊雄

神 戸市改良住主について ・ー ・ ・ ・・ 奥 田 技

大阪バンンオンについて 杉 浦 巴

大阪パンシオン、大阪セントラノレハウス、京アパートメント

工事概要

日本ポノレトラ ン ドセメント技術会第22回例会に t1¥Jtt して

三浦尚史

建築材料陳列場: i e (東亜ペイント製造、宇野洋瓦大阪支広、

近江セーノレズ、大谷金庫1苫、建材社) 国際新主主築

武装都市の建殺 都市計画大阪地方委只会技師 鳥 井 信

大火に対する都市の防備 ー大阪市建築課長 中沢誠一郎

w. ・ 都 市 武 装 促 進 委 貝 会 宣 伝 部 長 徳 政 金 吾

防空と都市計画 村 野 建 築 事 務 所 伴 野三千良

都Tl i 武装に I測する論文審査概評

懸賞論文第 l '等「者11市武装J ・ ・ー 山口俄三日11

同第 2 等第 l /l/i r都市武装論」 ー ...，... 吉村辰夫

同第 2 等第 21市 rr.l 1市武装に就きて 」 問中 進

同第 3 等第 11市 「都市武装計画論」 織田 実

同第 3 等第 21市 「護れ 1. ' 我等の都市を J

・平n一 男 ・四方靖自11

|百l 第 3 等第 31/{，' r都市の防杢と武装計図」 ・大井弘治郎

同佳作 ・・ e ・・ 亀井幸 lxnll

都市武義促進運動に対する本協会の事業

「南海道沖大地銀の謎」及「北西大阪地袋塊の慢性的巡動」

( 婆約)

理 学 博 士 今 村 明 恒

都市計画的新方向と田園建築への国首 大 須 賀 巌

請負契約自改正要旨 (学会 ・建築士会 ・本協会 ・建築業協会)

，ー請負契約書改正勝合調査会

国際新建築

- 建築と社会 (Vol.17No. 8  )  

美 術館 昭和 9 年 8 月 1 日発行

写真 美術館J ! ; (東京帝室博物館模型、大阪市美術館、霊徳

記念絵函館、東京府美術館、京都美術館、白鮪美術館、徳川

美術館、住友別邸内銅器庫、東京上野帝室博物館、奈良帝室

博物館、東京帝室博物館表慶館、朝鮮総督府博物館)

本邦最初の美術館 ...••.••••••..•• 工 学 博 士 堀 越三郎

近代美術館に就いて ・ ー波江悌夫

美術館計画的新傾向所感 ー・ ー工 学 博 士 小 林 政 一

古宝物の格納域に就いて ー・ 大江新太郎

正倉院に就いて ・・ ・ 0 高橋栄治

建築の形式 。徳川美術館の形式に就て ・ ・ 城 戸 久

美術館の採光に| 刻する 一 二の研 究 ー 下 元 述

帝室博物館復興計画に! 半ふ陳列室採光実験に就きて

美術館内保光法に就いてー

大阪市美術館

白鶴美術館新築工事概要

都市武装促進運動に対する本協会の事業(2)

飛行機より見たる偽装逮厳に就いての感怨( 1 )

便所の改良に就い ての座談会記

住宅に於ける W，i t に対する座談会記

図際新挫築

- 建築と社会 (V ol .17No. 9  )  

井上i喝太郎

渡辺久雄

富士岡重一

量産技場 建築 昭和 9 年 9 月 1 日発行

総合意定技場 牧野正己

運動場建築の発達と新傾向 ・ 工学問1士 小 林 政 ー

スティディアム設計要義 ・・ 中 尾 保

都市公閣と運動場。0 ・.. ..・ s ・ .. . 推席、兵市

屋内プーんと附殺した体育館の一 例・ ・ 占i止lll' l'午 ii[ 1

観覧席の形について 小田島兵吉

仮甫遊泳場に就いて ・ ・ 池田篤三郎

大阪商科大学の体育館 ー ・ ・ 富士岡重一

運動競技場の計画(1) .. ー吉田信武

飛行機よリ見たる大阪市に於ける偽装遮蔽に就て の感想、(21

凶際新控築、新4主築 ( 伊藤忠アノぞー卜 )

- 建築と社会 (V0117N0. 7 ) | ・建築と社会 (VoI.17No.l O)

都市 武装 昭和 9 年 7 月 1 日発行 |

|  病 院 建 築 昭 和 9 年 10月 l 日発行

会 告 都市武装に l刻する論文及ポスター凶笑当選者 l 病院主II 築写真集 (阪急御影 ー甲南病院 ・ぷ郁帝大医学部附属

国防の将来と都市武装ーー 陸軍大使陸軍大将 林 銑 十 郎 | 医院耳c ，l n同喉科教室、 京都府立医大病舎、 H 亦京都支部病

将来戦と武装郎市 参 謀 次 長 陸 軍 中 将 組 問 謙 吉 | 院、日赤大阪支部病院、日赤静岡支部病院、大阪柏原、病院、

防空と都市及建築 参謀本部第一部 長 陸 軍 中 将 古 荘 幹 郎 | 阪急ｾ中 。 同仁病院 Ｉ

近畿防ｾ演習に就いて第 Ｔ 帰団長陸軍中将他僻寺内寿一ｼ病院建築の近代的傾向 工 学 博 士 武 悶 五 一

近畿防空演習の計画に就いて | 病院建築に就いて考へる ・・・ ー医学博上 限原三郎

日首ｾ 4 帰団参謀長陸軍大 佐 井l刻 隆 昌 | 個 室 へ の 傾 向 ・・ 鷲尾九郎

都市町武装 ー 大 阪 府 知 事 転 忍 | 医 院 挫 築 の 訪 問1姐 ー - 大倉三郎

近畿防空演習 と大阪市の 防績に就い て | 自然療法を中心 とする結核療養所の計阿 新名傾夫

大阪市民法学問土 関 ー | 病院生II 築と J tの機械的設備 ー特に設計上の Ilfl Jl1i 大沢一郎

都市の発展を堅実にせよ ー 本 会 会 長 工 学 博 士 片 岡 安 l 特殊病院建築に就い て ー 医 学 博 士 熊 谷 謙三郎

本年の防空演習につきて ー 工 学 博 上 武 田 五 一 | 甲 南 病 院 の 符 色 と 特 極 設 備 に 就 い て ー 木下益治郎

都市武装促進に関する対策案 | 病院主II 築工事概要J l . ! 、病院建築設計図J ! ;

・都 市 武 装 促 進 委 只 会 委 貝 長 池 田 実 l 髄風関西を製ふ 本会災害強度委貝会委員 '1'品TT f干

都市の武装情築に就いて ー 問委貝会副委只長 波 江 悌 夫 | 木 材 市 場 品 寸 法 線 惜 案 。 ・ e 材料委員会

ｾに対する都市の備へ 大阪市建築課長 富士岡重一 | 早強ポ J レトラ ン ドセメントに就いて・ ・・ ・・ 三浦尚史
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建築材料陳列場記 (東洋陶器大阪出猿所)

国際新建築、J ! t 京市庁舎新築設計懸賞当選図案 ( 1 等宮地二

郎、 2 等古川消作、 3 等前川国錦、 3 等今井猛雄、佳作 l

l応l附R要太郎、佳作 l f 1h大沢 法、佳作 21市曽桜辰雄、佳

作 21市矢部金太郎、佳作 211{; 加藤泰造、佳作 21町一千葉一胤、

佳作 21.'/: 阪点後三)

会報 部市武装に l品l し防火防空建築物の普及促進の{ si1轟 ( 内

ｉ ｋｉ 総型大 ｉｾ Ｍ ｾ 問 ｬ 士 ｬ 啓介Ｎ 内務大 臣後藤文夫、大 ｬ 最大臣藤井￬ｦｩＮ

fil 宛) (大阪府知事脈忍、大阪市長l刻ー宛) (東京府知事香

坂品康、東京市長中塚虎太郎宛) ( 京都府知事斉藤宗宜、神

奈川県知事機山助成、兵庫県知事白恨竹介、愛知県知事筏

原英太郎、京都市長大森吉五郎、横浜市長大西一郎、神戸

市長勝国銀次郎、名古屋市長大岩男夫宛) (写を総計2. 200

通)

関西大風水害による建築物倒緩 め修禍に徴し特殊建築物に| 剥

する建議 (大阪府、京都府、兵庫県各知事宛)

- 建築と社会 (Vol .17No.l l )

関西風水害 昭 和 9 年 11月 1 日発行

会合関西風水害に関する建築通俗大講演会開1臨 (大阪市、

神戸市、京都市、東京市にて )

写真 大阪天E 寺五重信倒壊の空中写真、大正僑下流に吹き

寄せられた紛の山の杢中写真

近畿大風水型fの復興に就いて 大 阪 府 知 事 脱 忍

学校主II 築風告に対する所感 兵 庫 県 知 事 白 様 竹 介

大阪市の風水害と復興 ー大 阪 市 長 法 学 時 士 関 一

災害雑感 大阪市会議長 川端清蔵

都市計画の再検討 一本 会 会 長 工 学 時 上 片 岡 安

災害防備に l則する恨本省察 ーー 本 会 副 会 長 松 室 重 光

風水禍 本 会 副 会 長 高 野 壮一郎

風1自の 「笠鰻」 と 「海製」 とに{ 在る教訓都市武装促進委貝長

ー池 田 実

非常時の都市と m要建築 災害強度委只会委員長 波江悌夫

盟主 ｬ 且水二占Ｚの跡を ｦ ｾ て 都市計画大阪地万委貝 会 技附 烏対 fs 

大阪大風水1 } 調査概況 大阪府都市計同諜建築係

将来的学校建築 ー ー大 阪 府 建 築 謀 長 中 沢 誠一自11

吾等の係る "1きj主 兵li li県主II 築 課 長 山 崎 英二

京郡市内の風寄挫築物に就いて 京都府地方伎師 和田甲一

大阪地方大風水禍と大阪府営造物大阪府営繕課長 川口 一二

大阪市木造小学校の被害状況と大阪市木造小学校標準短画

大阪市建築謀長 ' s 士悶重一

学校建築肉強化 神戸市建築課長 井上坑ー

今回の脆風と暴風雨に就いて ー 大阪測候所長 前悶末広

建築物の風荷重に l刻する最近の進歩に就いて

京 都 帝 国 大 学 教 佼 工 学i噂 1， 坂 静 雄

若 LJ 也援なりせば/ 東京工業大学教佼工学階上 回辺平学

暴 風 と 建 築 情 造 東 京 帝 国 大 学 助 教 技 工 学 博 lコ 武 藤 消

柱がｾｾ，、 大蔵省営繕管敗局妓師 井上一之

京阪地万円風水害を視察してー主として大阪市内小学校の依

古川就いて 早 稲 田 大 学 助 教 段 十 代 田 三郎

関荷風害を悦る ..... 早稲田大学」二学部講師 木村幸一郎

京阪両市風) ; : 小学校を視察して東京市建築諜技師 滝本義一

建築非常時 ー 東京帝国 大学科縛課技師諌早 ｦｾ 夫

大阪 市小学校風当' 所感 警視I'J" J . l l 築課技削j 伊藤懲太郎

木造挫築は抜して風に弱いか

..N' 戸高等工業学校助教J i l 巽 純一

! 日. J i 珂風水筈の調査Eと対策 0  ・ 災害調査委員会

学校挫築、特殊建造物、工場及倉庫、住定、飛行機よ 1) 見

たる大阪の 災禍、大阪に於ける風害と浮浪と高湖、水筈と

よE対策、大阪市小学校木造校舎規矩の 再吟味、住宅への対

策、既設木造J . l l 築物への対策、経済 tJ と主II 築の被害、対社

会的諸問題 点

国際新建築

会報 土木J . l l 築脇工中の工作物のJJI 官補償 、工WI 延長与に| 剥

する大阪土木立II 築業組合、日本土木建築atl tt 業者聯合会、

建築業協会的陳情に対し冨IJ 申 (内閣総理大臣外26通)

4且築材料陳列場H:i 品者名簿 (同月番号 1 - i 3、A 、 B  1  - B  4 )  

- 建築と社会 (VoI.17No.12)

常 設 委 員 会 報 告 昭 和 9 年12月 l 日発行

部 dl l ¥l 境と Jcの改善問題。 都市計画委只会 法制委員会

建築法令中の諸問題の研究。 法制委員会

全向性工業ρ対立に於ける修業年限設置科目等に l則する調査報

f号 ・e ・. . . ・ e ・- 教化委員会

長傾パイザ矧市場品調査報告 ( 2 )  . . 材 料 委 貝 会

一般建築工事地工上必要なる設備の研究

設備委只会設備分科会

コンデ リート配給所設置に l測する研究 設備分科会

防虫に対する庵談会慨要録 住宅委員会



「建築と社会」バックナンバー総目次( 号別 )Vo1. 18 No.l'""'-'VoI. 18 No. l  L昭和 10年lト 剛 山11 月発行)

住宅に於ける防風、防水に対する座験会概要録 住宅委貝会

添加剣がコンクリートの強度に及ぼす影響 に関する実験報告

阪 府 建 築 課 浅 野 新一 、菅 隆二、平野忠雄、 神足繁雄

煙草乾燥場建築に就いて

ー大阪府立今宮職工学校教諭 鈴木忠五郎

建築材料陳列場記 ( 日本板硝子、矢縮大理石嗣広、大洋組建

材部、田 中タイリング商会)

- 建築と社会 (V oI. 18No. 1  )  

新 年 号 昭 和10年 l 月 l 日発行

昭和拾年の新春を迎ふ ー工学1噂 士 片 岡 安

関西風永蓄に関する建築i副首講演会

都市建築の重大性 ー 本 会 会 長 工 学 博 士 片 岡 安

将来の学校建築 ー・大阪府辿築課長 工学土 中沢誠一郎

鉄筋コンクリートの実力

東京帝大助教授工学博士浜田 実

耐震耐風町家の建て方

東京工業大学数授工学博士 田辺平学

建築の電要性を思議せよ 京 都 帝 国 大 学 講 師 池 田 実

監督制度ょ っ観 たる近畿風水笹兵庫県建築課長 山崎英二

地袋と脆風 東 京 帝 国 大 学 助 教 授 工 学 博 士 武 藤 消

災害と 人的カ ー 建築学会副会長早繍邸大学教授内藤多仲

建築権造設計の本領

・・京都帝国大学教授工学博士坂静雄

風警に鑑みて. . . . . . . . . ..・ 0 ・""..ー …・本会商1I会長 葛野正士一自I1

明朗都市の建築. . . . . 都市計画大阪地方委貝会技師 鳥井 信

「建築と 社会j 表紙図案当選発表及審査評

新築写真集 (独逸文化研究所、 神戸住友ピノレ、辻久商広、新

大阪ホテ J レ、琵琶湖ホテ J レ、日赤大阪支部病院. 日赤京都

支部病院、日赤岡山支部病院、松竹アドビル、阪神競馬倶

楽部、松坂屋大阪支庖)

京都西双ヶ丘住宅展覧会出品住宅 ( 住宅改良会、あめりか屋

京都広、熊倉工務脂、千原工務庖)

建築材料陳列場記 (工材社、 i由美H司会)

- 建築と社会 (VoI. 18No. 2  )  

室 内 装 飾 昭 和 10年 2 月 l 日発行

近代家具展望

工芸の概念

欧米家具略史

過ぐる三世紀聞の工芸品

基準家具の問題

家具施工に就て

カーペ y ト ー -

窓掛

室内照明器具

聞大阪市長の長逝を悼む

宝塚大劇場火災被害状況視察記

モ トノ セイゴ

向井克三郎

角尾篤彦

{半!賢三千良

・モトノ ・セイゴ

… 小川安一郎

永山美樹

角尾篤彦

武田十子男

ー推原兵市

災害強度委員 黒岡 茂、矢田鉄蔵、 三浦尚史

国際新建築、新建築日目介 ( 博多例式取引所、大阪毎日新聞満

州通信総局、こ和銀行細江支庖)

建築材料陳列場記 (大阪窯業、 7 1レエス工業)

- 建築と社会 (V oI. 18No. 3  )  

ホ テ ル 昭 和10年 3 月 1 日発行

ホテル建築

(新大阪ホテル、上高地 ホテル、蒲郡ホテ J レ、琵琶湖ホテ

J レ)

本会使命の重大性に就いて 一都市武装の急要

ー 工 学 博 士 片 岡 安

新大阪ホテルの建築工事が社会に与へた教訓 竹腰健造

新大阪ホテル計画案に就いて・・ 富士岡重一

新大阪ホテル計画の概要 ・・ ・ ・ ・ 新名 種夫

完成への道は ・・ー ・・ ・ 三好賞一

工＼ｬｾ随想 …  ー ・・・ ー 池田宮彦

新大阪ホテルの家具装飾に就て 。 . ..... ・ ・e ・・長谷部鋭吉

新大阪ホテノレの装飾意匠について ・ー ・ 笹川悌一

新大阪ホテノレ家具装飾を担当して ・ ・・ 古賀郷笑

新大阪ホテルの綿造及強度計算 ・ 竹内政治

新大阪ホテル設備政計施工の跡を顧みて 甲斐原四郎

新大阪ホテル設備概要と配管準備工作に就いて 竹花未春

新大阪ホテル工事施工に就いて 加藤誠二

随感 .••• ••• ・ ・・ ・・ ・・ H  山手研吾

新大阪ホテ ルの厨房に就いて. . . ・ e ・- …・・・・0 ・・ ー・上田清一

新大阪ホテル衛生設備 ー .. ・・ ・ ・ ー須賀藤五郎

新大阪ホテルの建築を諮るタ

国際新建築

- 建築と社会 (V oI. 18No. 4  )  

法隆寺 昭和10年 4 月 l 日発行

法隆寺修理写真及図版

( 食堂、東院鐘楼、細殿、東大門、来院礼堂)

法隆寺問題の今昔 ー 工 学 博 士 伊 東 忠 太

法隆寺町大修理計画 0 ・0 ・.... .. ... . .. .工学博 士 武 田 五一

法隆寺の主tt 築ー某の焼失問題… 。 ー文学博士 浜田i'f隊

法隆寺式伽藍配置に就いて … 工学博士 藤I:，'j 亥治郎

法隆寺食堂所用材料に就いて ・ ー… 0 ・大滝正雄

飛鳥建築の特色 ・ ・・ ....... . . 藤原義一

束院礼堂の建築に就いて ・ . .. .. . . . .. .. .. 浅 野 清

法隆寺食堂及細殿の情i宣ー ー ・ 杉山信三

市街地建築物法令並に関係命令の改正に就いて 玉置笠 ｉｫｾＱＱ

市街地建築物法施行細目'I (大阪府) に就いて 松井清之助

市街地建築物法施行細目'I (京都府) に就いて 級井公威

市街地建築物法地行細目'I (兵庫県) に就て 本田林八

アス 7 アルト防水地工に関する研究 材料委貝会

国際新建築

- 建築と社会 (V oI.18 No. 5  )  

住 宅 昭 和10年 5 月 1 日発行

住宅写真集

O 氏邸 (京都1) 藤井! 早二、米本氏邸 (南海高姉浜)

大林組住宅部、 '1'1斗氏自1 (阪急 東盟中) ー阪急電鉄地所

謀、岡 氏自1 (阪急宝塚) ・・・ 大林組住宅部、佐藤氏邸 (阪

急新伊丹) ー阪急電鉄地所謀、今村氏邸、 ( 阪急南郷山)

石川純一郎、黒正氏邸 (阪急夙 }II ) υ ・石川純一郎、

大森氏邸 (阪急東盟中) 阪急電鉄地所謀、岩倉氏邸 (阪

急東豊中) …・小林三i宜、 K 氏邸 ( 阪急新伊丹) 阪急

電鉄地所謀、水島氏邸 (阪急新伊丹) ーー 阪急電鉄地所謀、

足立氏邸 (阪急東盟中 ) ....ー阪急電鉄地所謀、小川 氏邸 (阪

急縦井谷) 小川安一自11

都市発展に於ける交通機関の地位一

住宅問題の準備的研究として和国 登、荒木正巳、西山卯三

上代住宅建築雑考一高葉集を読みてー ...... 高野壮一自11

住宅の居室と 間接の室との比較 ー大林 組 理 事 校本俄八

台所の紙上展覧会 J l ' l 山新平

新建築 (大阪西区庁舎、天王寺職業紹介所) 、国際新建築集

- 建築と社会 (V oI.18 No. 6  )  

新建築研究 昭和10年 6 月 1 日発行

大阪株式取引所、京都朝日会館 (大阪朝日新聞社京都支局)

大阪株式取引所の設計計画に就て .... . •• ••. 竹腰健造

大阪株式取引所新市場の建物に就いて ・ー 0 ・ー 高橋栄治

大株現場に於ける所感の二三 ・ ・・ 作附1日出生

京都朝日会館 .... .. .. . ・ ... ・ー 石川純一郎

京都朝日会館情造概説 ................ . . . . •• ••• •• •. •• .. . . 背柳貞世

大阪朝日新聞社京都支局の基礎工事に就いて・ 芹生幹二

大阪株式取引所的建築を隠る座談会

京都朝 日 会館の主 主 築を ｾｾｦ る ｬ 虫談会

国際新建築、現代世界の住宅群計画一 覧 (吉凹信武)

収横. . ... ・ ・ 工 学 博 士 天 沼 俊一

アス 7 アルトに関する却下先会使概

- 建築 と社会 (V oI.18No. 7  )  

郷土建築 昭和 10年 7 月 l 日発行

鴻池新田会所

伊高呈の陶器蔵屋敷と iM日野の紙蔵屋敷工学博士 大熊喜邦

南灘波村百文銭吹立所 ーー ... ー工 学 博 士 大 熊 喜 邦

版画に残れる郷土建築資料 ( 崎玉県の 一部)

… 工 学 博 士 堀 越三郎

庵 茶 屋 …  . ........ ・ 藤原義一

兵庫県下に於ける古住宅. . . . . …  ・ ・ ・野地修左

大阪の古い型の田T家二三 .... .... ..... .. . 一 高橋栄治

誤てる郷土建築のi l WIはやめたい …・・ ・・・ 0 ・ 笹 川悦一

学校建築と建築家
0 ・0 ・大須賀殿

アス 7 アルト製法並に蒸溜釜の進化及其各機能

新建築 (塩通山荏) 、国際新建築

- 建築と社会 (V oI.18No. 8  )  

新情造・材料 ・施工 昭和 10年 8 月 l 日発行

新建築情i霊法に就いて ・・ ・・・・ …・ー ・・ー ・ 内藤 ｾｦ 中

瑳窟から産れた情造 ・ ・・ .. ........ 坂 静 雄

宝尿大劇場復興工 ｉ ｉ ｾ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮＮ ・ ｨ ・Ｍ ・ ＧＧＧ Ｇ ・・ Ｐ ・ ...... .  • w. 尾九日11

新建築紙一種・ ・ 酌 ・ ー・ ・・ ・石川純一郎

木材i宜作工事の古車工に就いて ー・・ー 小川安一郎

潜函基礎工事に就いて .... ・ e ・ ー 西村安彦

最;! i の電気鈴按・ 。…… .. ........・ e ・-ー浅野新一

コンクリー トの煽動場充施行法に就いて 。..，...・ e ・- 武内富雄

京都市水害状況視察報告.... . . .. .. ... . 三浦尚史

静岡地方袋災捌査報告災害強度委貝 山田 誠 ・中井新一郎

混J疑土構造物の防水法 大 道 彰

千年家の古文啓 と練札に就い て。。

悶際新建築

-・0 ・目・..・ ・0 ・大熊客邦

神戸市公会堂主tt 築設計懸賞競技 ・ ー市1' 戸市役所

教育俗建築設計懸賞競技募集 ・ ー帝国教育会

土木建築事業殉職者慰霊培設計図案懸賞募集

日本土木建築賄負業聯合会

- 建築と社会 (V oI. 18No. 9  )  

商 庖 建 築 昭 和 10年 9 月 l 日発行

商庖建築写真 (湯浅七友衛門商底、大阪佐々木営業部、丸紅

衛庖大阪支底、明治商庖大阪支l苫、藤井大丸、丸三婦人服

底、京都朝日ピ J レ専門庖ンヨウケース. 寺内時計広、ナンヨ

ナノレ電気ノ、ウス、カタヤ? 商底、カ クマツ屋、中原家具装

飾底、訟竹 アドビノレ、小沢商底、 氷田良介商r，s、美津温運

動J二L庖、 ミナト商底、太田商底、 石野貞雄商底、石本商庖)

商家庖権への懐古. . . . . . ••• .. ー 佐古 lt 三

小売商底的庖頭. . .・ e ・ ... ... .......... . ... ・ 0 ・ 角尾1昭彦

小揃庖建築の平面 ..... ... .  川善旺l煉七郎

商底建築の家具に就いて ・…・・ー 小川安一郎

地下商庖 l!i ...... . .. .. .... .  .. .. . . ・ e ・… ・ー・ ー伊藤和夫

商広照明の話 ・ ー・・ー .... ・e ・・・内田 幸夫

国際新建築

挫築法規に l期する質疑応答欄・ ー 応 答 本 会 法 制l委貝会

- 建築と社会 (V oI.18No.10)

茶 室 建 築 昭 和 10年10月 l 日発行

茶室建築写真 (芦屋某氏邸茶席 木津宗一作、鴻池板屋橋別

邸茶席、 i lt !:.¥英太郎氏市桃山時代の茶室遺 構ぺ一心寺茶席)

茶室建築と茶人 ー 木津宗一

織部好茶室の一考察 ・ 紫 雲 洞 北 尾 春 巡

銚山時代の茶室j宜構 ・ ・・ ・ 1尺品英太郎

松向軒と蓑庵 ・・ ... .. 藤原義一

近代数寄屋{主毛と明朗性・ .. ・・ 0 ・0 ・0 ・ ー吉 田五十八

i且度作三位大回数部屋指図解説 ー 佐 古 lt 三

建築法規に| 品1する質疑応答欄 ・ 応 答 法制委員会

国際新主主築

- 建築と社会 (VoI. 18No.l l )  

停 車 場 建 築 昭 和 10年11月 1 日発行

停車場建築写真 ( 国鉄奈良駅ー柴悶四郎、国鉄名古屋、大軌

上本町駅、京阪天神矯駅 、同天満橋駅、阪神大阪駅、 阪急、

機聞駅、阪和天王寺駅、南海雄被駅、大鉄阿倍野駅、南海

忠美須町駅、同汐見橋駅、国鉄大阪駅、同鶴備駅、同片岡I

駅、同甲子 l姐口駅、湊町駅、岡京都駅、京阪京都駅、阪神

神戸駅、京阪四条駅、国鉄神戸駅、同三宮駅、 岡兵庫駅、

同宇和尚線吉野生駅、同t岩井線畝傍駅、同姫路駅、同参宮

線山間駅Ｎ岡高知 ｬ 駅、省パスｾ芸線 三 刀屋駅、国鉄白浜駅、

岡高松駅、同怯山駅、問屋ぬ釈、同丸亀駅、 省パス予土線

絵山自 動車所、大阪地下 鉄 淀 屋 僻 心 斉 橋 本 町 篠 田 各

停留場、ロンドン地下鉄ウ ッドグリーン、 7 / アハウス各

駅)

大停車場町計画と大阪駅 .... .. 目・ ・ ・..... 酒見佐市

駅前広場に就いて …  .. . ・e ・e ・e・... ・ ・・.. .. 遠藤金之助

欧米に於ける停車場本屋の現況 ー・ ・ ・ー ー永田念郎

名古屋停車場に就いて ... ・・ 坂本繊維

地 下鉄道停車場 ・ ・ 伊藤和夫

徳} ; . ¥市公会堂主tt 築設計図案懸賞募集 徳島市役所

大阪駅前都市計画事業に就き技術的 考察. . . . . …・ー本田長次

停車場と百貨r，s...... ・e・- … e・e・ ..... .... . . . .. .. 佐竹三吾

明治相J年 に於ける京阪神聞の国鉄建 訟工事費に就いて

佐古隆三

下呂 ・高山紀行一秋季大会の記録

建築法規に関する質疑応答欄 応答 法制l委只会

株式会社そごう新築写真 ー工事概要 ・図面

国際新建築

会報 防火地区に I刻する建議 ( 内閣総理大臣、内務大臣 、大

雄大臣宛)
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クリーンルームのフィルタ

技術の展望

村 上 省 一

いかと感じている 。 従来、外気用のプレフィルタとしては、 2 - 3

そのような内容で多織化するクリーンルームヘ ヵ月保守不安の浦材巻取形のフィルタ ( 図 - 2 )  

の要求に対して、フ ィルタがどうあるべきかとい が使用されている 。 しかし、より長期間のメンテ

うことについて、| 浪られた方向での一つの考え方 フリー化にはこれでも不十分で、 l 年聞か、それ

を述べ、 C R化を検討されている諸兄の参考にな 以上の無保守が望ましい 。一つの方法として自動

れば幸いである 。

メンテフリーイヒ

最近 C R を必要 としてきている分野は 、比較的

規伎の小さい工場が多い 。 そのため、 C R を含ん

で笠宮司設備には専任の管理担当者がいないことが

多〈、必要な設備保全を全く行 っていないケース

も見られる 。 それはそれで問題であるが、そうい

ったやむをえない事情に対して 、設備i官!IJ ではど う

再生形のフィルタ ( 図ー 3 ) が考えられる 。これ

は泌材に付着したダストを真空婦除機で自動的に

l吸っ| し、フィルタ而を再生するもので、 1 年間以

上の無保守が可能。 このフィルタは J1l J : 挨負荷の大

きい地下鉄構内の空調用に開発されたものである

が、一般空調に 比べて取入外気量の 多い C R シス

テムの外気フィルタに適しているかも知れない 。

しかし 11&: 材巻取形のフィルタに比べてイ ニ シャル

コストが高くつくため、保守のための経費が高い

対応できるのであろうか 。 メンテナンス頻度の高 場合に有効であろう 。プレフィルタは、前述のい

い設備機器にフィルタが含まれるわけで、ここで ずれの夕イプてで明も、霊 i量量法で

は、フイルタ設{ 制備i桁Hのメンテフリ一化を考えてみた あるが、 0. 3μmてで，マσの〉計計- 数法での労効J率は l ω0%程度に

い。 j f ¥さない 。

一般に、 C R j:"J での発E差益は、大気中の! 皇挨品 今後の展望としては、 H E P A フィルタへの負

に比べて格段に少ない 。だから循環空気用フィル 担をできるだけ少なくするために、計数法で9 0 %

タよりも外気処 ｊｬｬｩ ｆｾＱ フィルタに大きな負荷がかか 位度の性能のフィルタで、かつメンテフリーにし

ることになる 。典明( j ( J な C Rのエアフローは 図ー たものが望まれる 。電気集塵機と自動巻取形フィ

1 に示すように、 C R 内で発生した峰撲を含むレ ルタを組み合わせたフィルタで、計数法での効率

タン空気は、空 E測機内のフィルタ ( 通常1 i n 柴効率 が9 0 %のものがすでに商品化されているが、電気

8 5 - 9 5 %比色法 ) でl刷会され、つぎにサプライユ 集臨機と自動再生 ｊｦｾ フィルタの組み合わせが、 ｃ

ニ ッ ト内の ｈｅｐａ フィルタでほぼｾＡＧＮｦ， ｬ 主化されて R 用外気処理フィルタのメンテフリー化に対する

C R 内に送られる 。 答えになるのかも知 lれない 。

-f#>r.- I  

タ卜.;l¥.

世卜調恨

図- 1 クリーンルームのエアフロー

一方、 C Rに必安な外気 ( 製造プロセス上で必

裂な局所排気分や C Rの防圧を保つのに必要な外

気 ) は、外訪l機内のプレフィルタと寸1性能フィル

タでダスト除去の後、空調機内でレタン空気と出

合される 。 C Rは一定の外気を取り入れることに

ファインイヒ

H E P A フ ィルタの泌過性能は、半導体集積回

路のノ マターン微細化とともにア ップしてき たと 言

える 。64 K の L S  1では 、ノマターン中高カず 3μ mf .'EJ.fl'

であ ったため、t r ; 11御対象となる微粒子径はたかだ

か0. 3μmほとであ った。最近の 4 Mの D R A Mて

は、 0 .5 μ mのパターンが使われているため、 0. 05

μ mの微粒子を制御しなければならなくなってきて

いる 。

H E P A フィルタは性能データによると、最低

11¥1集率 ( 故大透過率 ) は 0. 1- 0 . 2 μ m付近にあり、

粒径が 0 .05μ mになると効率は約 l 桁上昇するこ

近年、クリーンルーム ( 以下 C R ) を必要とし より、室内をプラス圧 ( 1  - 2  mmA q ) に保 って とが分か っている 。つまり 0 .1μ mで99 .999% の摘

なか った分野での C R化が著しい 。従来、 C R と いる 。だからフィルタの白詰まりによ って外気品 集効率をもっ H E P A ( U L P A ) フィルタは 、

言えば大規悦集械回 路 ( L S  1 ) の製造工程に代 が減少するとプラス圧が保てなくなり、ドアの| 探 4  Mの起し S 1 に対応する粒径0. 05μm付近でも

表される電子産業の一 部で採用される技術であ っ IHI などから汚れた外気が直接入 ってきて 、C R と 99 .9999% の効率をもつことになる 。

た が 、最近では高級 主主装 、食品答昔 ｬｦ の射出成 ｊｦｾ 、 しては致命的なダメージを受けることになる 。 今後 L S  1の集紋度がさらに進んで 、制御対象

食品の包装工位、プリント基盤の製造等、あらゆ

る産業で C R の需要が伸びている 。

今までは、 C R と言 えば H E P A フィルタとい

うことにな っている 。 このフィルタの性能は 0. 3

μmのゴミを 99 . 97 % 以上捕築 できるが、たとえば

高級塗装の工程では、問題にされるゴミの大きさ

は数μ m以上てあり、場合によ っては数 10，um以上

が問題になるにすぎない 。だから、このような分

野には H E P A フィルタはオーバスペ ックである

と言えるわけで、各分野が必要とする空気の消 I争

度 ( この場合、 h')"i 判交クラス何々という、 0 .5 μ m

以上のコミを云々するのではなく 、実際に問題に

なる大きさのゴミについての出浄 ｬ 主ｾ ) に応じて、

必要なフィルタが巣なるべきで、 C R イコール H

E P A フィルタという考え方は改める べきではな

4 8  建築と社会/ 問的年 11 月号

図 - 2  ;慮材巻取形 図 - 3 自動再生形フィルタ

フィ J レタ

となる粒径がさらに小さくな っても、現状の U L

P A フィ l レタて~卜づttj 応、できると考えら t1. る。

ワークの汚染される確率は 、空気に暴露される

時間! と汚染物質濃度の紋て" あるから、重要なのは、

ワークをフィルタて'''i -，'r 浄化された空気以外に触れ

ないようにし、なおかつ暴露時間がてJ きるだけ短

くなるようなプロセスを開発する ことであろう 。

フィルタというハードは性能聞ではほぼ限界に達

していると言えるので、今後は、いかにして ワ

クを汚染物質から? る ( プロセス自体の発鹿によ

る汚染も含めて ) かというソフト凶! の改良によ っ

て、今後い っそう illl むであろう L S  1 の高集約化

に対応できると A考える 。

( むらカみ しよう しち 日 本 ス 川ピン

耳環1境機日総E 白lド(. 1業正佐一部技術 3 ｾ諜 ｴ 技耐附附 Ｑ［Ｏ
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摩擦杭

福井 賓

摩擦杭の定義

杭基礎とは、上音1I から の仰豆を杭を介して地盤

に伝える形式の基礎であ って、荷重の伝達機能に

より、支持杭と l管機杭とに大別される 。1
f

t 様相しの

定義としては、つぎの二通り がある 。

① 主として、そ の周 l飼j管燃で支持させる杭

② 杭先端が良質な支持Mに達していない杭

杭の働きを主としてその周 同僚機力 で支持させ はたしてきている 。

る杭を l:'t i創 立と定義すると、 l筆隙力地大をはかる 木杭のl肉食に対する欠点を解決するため、鉄筋

ためには、 コンクリートキえの利用が考えられ、大正 14年に四

① 地鈴の強度をあげる 。 角形断面に筒l を持つ杭が考笑された 。 この杭 の施

② f/c体に l埜燦力削川l をはかる処理をする 。 工は、砂手i I を雌り上げて杭を打設し、地盤と杭体

③ 杭を長くする 。 との ｼ制 限に砂 利 を充填し、一極の ｪ ｴＡｬ ｾＸＺ改良効 果 を

などの方法が考えられる 。 目的とするとともに、杭体と地鍵と の際線力の地

地盤の強度をあげるためには、サンドコ ンパ ク 大をはか つている 。この杭は大正 15年に滋賀県竪

ション などの方法があり 、杭 体のl埜篠力地加を意 図の工場において笑用に供され、以後、関西地区

図したものに飾付杭がある 。 また、必度の安定し での笑紡は多い 。当時の文献に よると、学校 、工

た地総 中の摩機力を fq るた め必裂な長さを持つ杭 場、煙突、市場や駅、高架係等に用いられたこと

を用いることなどが巧えられる 。紺lい杭を多数用 がわかる 。昭和 4 年には八角形の飾付杭が国鉄大

阪駅付近の施設に採用された 。節昔日径38cm、長 さ

3.6mで、現イE約 100Cll1沈 F しているが他全である。

写真 一 1 に杭の打設状況、 写真 ー 2 に杭の 製作

状況を 示す。

いるほうが、太い杭を少数用いるよりも 、j経燃杭

としては有利であることは当然である 。

沿革と現状

I也童話の惑いところに建物や的梁を建設する際、 fl j3ol' D20年から昭和30年の技術復興WI 、昭和31年

木杭が用いられた例は古くから多い 。 しかし木:f j' c から現在までの技術革新JVIにおいて、建設規模の

は地下水の変動により腐食すること、および長尺 増大につれて建築基礎技術が大きく総進した 。建

ものが得られ縫いという欠点があ ったが 、大正か 物が巨大化 し、埋立地盤への進出 などに伴 って、

ら昭和の初期lには木杭がきかんに mいられていた 。 建築基礎は支持杭が 多用 される よ うにな った。

この当 11寺は、末 1-1 4 - 6 寸( I 2 - 18CIl1 ) 、長さ 2 - しかしながら 、地盤沈下地域においては杭に負

31lil (3.6 - 5 .5  m) の生松村を l壁際杭として用い、 の摩綴力が作用する結来、各. f . OT [ の障害が生じ 、支

挫物ｾｊ［従を杭先端まで下げるという考え方によ っ 持杭一辺倒の考え方を反省をする機運が生じた 。

① は日本主主築学会 、② は日本道路協会の定義で ていた 。昭和 の初j め頃 の建物は木{)Lが主とし て採 そして l傘燦杭が再び見直される よ うにな った。

あり、双万に若千のニ ュア ンスのi 1 . l いがあるもの 用され、東京における詳細な淵作は笠島' ) により 過去 10数年間の実績を直接基礎 ・康被杭基礎に

の 、主 としてがしの先端抵抗で支持させる杭、およ 報告されている 。大阪においては住友ビル ( 大正 ついてみると、 図ー 2 のような傾向であり 、学会

び杭先端が良質な支持層に似人れさi . l た支持杭と 11年着工) 、大阪ピ ル ( 大正 13年 ) などの建築物が の動きゃ社会のニーズが反映していることが伺え

は災な った杭 を指している 。支技杭 と存え て設計 粘土層 の上に長 さ 3 - 4 mの木杭により支持され る。大阪湾岸の埋立地についてみると、 図- 3 に

した杭でも、 i欧州試験の*，'1米ーによると、 l: ' t 擦カが ており 、大阪 中之 );} j地区においても大阪 中央公会 示すような 地総構成 であるので、建物の用途 ・規

大きく、設計仰亜の純情l ではj空機杭的 であること 堂 ( 大正 2 - 7 年 ) で末口 18cm、長さ 3.6 mの木 般によ っては摩綴杭基礎が有用である 。建設位置

が 多い のは 、よ く知られ ている 。 杭が 、また撤去 された旧大阪市役所 ( 大正 7 - 10  を図 - 4 に示 しておいた 。

図 - 1 1立、杭頭( i : f ifl と先端; 伝達予1[ ill および Ilti 祭 年 ) で末日 21cm、k さ 3. 0 m ( 杭 11:1隔 75cm) の木 図 2 ・図ー 3 ・図 4 は、文献 3 ) より '11用 し

力との関係を /j "'し た L のである 。 {i[ がI't. i普Wc とし てJIj， 、られ2 ) 、ぶ派にその役目を たものである 。
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V 建築基礎情這E泊村計十 ( 88. 3 )

V 支持杭に傾勺な" F1i 工法

司V地銀改良工 ，去( 83. 2 ) 第32回土質工学会ンンポ ジウム ( 87 .11 )  

マ 支T剤耐こ傾らな" F宣工，去( 83. 6)

20 
マ 支持4えを用いなL 、建築基礎 ( 83 5 )  

V 日本建築学会 大会 P. D( 82. 10)  
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図 - 2 設計実績の経年変化
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対 ｾ ［ｬ 官 ｅ
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- 地表 1M! 也鍛の強皮肉パラ つ きを、 fIcT是さ の範囲ま

て

. !地也鍛を締的閏め‘ 埋立土! 日 の沈下祉の軽減を図る 。

4え

s  t里立土居

一て二一ーで二一一て二ー 沖横粘土庖 一二ご一一二= 一一二二

洪 ｾｍ

図 - 3 摩療杭基礎

.1l11察杭基礎

図 - 4 建設位置 ( P 1、 R I 、南港 、大阪府下)

留意事項

j管燦杭基礎を} ; i ，川するに| 接して、以下の誠. ' . ¥に

W{ : t! :する 。

① 地盤調 Ｑ ＱＧを行い、 ｊ 筆綴力の適正な ， ｬ［ｾ ｪｬｬｬｩ と沈下

! 習のある場合の i:t T :止を予 illiJ しておく 。

② ｉ 也ぷ ｬ 侍の ￍ ｴｬＡＮｾｩｬＺ の 液状化に対して検討し、必要

に応じて 、地量生改良ユ二法との併用を巧える 。

③ ! 筆僚がLの支持力を、技術試験により確認する 。

④ 不同沈下 を生じた場合のことを考慮し 、必要

に応じ 、将来 ジャ γ キア ップにより不|吋沈下が刑事

50 

正できるような対策を積極的に" 昨 じておく 。 また、

フーチングや地中梁の耐力を大きくしておく 。

⑤ 建物建設後の沈下 illiJ 定を行い、予 illiJ 値と比較

検討する 。
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新電解着色技術

日 野 田 悠 ニ

アルミニウムの電解着色技術は、金属塩屯解着

色あるいは二次m解着色とも呼ばれるアルミニウ

ム建材の代表的な表商処理方法で、アルミサ y シ

の大半に j盛期されている 。 その呼称からわかるよ

うに、陽極同変化したアルミニウムを、二次的に、

金属塩溶液 中で、電気分解によ って陽極酸化皮膜

の微細l孔中に金属を還元析出させて着色する 。

①二次的に というのは、陽極般化処理に続いて、

ということである 。一次というものもあり、これ

は| 場極間変化処理I l によって着色した皮肢が得られる

屯解発色あるいは自然発色と呼ばれる方法で、陽

極般化液に特殊な有機般が使用されたり、アルミ

ニウム素材の中の成分を皮膜中に移行させ、皮膜

を発色させる 。 また三次というものもあり、これ

については後述する 。

②金属塩溶液に使用する金属イオンとして、適

用可能な金属は、かなりの数にのぼるが、工業的

に使用されるものは 、ニ ッケルまたは錫あるいは

両方の出令溶液が一般的である 。

③電気分解は 、金属を泣元処思! する作用である 。

アルミニウムをカソードとする l任流てりあれば良い

が、アルミニウムの電解着色では、この適用する

電解電流の波形が着色作用に大きく JU竿p. を及ぼす

ことカ{-1t[ 近にな ってわかり、注目されている 。}j IJ

の言い方をすれば 、従来は 、交流または直流しか

考えられなか ったが、これらにはおのおの一長一

短があった 。 本中 ｲ ｾ ［￯ の新 屯 解着色技術は 、 Ｑ ｬｬｦｬｩ ｦＡＮ処 理 ｉｬ

に比較的谷易に適用できる ｾｉ［ 対本 ｻ ｊ ｾ 交流波形を用い

たことが枇大の特徴である 。すなわち直流、交流

のおのおのの欠点をカバーしあ って、特長となる

音11分だけをのばすことができる方法である 。 この

非対称交流による新電解着色法、 F カラーについ

て紹介する 。

F カラーの特長

(1) っき回り性の向上

般的には、このような形材の内部をのぞき込んで

みる人はいないので、このような昔日分がl i s して

いようがいまいが榊わないと考えられる 。笑際に

そのような考え方で処理される場合が大半である 。

実際の作業においては、 ｾｉｌ 解着色 ｈ 寺の屯気 ｩ ， Ｑ は 、

} 移材の全表岡村Iに対して計算された所定の屯流を

供給する 。 C の部分への到達電気量が少ないと、

屯気の供給を受けやすい A の部分には、必然、的に

多くの屯流が流れることになる 。 その結よ荘 、A の

苦11分は 1政色とな り、 逆に C の部 分は淡くなる 。 こ

のように、同じ電気屯を流しても、 1杉材の形状に

よって有効直iの色が濃くな ったり、淡くな ったり

することは、形材断而ごとに屯気の供給量をコン

トロールしなければいけないことになる 。事iJ 干やE

ｾｊｩもの形材ごとに苅色条件を定める作業は、大変

なことである 。

F カラ ーでは、図 l の A 、 C の部分を全〈同

色に仕上げることができるようにした 。 このこと

は、着色処理時の管理を 、従来の目視による管理

から、供給電気訟のD・理にすれば良くなり、着色

工伎の自動化に大きく前進することになる 。

っき回り性の良いことは、一本の Jf3材の 中での

み有益な ことではない 。現夜のアルミニウム形材

の表面処裂は、数本~数卜本の単位を、 l チャー

ジとして表面処理されているが、この 1 チャージ

のj杉村本数はっき回り性に依存している 。 したが

って l チャージの単位形付本数が多くなることが、

生産祉の増大すなわち生産性の向上につながる 。

(2)グレー着色

アルミニウムの屯解着色が今日のように一般的

にな ったのは 、金属t孟溶液ー摺てイ立解 11寺の屯気祉

の多少を調書害することによ って、ゴールド~ブロ

ンズ~庁、の幅広い泌淡のポ 色ができる手 '1培さにあ

る。 またとくに 、この色が建築に好まれる終ちつ

いた系統の色であることも、普及した安凶の一つ

である 。建築に好まれる色の中にグレ一色がある

が、: 立解着色法でグレー着色することは l利雄とさ

れてきた 。 F カラーでは、淡い色調のグレーポ色

を可能にし 、主にビル外! のオーター工-oJ'; に好まれ

て多〈採用されている 。

f江角平着色技術で、 グレ一色は長年の号J三であ った。

グレ一色の縦しさの理由は、電解箔色でグレ一色

にする金属の析出状態を巧えてみれば明白である 。

写真 一 1 は、通常のブロンズ系の色の陽銀西変化

成版 Ｂ Ｑ｝ での 、 金属の析 ｴ ｈ 状態を示す 電 子 ｾＱ ｩ 微鏡写

点である 。陽極首長化皮肢の微細1孔に、制11長い十本状

の金属の析出状態が観察できる 。

一方、 写真 一 2 は、特殊な処理で無彩色に着色

アルミサ ッシが今日のように普及したのは、ど した皮膜の断而の-WIJ で、この場合には、金属の

のような形状でも容易に成形できる判l 出形材の適 析出状態が偏平でかつ析出向さが一定している 。

用にある 。Ni々彼維な断聞が設計されるが、表面l この高さが一定していることが、グレ一色のよう

処理の立場からすれば困った断而もある 。 たとえ な無彩色を得るには重要なことである 。金属の析

ば図ー 1 のようにセミホロ の断筒形状からなる 出荷さが一定し 、 しかもその高さが可視光線の波

部付の場令、 C の部分には電気が流れ縦い 。屯解 長付近であれば光の干渉作用が起こる 。 この場合、
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析出金属の層が干渉脱の役割をしている 。干渉肢

は、わずかな厚さ (n m) の迷いで亦~殺に変化す

る 。 ｭ ｾ 平着色のグレ一色は、析出荷さを、可税光

線の脳波長 IHリの育、成 、紫イτJj 立の干渉を受ける z.5

さに金属を析出させることによ って得られる 。写

U - l のように 、金属の析出高さが不均一であれ

停

ｾ ，＠

写真一 2 グレー着色した皮膜断面の電子顕微鏡写真

ぱ光 の干渉は起こらない。通常の屯解着色 を行え

ば、写真一 l のようになり、 (.Jj さは揃わない 。金

属の析出向さを 一定に嫡え、かっその日さを所定

の厚さにすることが、グレ一色などの無彩色の屯

解着色を得る方法であることを J7えれば、その難

しさは! J . 、除いただけるものと思う 。 F カラー法は、

特長のーっとして、従来の方法では |姐郊であった

析出形態をコントロールすることを可能にし、グ

レ一色にず7色できるようにした。

写真一 2 は、上記説明をした金属の析出状態を

わかりやすくするために微細イしを太くして偏平状

の析出をさせている 。笑際の F カラーグレ一色は、

このように太い イしではないので、淡いグレ一 色に

なっている 。写兵一 2 のように微細11イしを太くする

には、| 場甑般化処理後、日I j の屯解液を用いるなど

の作用を砲して、その後、屯角材i 色を行う 。 この

方法は三次屯解苅色法あるいは光の干渉色を利用

した電解ポ色と ｬ 呼ばれ、一昔 ｉ ｉｾ 舟Ａ化されている 。

おわりに

F カラーの生産設備は不二サ ンンの各工場に導

入され、設備の数を P;!tやしつつある 。 また F カラ

ークレ一色は、償1兵ビジネスバーク ( 写真一 3 ) 、

虎ノ門屯気ピルをはじめ 、多くのピルエギて寸志用

され、好評を f吋ている 。

今後は、 F カラーを 利用した三次屯解着色法に

よる濃いグレ一色あるいは他の無彩色系色調の開

発など、 F カラー利用技術を発燥させてゆきたい。

写真一3 F カラーグレーの施工例

( ひのだ ゆ ヲ し 不 ニ サ ，: . . - - 株式会社ftli ，l'l， l制発部次長 )
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- 出版委員会「プロのノウハウJ 講座シリーズ( 第 2回)

「建築設備の健康診断」研修会参加記

山 田

牧野茂氏は、建築設備の 設計・ 診断のベテラン

技師である 。 趣味は、外半をぶ つ ｊ ｉ ｾ ばして Ｈ 1' 1私、

暴 走 族 ) 、国内外の，建物の設備地 i訟を観録される

とのことで、仕・1'; と趣味がー欽しており、筆者ーは、

「幸せな生き方だなァ 」 と! 長じた 。

今回は 、牧!l ! 1氏の お占 l' 土主築 it生1l ili の削! 康診断J

を補助教材に f!E¥，、ながら、 O H P による映写を主

体にした講義である 。 全体は 三宮11て村長成され、故

後に参加者から の質 問 の時 1::1を設けた 。 多) J I而か

ら多くの質問が ｮ ｾ て、会は以後に椛り ｼ がりを比

せた 。

とくに 、米-)，1' (88，:&) を迎えられる大崎治良氏

( サンヤ 7 トビル) が、一番出l て“熱心に受講され

ている姿に核し、筆者は「建築の，，{ : ｾｬｽ ｬ に終 点 はな

し、 」 と、 深い! 感銘を受け た次第です。

健康診断のきっかけを聞く

ある年、竹 中工務的 設計施工のクリーンルーム

の壁 4 111'が倒壊した 。原因を調べると、空調機の

j且，l i車がきっく 、意外 にも、 ー ]J JIl Hこ偏していた 。

「室 温は設 ｾｴｩ ＡＮｩｬ ｬ 主と 同 じなのに、 ｻ ｩ￬ｊｉＮＺ か ｩｦｔ た＼ !感

じる J とのl臥評は所j からあ った。

建築主1聞lは、らとも とクリーンルームとして fl)!

うものを、事務所として使 って いた そうかとい

って、施工者の l 'ZH: が粍くなるわけではない 。全

修

築 設備 を診断 しUj した 。

建築設備は、，建物の ，'ff' に対して動である 。往築

物の雨もり ・ すきま ｊｾｬ 等のトラブルは、原凶と斜 ｩ

よｾの診断が簡単にできる 。 設備の場合は、 社 い ・

来い ・明るい ・H古いの下IJ 断や診断は簡単にできて

も、システム内てF 行われている変倹効率や機昔話の

逆転状況は 、 計測技術や診断装 ｩ 丘に ｾｴＨ らなければ

できない 。

講義の流れを読む

'，11: 気設備iの診断、空調設1lili の診断 1 ( 冷 熱i}hi 設

1IHiの診断 ) 、空調設備の診断 2 ( 配竹系機能診断 ) 、

空調設備の診断 3 Ｈ 空調ｾの診断 Ｉ 、空調設備 の

診断 4 Ｈ 小 型 ｚｅｩ 制球の診断 Ｉ 、円 ｇｾｾ 腐食の ｩｗｉ 定 Ｈ Ｑｾ＠

JJ.. J 水 腐 食 速 度 の iWJ定 ) 、 これらの設1lili 診断、 故防

予知1と呉常民税法等、 各診断のtJ !:t袋が O H P を主

にしながら説明された 。

これらの中で、 ｬ ｩ 令熱 ￬ｊｾ 点 ｪ の必 ｊ 主をとり ｊＧ ，げ て

みる 。冷熱源設11tH・台数ilMJ 1 卸の診断は、冷熱湯l装

置伽1々 の連転状態をみることから始まる 。すなわ

ち、屯動式の場合は 1ι 流計か' ，l i : ) J J I をセ y 卜して

述 ｾＧ｣ デ タをとる 。l吸収式の場介は、作: ，J:i! il !i:卸m

の モジュトロールモーター のIJ.JJ主イ，i Uーを取る 。

つぎは、冷然i}hi 装置出入仁11J( I 品を iWI7主し

ハラ 7 ト冷水流111 . ハラマト冷水熱: ，j:ーなど 計; 止し

力をあげて補修工 'J'; を行い 、阪1)' 1の究明につとめ た のが カラーの写 ｊｾ 図 ｭ 建築設備の 他 康診断 ｊ 42 

た。 これを機にして、竹 中工 務!J Jに 仁注築設備の tt ・43頁のカラ一万ー点を参 !ir
l
，) である 。 グラフの

他康診断チーム 」 が発足する 。 ｊｦｾ が、あるリズムにの っ てきｩＮ Lいにぶれているの

人聞は 、年に 1 l!.! 1  1他康診断」を' 支けている 。 はよい例で 、形がくずれているのは! & ' ; い例である 。

各純 計 iWJ総を 使 った り、 l血液 ・以検作等を H1J1j し i  Ft とτ? の 似 の 1: ¥1が波書λi 止をぶしています 。 これ

て、潜在症状の診断を行 っている 。処 築 設1lili も'1' . はうまくい ってい るWIJ です」 と1況lりl された 。

きものゆえ、人 1:: 11百j 憾に呉' ; ;: ; 状態が、いつかは起 分からない専門別訪に |尚み、クラフの凡7j が分

こる 。潜在症状のトラブル ・クレ ームを liij もって からなかった kJ) ，者 lこも、少しずつ分か つてきた 。

引き出せたらと与え、 ｾｦｯｬｬ￥ ｬＧｩｊｬリ装 ｬｩ Ｏ ￫ を駅 ｪｾ して往 z没1Iil iの専門家でないわたしにと って、今凶の講義
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l立錐解だった 。設備の目ざましい発注と計 iWJ 技 術

の進歩に驚くとともに 、勉強不足をしみじみと味

わされた 。

受講者の質問から一言

- 尾谷正善氏 : 新日本空調駄

この本は手聞がかか っている 。診断装也のいい

ものが欲 しい 。官庁の設備 工 '1:; を消け S:， うときは、

議会を 通すために、膨大なテータを総出しな けれ

ばならず 、困ってしまう 。

・奥村達 夫 氏 側 奥 村 商 会

既存ヒルの設や1mの寿命 は 10年ぐらいだ。 設備i業

者は 、設計者 ・管理II 者 ( 病 院) からコス トを押 さ

えるように要求される 。 とくに病院は水を多量に

使うので、水の料金体制lの研究も必要である 。 あ

る食堂の設備工事をしたときは 、ぷ31問題と省エ

ネ問題を厳しくいわれた 。 1設耐11': 仁与をやる前と、

ゃった 後 の各種データを出せ」 といわれたときは、

大変にあわてた 。

. i，' j - 水譲氏 : 三谷産業( 械

ここに記された診断通りにはいきにくし、。 どの

ようにデ タの分析をするかで、その対処 法が災

なる 。現場に紡過した設備l 技術者でないと 、解析

法はむずかしい 。 設 Ｑｬ ｩ ｩｊ 施工は 、 住ｾ工 Ｇ ＱＧ［ の 有 企終段

階に位置している関係で、般々のiliJWJ を受けるか

ら、 「労 多 くして J} j 少ない部門」と いえる 。設備1

診断法を 際 準化 できな い ものか、と昭!il う。 多分む

ずかしいと思うが ・・・ 。

・西 田 弥 八 郎 氏 側 タ ニ ヤ 7

うちは送風機を iさっている 。 よく j重111{ がl E らな

いといわれるが、これを 上 げると回転数を上げな

ければならず、動力 ・騒音 ・振動の ;.; : 怖がHlてく

る。 そのバランスのとり方がむずかしい 。 ときに

は、私たちにもカバーできない相談がきて、まご

つく。 それと、設計値と実際f I 直と の川には杭I i 主が

あり、ノぐラつきが起こる 。

.  /11中義久氏 P 0  ｌ 凶中古川 ｩ 姐 ＡｾＧ ｉ ｾ 務所

各純データの解析がむずかしく、い つ もとまど

っている 。 附単な ｊ設 ｩ設生引↑制似備 ､市府［有 ｬぱ百計 ｊＭ ｩｬ 社洲 ｊｉ刊則Ａド川Ｑ リ Ｒ総 ｩ詰占をｉｬ附 ｩ品刑 ＮＱ肘 ｉ ｾ発 ｅ して＿欲法しいと

111 よ

aじρ ノ。

上記の諸問題には 、答えられる純|沖iで牧則氏に

l叫答していただいた 。 1いま当} ，Ii でも、設Wi 機甘品

製作会社と協力して、シミ ュレ- ; / ョン [ドj な設備

診断機器を製作しています」 とのうれしい終えが

返 ってきました 。

jほf去の質疑応答が雌' ) 上がり、時 Ii ¥l は超過した 。

なお、質問者の姓名は会社名 のみ お/lf l きした関

係で、姓名はコ1者ーがあとで名簿を凡て記したもの

である 。 もしも! 日i巡 っていましたならば ( 文章の

いl谷を含む ) お汁し下さい 。

( ゃ ま だ お さ む 本会 :H版 icli 会" 同委H k )

日 時 平 成 元 年 9 月27日制

開場 17 :30 開会 18:00→閉会20: 00 

会 場 日本建築協会 ・ラウ ンジ

講 師 牧 野 茂 氏

(竹中工務庖大阪本庖設備部設備銀長)

テキスト 「建築設備の健康診断」

( 日本建築協会企画、学芸出版社発行)

参 加 者 29名



平成元年度・第 1 回若い会員の集い

いま関西はおもしろい

- 168時間都市へのアプローチー

レ ポ ー ト

「いま、関西はほんとにおむしろいの? J  i何 だ 他国のそれに比べて知名度が高いこと、また、都

かんだといろいろ動いていて、おもしろそ 7 だけ 市 C N P でも| 剥酋でカナダ一国分をポイン卜して

と、い った い ど こ が ? J こ うつぶやきながら、雨 いるとい った点で、何とか切り抜けられる力をも

がしとしと降る 9 月19 日( 火 H!i : 日) 、約90人の|苅 って いると、それは心強い発言があ った。 さて ・

西人がよｾま っ てきた 。 ｯ ? ?  

- さて、この誹誠会で、彼らはどのような感想 ※  

をもたれたのだろうか。 何はともあれ、雑多な人 11¥1が集ま って いる T O

関西に限らず、世界中、プロジェクト ｨｾ ￌＱ肢であ K  1  0 などではできない何かが、 l剥西ではできる

る。 その中で、関西がおもしろいんだ / と言い切 と信じたい。

れるとしたら、それはなぜだろう? 開発、開発と でき上がるモノの大きさやきれ

来 い きに目が向けられがちだが、そこには、いろん

加 藤 先 生は、第一に、初の24時問機能型の国際 な人迷がいろんな形でかかわりをも っているわけ

空港ができて 、大阪がい商流者11市 n となり、関西圏 で、開発にも関西人独自の、関西の風土に根づく

の人々が新しい生活空間 、生活 時 IHI を創出してい 感党があるはず。一方で「あの東京弁が耳障りで

くこ とが期待されること ( そううまくコトがilli ぶ イライラする」、「あのうどんのおっゅの黒くてま

かどうか。 " ファッショナプル仰なビルが縫った ずいことといったら - リet c と体質的に相容れな

といえば鮮がり、流れていくような人達が、リー いものがあるのなら 、「何でも( 東京の) い先進的 砂

ターシ ップ をとっている様相は、なんとか避けた なモノをとり入れなくちゃ」なんて追いかけず、

いです ) 、 第 二 に 、 東 京 の 官 僚 主 義 に 対 し て 関 西 独特の味をもっ、独特の創り方で、まちづくりが

の* やってみなはれゆ的発想、遊びへの評価、パ できないものかなあ ーー。

クチ的要素というような昔からの地域性が、機づ 楽

いていること ( " 7 スコミ関係、カタカナ職業をは

じめ、音楽、 ｩｾ ￭ｉ ｾ ｉｊ 関係の人達は圧倒的に東京に集

中してい て、何だか東京の方が、 フワフワして楽

しそう o それに特に 、お役所が何か卒業をお こ

す場合となれば、お金をもらうために中央= 東京

にお伺いをたてて、ヒイヒイしているようなイメ

ージがあるんですけど・。昔の関西人は 、確かに

豪傑で大物が多か ったけれど、土地神話の 11寺勢か

ら、皆セコ くなってきて いると思いませんか ) を

挙げておられた 。東京一収集中で、特にセカンド

・ンティである大阪の地盤沈下が議論されている

ことについては、相対的に ( 悩報量等に比し ) 人

中オ ｦ 共 Ｔｩ ミカカ＼ｾ｝ｊいこと、セカンド ・ シティとしては

最後にひと 言。 ビーバー( レジャー論の古典 「余

暇と祝祭」の著者) 日〈、 ホ忙しく働きすぎて 、

自己を見失うことが「怠' 附」の本来の意味である。

|制発にかかわるすべての方々、くれぐれも御自愛

下 さ い。皆様が元気で、楽しくお仕事されたら、

関西は必ずおもしろくなる 1

(小 海 朋 子/ 本会 Jil 、会以内- l I l い小宣言u会委員 )

日 時 平成元年目月 19 日( 火)

開場 18 :  00 開会18 : 30- 閉 会11 :  00 

会 場 大阪府立文化情報セ ンタ ー・多 目的ホール

鶴 師 加 議 晃 規氏

(建築家 ・大阪大学工学部環境工学科助手)

参加 者 83名

「しミま関西はおもしろしリアンケート結果 参加者83名中 、46名回答 ( 回収率55. 4 %)

，r ; ぃ会員の集い小委員会て'は 、今後の企聞の参考と

するため、講演終了後に、参加者の方々に以下のアン

ケートをお願いいたしました。

ご協力いた 7ごさ、ありカずとうございました 。

1  企画内容について 興味のあるものー 〔

内は、興味ある 具体事例

* 1期凶の個々のビ ッグプロジェクト 21名

学研都ili 3  . 1具l西新宅浴 2 ・1.1' 之};，'j 文化、/

ーンの開発 2 .  191石海峡大橋 2 ・j ディアシ

ティーフ方ーラム ・各々から説明を 11t 1 き、意見

交換を行う

* ウォ ターフロ ント 開発 15名

iテクノポート大阪 大 同 大阪ベイエ

j ア 相村 一〈ーラン ド計画 …l  
ンド ・ポートアイランド 2 JijJ 工事

* リゾート側発 13名

淡路品リゾート計画 3 ・神戸レ ジャーワール

ド榊怨 2 .  ｩｬｴ 界各地のー ｉ ｾ 例紹介 ・ビデオの中

にあった計阿"1"のリゾート 開発 ・近郊自11市、 郊

外型の手戦なリゾートJ ) 日発

2  その他希望の企画

Ｍ 大阪に是 ｾＱ Ｇ ｬ￬ｘしいと思う文化施設等 Ｏ一 般の人却

が11' 見交換できる会/ ・都市再開発/ ・f. lldil 日l発にお

ける自然環境に対する ;μ 特とそれによる環境保全/ .

IfIIrIi交通/ ・交通アクセス網の活性化 ( 環状線のt古性

化) / 泉州地Iまの経済変動/ 中世貿易自11市の再生

・ Ａ日 ｬ ｩｬＡｩｾ者 ＱＱ 論 Ｏ ・ ｼ比 ｬ 凶の伽 Ｑ ＱＧ Ｑ 、特典型 Ｑ ＺＯ ・ ｭ 匹、デザ

イン、 i l U、芸術、行政令? の中日広いれ人の交流/ ・東

京の- l I l まりや学会との対面/ 住宅、特に京郎等街並

み保存と開発の共存l問題/ 今でも狭小過寓した不良

住宅地区が非常に多いと思うが、小さいなが句も息の

長い人 ＱＱｩ 抑止のある併 ｉ［ｾｉ 発 Ｏ ・ 関西と北陸を述紡させ、

関西の情報文化、経済と北| 挫の自然、資源を相互に融

合、発展させ、北II1!の42UI な水資拡! をパイプラインで

関西へ引く

3  今回の企画についての意見・感想

・ビデオを見ることで大阪がこれからどのように変わ

っていくのかある位皮理解でき た。

- 時| 悶を切り口にしたl f I I 市論に大変興味をも った。

・建築家の fi 々の集まりではあるが、自Ilrli というもの

を考えるには社会学、経済学、行政等の I街からのアプ

ローチもも っと般極的に取り入れたら 。

加必先生のお話で時/ I - l J剥lでの l時代のとらえ Ji が参考

にな った。

- テー7 はよか ったが、これからどういう都市づくり

を進めるべきかについてのホ y トなディスカ y ション

があればより充実したと思う 。

- 大変興味深い企画でおもしろか った。ただ、 168時間

都市という巧え IJ は人! 日! の単純司会朴な部分での感性と

相反するのではないか。

.  ｾｈｂ や学術セ ンタ一 等のインフラ税制 ｩｩ だけで本当に

関西を活性化させることができる のか、今 、関西に必

要なことは大阪文化の復興だと思う 。そのことが全然

出てこなか ったのはどうか。東京カずおむしろいのは文

化が発達しているからなのはいうまでもない。

Ｍ 非Ｇ，Ｚ［ｾに関白い企画 。 ただ、 ｉ 也鍛沈下をとめるポイン

トはこれだという点がもう少し明維であれば。

・ビデオはあまりおむしろくなく、も っと 「遊びJ の

ま是正Eがいるのでは。

・| 則商が急速に変貌して、それに対する人間! の幸色村巾l

がついていけるだろうか。

.  2 時1I刊のうち60分がピデオ欣 l吹というのはどうか。

もう少し識がi をiえく しては。

.  f.'iJJ →大阪の与え方は愉快。

.  r占11市ではないところ j がどうな っているか楽しみ

て'ある 。

7it'-8.σν マビリオンを思いだした。

・| 湖西を特に取り上げるな ら、もう少し l拘束 ( 東京)

との比較があ ってもよか った。

・JJilll l的な訴にも っと路み込んでほしか った。

.  h': Ii IJ 企業のみで関西のIJ fJ 発ができるのではないので，

ＭｮＭ ｴｾ 併せて の 対話で総合的に進める べき 。

- タイトルから氾. ! f 象するわりには地味であ った。

.  r.l 1市の成立条件は 各人がr . l 1市でよく生活する ことで

ある 。生活レベルの上必とともに給料むよがればなあ。

・現状の環境から見れば、今日 の内容はある程度想像

がつく 。 rそのための行政は、企業は、生活者はどう

すべきかJ が豆裂であり、そ の辺 りをポイントに話し

てほしか った。

- 概念的には i! 1[ 解できたが側々の理論説明では納得で

きない 。 臨海工業都市、臨ｾ情報 ｬｭｬ 市 。

大好きなテー? なので、今後とらどんどんいろんな

ｻ￨ｾｬｩｪ に参加したし、 。
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日本建築協会

月間の動き

出 席 者 長 谷 苦11委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 8 月号「建築とアート J 特集報告

(2)  9 月号「構造の省力化J .  f鹿島建設大阪

支庖50年設計部作品集 j 特集経過報告

(3) f 音楽と建築」 パロ y クをあなたに ー

(4) f エコロジカ j レアーノ〈ンプランニングJ

(5)f 北村隆夫氏」個展 ・講演会

(6) f 関西の祭事の研究」

(3)10 月号 「都市環境創造と設備ーI! -J . fユー| 第 4 回広報小委員会

平成元年 9 月分

E里 事

. 0.  

"zli: 

ザー参加lのハウジング」特集経過報告

(4) 11 月 号 第36匝I l ' j " 年技術者特集の件

(5)12 月号「最近 の昨覧会ノ マヒリオン 」特集経

過報告

(6)1月号「商品化住毛のデザイン」特集経過報告

(7)2月号計四系特集経過報告

(8) 3 月号計画総令「スケール! <g; J ( 仮称) 特集

経過報告

(9) 特集企画 ・その他

(10) 収支状況報告

ｾＲ 回常任理事会 | 第 6 回作品作風小委員会

27 日 41時 - 511寺 於本会会議室 14 日 611寺半- 711寺40分 於本会会議室

出席者 佐 野 会 長 ほ か 15名 |  出 席 者 総 高IJ 委貝長ほか 3 名

議事 (1 ) 定時評議只会開催にかえて書面表決の件| 議事 ( l )f 新建築調査表」の作品選定

(2X初日本建築美術工芸協会主催 「講演とシ I (2)最近の作品掲載状況 ・予定報告

ンポ ジウムの会J 後援の件

(3)第 2 回日本建築協会n・のf斗

(4)入退会者ゑ認の件

(5) 報管事項

企 画 委 員 会

第 3 回委員会

18 日 3 時 - 41時 於本会会議室

出席者 三品委只長ほか 7 :r， 

議事 第 2 回日本縫築協会食について

編 集 委 員 会

第 3 団法令分科会

4 日 21侍 - 311寺半 1氏本会会議室

出席者ー 大前幹;[ J';.I 1か 3 名

議事 (l )f 法令コーナー」の企画

(2) 編集委民会の報告

第 6 回会員企画小委員会

5 日 611寺- 81時30分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 向 回 目IJ 委員長ほか 6 名

議事 「建築と社会」シ リー ズ もののぬ・|車内容

10 月号「ユーザー参加のハウジング」特集

第 2 回幹事会

7 日 1  1時半 - 4 時 於 本 会 会 議室

出席者 高田幹事ほか 4 名

議事 10月号「ユーザー参加のハウジング」特集内

容検討

3 月号計画分科会「総合」特集第 1 回幹事会

12 日 711寺- 91時 於本会会議室

出席者力 ｮ ｊｩｾＧ Ｚ［ 中 Ａ ｊ Ｇ，Ｎほ か Ｔ 名

議 事 平 成 2 年 3 月号 「計画総合」特集笑検討

第 4 回情造分科会

12 日 41時 - 611寺 於本会会議室

出席者福山鉾 Ｇ ｬｾ ほか Ｔ 名

議事 ( l )f 椛造の省力化」特集経過報告

(2)f 構造の貞 j の企画

第 6 回編集委員会

14 日 4 時 - 6 時 半 於 本 会 会 議室

54 挫 築 と社会/ 1989年 11月号

(3)f Ca l l e r y J 内容報告と今後の検討

第 3 回計画分科会一計画系ー

19 日 6 時 - 8 1時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 問中幹事ほか 2 名

議事 (1)平成 2 年 2 月号計画系特集の企画

(2)他分科会へのf止条

第36回青年技術者選衡委員会

20 日 611寺- 8 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委只長ほか 8 名

議長 第36回青年技術者選衡

( 28 日には、藤田予IIUtl 委員、 中嶋龍彦委員が選衡)

第 B 回広告企画小委員会

26 日 4 時 - 51時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委只長ほか 5 名

議事( 1) 9 月号「構造の省力化」・「鹿島建設大阪

支j苫設計部作品集J 特集広告収入報告

(2) 10月号 「都市環境創造と設備ーI! - J . fユー

ザー参加のハウジ ングJ 特集広告収入途

中経過報告

(3)1 1月号「釘¥36回1'1"年技術者 J 特集広告途 中

経過報告

(4)12 月号「最近の博覧会ノ マピリオン j 特集広

告収入途中経過報告

(5) 1 月号「商品化住宅のデザイン 」特集広告

途 中経過報告

(6)平成元年度独自特集企画及び検討 、その他

(7)収支状況報告

第 4 回 計 画 分 科 会 建 築 系

27 日 6 11寺- 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 謀長田 ｴ 砕 Ｇ ｬ ｾ ほか Ｖ 名

議事 平成2年3月号「スケール感J( 仮称)特集案検討

事 業 委 員 会

第 4 回若い会員の集い小委員会

5 日 6 時半 - 9 1時 於本会会議室

出席者 宮野副委只長ほか 8 名

談半 (1)前回卒業委只会の報告

(2)f いま関西がおもし ろいj ー 168 時間都

市へのアプ ローチ

6 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 寺井幹事ほか 7 名

議事 (1)前回事業委員会の報告

(2)研修分科会か らの報告と今後の企画

(3)教室分科会からの報告と今後の企画

第 4 回見学会小委員会

7 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 副委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 7 ・8 月の見学会の報告

(3) 9 月以降の見学会の予定

(4) 分科会の設置

第 8 回「音楽と建築」企画分科会

11 日 6 時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 ゲスト渡部貞清氏、 稲本直氏

田畑主任ほか 3 名

議事 当日の進行スケジュール

第 4 回教室分科会

20 日 61侍- 7 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 ・川l村両幹事ほか 3 名

議事 (1)話題建築を聞く

(2) ビテオ l決写会

第 4 回事機委員会

21 日 11侍40分 - 2 時 半 於 本 会 会 議同

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 7 名

議事 (1)各小委員会からの報告

(2)' 89建築関係団体合同忘年懇親会に ついて

(3) 本年の事業委員懇親会について

第 1 回近代建築見学分科会

22 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者福本 幹 Ｔ Ｑ ｾ ほか Ｒ 名

議4'，. (1)分科会の名称について

(2) 分科会の今後の運営について

(3) 見学会の企画について

第 4 回エコロジカル企画分科会

25 日 611寺半- 91時 於本会会議室

出席者 富野副委員長ほか 2 名

議事 ハービ イ ・シャピ一 口氏講演会

第 3 回研修分科会

28 日 61時- 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 、円 |ニ幹事ほか 3 名

議事 (1)識がi 会「これからのガラス 」の企画

(2) ガスをテーマにした講演会の企画

建 材 委 員 会

第 6 回委員会

13 日 311寺半- 511寺半 於本会会議室

出席者 金井委貝長ほか 14名

材料説明 : ロ y トデ y キ( デ y キプレート ) /

事務 局

今後の検討建材 : 免震用積層ゴム / 中川委貝

その他 : 本年度工場見学会( 川島織物) に決定



出 版 委 員 会

第 5 回委員会

設 計 ア ン ドレ ・ヴォジャンス キー

長谷川紘者11市 ・建築研 究室

施 工 奥村組

21 日 5 時 - 6 時 於 本 会会議室 I  i いま 関西はおもしろい」講演会

出席者 須賀委只長ほか 2 名 | 一 一168時間都市への アプローチ

議事 (1) ( プ ロのノ ウハ ウ〉と特装本の経過報告 I  19 日 6 時半 - 9 時 於大阪府立文化情報セ ン

(2) 今後のテー 7 と執筆者選定について |  ター

電

(3) プロのノ ウハウ 講座 シリー ズ第 2 回

「建築設備の健康診断」について

「建築設備の健康診断」プロのノウハウ講座

27 日 6 11寺- 8 時 於 本 会会議室

講師 牧 野 茂 氏 ( 竹中工務庖設備音11設備課長 )

参加者 29名

見 学 会 ・ 講 演 会

大阪市立科学館見学会

26 日 1  1時半 - 4 時

参加者 106名

・建築概要

所 在 地 大 阪 市北区中之島 4 - 2  

設 計 民 理 関 西電力

設 計 環 境開発研究所

施 工 竹中 ・大林 ・鴻池 ・銭高 J V  

宝塚造形芸術大学見学会

30 日 11侍- 3 時

参加者 75名

・建築概要

所在地 宝塚市切畑長尾 山 2 - 1658 

参加者 83名

講 師 加藤晃規氏 ( 大阪大学工学部環境工

学科助手 )

建 築 ク ラ ブ

第209回朝食会

12 日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グラン ドホテル

参加者 68名

i寅 題 「半年後に迫 った花の万博」

講 師 江上 幸夫氏 ( 国際 花 と緑の博覧会協

会 )

住宅管理研究会

第 1 回住宅管理研究会

5 日 1 時 半 - 411寺

出席者 巽 委 員 ほ か20名

議 事 ( 1)研究の進め方

(2)その他

第 1 回住宅管理研究会作業委員会

14 日 1 11寺- 0 寺

出 席 者 高 岡 座 長 ほ か 15名

議事 (1)府営住宅の管理における居住者参加に |刻

する研究

(2) その他

9 月の入会者 (敬称略)

〔個 人会只 6 名〕

佐野 妙 国中 滋典 高丞 ｮＡ ｊ Ｍ ｾｬ 、
( T' S  HOOS E l  k 休 組 1 ( .k阪府庁 )

l資 瀬 忠孝 甫出 裕 紀 松 下 降久

( 竹中工務! ; t i l ( 大阪府庁 ) ( 日本情報サビス )

〔准会員 2 名〕

谷口 嘉彦 藤 田 愛二

( 大工大院) ( 創造社デザイン 咋1"1学 校 }

‘ 会員の 言卜報

坂 j'fr. 雄 ( 92) 10月13日死亡

浜 田 瑞穂 (80) 10月26日死亡

G3 司全国書庖で好評発売中/

「建築技術 J 12月増刊号

実 践 建 築 工 事 検 査 E

鉄 筋 ・型わく ・コ ンクリ ー卜 工 事 の 検 査 ・試 験

方j去を?、 それぞれ工費目 を お っ て 解5見していく

品 質 確 保 の た め の 必 携 マ ニ ュ ア ル。

亀 田 秦 広 監 修 A 4判 280頁 税 込 定 価3.300円

床構造入門

ス ラ フ の は な し

さまざま な 構 造 形 式 の ス ラ ブ を 、 そ れ ぞ れ の

特 徴 念 上 手 に 生 か し て 使 い 分 け る た め の ガ イ

ドフーック。

松 井j原 吾 著 A 5判 167頁 税 込 定 価2. 300円

欠陥だらけの施工だから ... ...

指 標 場 所 打 ち 杭 工 法

20余 年 間 も 土 全 掘 り 続 け て き た 著 者 が 、 基 礎

の 施 工て¥、かに欠陥が 多 いか を 痛 感 し て 新 し

く書 き下ろ した 警 告 の書。

北 中 克 巳 著 A 5判 500頁 税 込 定 価7.500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干 151 東京都渋谷区幡ケ谷 1- 1- 2 福西ビル

良

川

改

に

盤

町

問

地

平今回の特集では、現在の地健改良

工 法について工法の原理、 設計要点、

施工 法 を取り 上げるとともに、第

線で活躍する筆者が、液状化対策に

最適な地位改良工 法" をテーマに、

液状化の地絡をクリアした後 々な 実

施例を 紹介します 。

連載⑨建築法令を考える

検値建築強度規定の変遷

と建築構造按術5

明治中頃、本格的な建築法制を望む

戸を機に開始した、市街地建築物法令'

粁余曲折を経てここに施行される! !

1 . 地盤政良の特徴と工法の選択

2. 地盤政良工法の概要

①パイプ口フロ テーション工法

@サイド コンパクションパイル工法

③盛土工法 (ブレローディング工法)

④ 水位低下工法

⑤ 大気圧工法 (真空工法)

@ 動圧密工法

⑦サンドドレーン工法

@ ペーパー ドレーン工法

@ プラスチ ックドレーン工法、他

3. 地盤政良の実施例

① 支持力の増大( 住宅の基礎)

② 構造物支持基盤の強化

③ 生石灰杭工法 ・償祥混合処理士

法による地盤改良の実施例

④薬; 夜注入工法による地盤の強化

⑤ サンド コンパクションパイル工法

グラベルドレーン工法の実施例

⑤ パイプドレーン工法による実施例

55 
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大 阪 r! i 北 Iメキ[ 傍 IsT 3 系: 5  -j _}  ｾ電話 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 1  1  3  1  (何

点点 郎 中央区 11 本統制高殻I l IT 2  - 2 2  ｾ Ｎ ｵＺ話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431  ( 大 代 )

名古 lぜ 仙 台 札似 ｬ ム ｉｾ 占 ・ 福岡 ・ 金沢 ・ 新 ｪ 烏 慌 j兵

大阪支底

本 社

支 社

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

3525 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 j円 ・営 業 所 Il'，¥岡 . };-C(;j l  天 .f!I! . ・川 内 . N' 戸

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

棒式会社 三 晃 空 調

大阪市中央区披見2丁目l 番61号Y イン21MI D7ワ- ;Ii 話 06- 949 - 1371

点京高11 新 街 区 西 新 術 新 f百住友ビ ノレ' ; l L話 03- 344 ー 1911

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁 目 6 1性18 号 ;II 話 06- 363 ー 1371

flh f i  rli 1' I " 葉区大田T 2 丁 目 2 番 10 号 泣 話022 - 261- 3002

1' ， ，'i fil rl) '  ，t， 村 区 名 駅 南 2 丁目 14需 19号 屯話052 - 581- 8571 

広 J:h rlJ '1' 区 紙 屋 町 l 丁 目 2 番 22 号 屯 市;082 - 247 - 4535

編 問 di 中 央 区 大 名 2 丁目 " 番 22 号 屯 話092 - 761  - 3795 

営 業 所 札 帆 償 浜 京 r . I I .  ｾｉｴ 戸 ・ 松 江

:1' ， Ｇ［ ｬ ｾ 所 Ｍ ， Ｇｦ 森 ・ 秋旺 Ｑ . 盛岡 ・大声 ・千葉 ・川崎 ・市山 ・筒井 ・和歌山 ・

日J[x 岡山 高訟 ー下|剥 ・熊本 ・鹿児向 ・ィ[11

縦

O

M

U

 

⑧議誕副画検式会祖

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

1・よりよき環境へ技術で挑む一 一一

守 株 式 会 社 精 研

蔵

T E L ( 06)35J  - 5428( ( り

F A X( 06)351  - 5299 

孝藤

干534 大阪 d1ft II!; ，¥!i<: '1' 町IIIT2丁 1-110格 11J，) 

代表取締役社長 依主|

56 

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 JJ 番目号( オ トセンタ ビル 1 2階)

郎{ 必需号 542 '，I!: 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  代 表

ノ ンテ ナ ン ス部 ､ｾ 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1  6  5  1  代 表

点 Ｉｩｾ Ji. 1市 点点目目下代日 l 医 九段 南2丁目 2帯5号 ( 九段ビノレ 2 - 41'告)

1
t
l; f挺帯号102 ';I!: 話 以 京 ( 03) 262- 3  2  4  1 代 表



2舎町震后告書leJCi'''O. 
⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 . " " 司 : 1 : 11 :1 : 1 

ー・F電，ー..，.

⑪ぺ;;:::;;; |:pq地区ＨｾｉＺＩ 日 Ｊ￬ｾｾｉ ｪＡￏ ＪＪｩｴｾ 益社

J i ' : 郎市南区 l同 九 条 42 凹 町 2 0 番 地 の l

;1I話(681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045  

大阪市北区天満 1- 5- 20 ';11話 ( 06)352- 3501( (¥j 

i  It  di 栄 slr 2  1  1  1  'o!LJt. ( 0592)26- 3610(( ¥j 

l川日 rl i di  [1月末広田T '; 11話( 0593)53- 743l(( ¥j 

.kHtd1r!' 央2 r 円4- 28 屯話 ( 0775)22- 9738((t )  

本社及京都支庖

大 阪 支 后

三 重 支 盾

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

官

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電 気 ・ 計 装 工 事 設 計 施工

栗 原 工 業 倫 式 会 紅E之 社
ム

玄式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大飯営業所 TEL 大阪06(385) 1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311 )1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0 6 6 5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771 )  6  1  6  8  

R  本山代表取締役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 j吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原
E 百

フK
取締役社長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

興

社長

大阪市 中央区日 間情 4 丁目 3番7号 泣訴 大 阪 (202)0325- 9 孫

本 社 東 京 都 千 代 任l 区 商 事l' 旺1 1 丁 目 4 番 5 J，; .  

支 社 札 帆 仙 台 ・;l L ノ内 新宿 櫛 浜 4片山bl ' h 州

宇1・業所 . tU';f電所 全国主要郡司132 ヶ所

専務取締役
ヰ士

底

本

支

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気設 備 ・7 リ ン J レ ム ・冷 暖 房 段 備

給 排 水衛 生設 備 ・2十 装 制 御 段 備 立体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 場

Z宣 言十 施 工

出 張 所

誠実と指術でお応、えする

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男
三 室 電 機 株 式 会 社ｾ＠

干530 .k阪 市 北 区 西 正 柑 2 - 6 - 8 ( 宜 ピ ル ) T E L  06( 364 ) ' "  7  ， 
。nニ; LI， X  523 3  2  8  7  

干 叩5 JRJI>:lm港 区 新 惜2 ' 6( ニュー 新 峨 ビ ル ) T E L  03( SO，I } 0  2  3  I  

nミL E X 222 6  7  2  4  

干 '162 名 目 { 皮 市 北 区 金 蝿 三 r rI ' 2  - ，，'  T E し 052( 99 ' ) 5 ' 3  ， 

干657 神 }_i 市 輔 区 お 催 中 町 ，2  9( エビスピル) T I:: L 0 7 S( 881) S 5 7 1  

本 社

東 京 宝 庫

名 古 屋 支 底

神 戸 支 庖

. プラ ント工・

. 情絹システムエ・

lt! 己，. システム工事

CATV: : " ステふ工事

畠 坤 アンテナ ｾｉ 工 事

. 肱備工・

ビル竃気10橋工・

工' l ! ' 電気10嶋工司隣

町吋電気10織工・

It お 工 ・

. 電力工・

支 韮 電 10 渦 工 惨

事 歪 温配1i t r. ? 工 '

t包申必配.... ェ，

霊 園 工

時 市 本 命 隼 工 事

円 抑 配 管 工 移

筒防胞1915偽 工思

BoardふSlate

ハ 工 業

奉 仕 感 謝 の 庖

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 底

⑤ 550 大阪市[ l yl メ l川本町 1 - 13- 33 

i l 1 話大阪 06( 532)代0461 ⑤ 550

天 理 市 H i 阜 市 新 町 50

キ土本

⑨日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

宮 06印06) 1111代

g ω92 (26) 4371 

g 偲682 (4) 1771 

8 ω88 (55) 引 00

5 7  

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

干892 鹿児島市名山田T4- 7 三宝ビル

干708 津山市大手町8番5号4婦百苫会館

干9∞南風原村兼城 沖縄印刷団地

社

日本写値センター

，草山写植センター

沖縄写植センター

あ 干

.ι ‘ 556 
勺 I

ゅ 二ーさ

る ーー 版 7  

l s- E骨て
主 r ] ; "， 円 ，

恨 ご- i量 ク

工l ¥L 区 ス

ポ 吐 ｾ五 五
の ｾ ＺＢＺＧＺ 六六

切式七 7

?干之〉 三七七

IJ: ｾ五 ｦ 番 四 回

全土 三一五

E  号 六 四

天理営業所

株 式 会 社

代表取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区西 天 満 2 丁 目 6 - 8  ( 堂ビル 7 階)

ｾ Ｑｬ 話 Ｈ Ｓ ＶＱ Ｉ 3  6  7  1  ( 代 )

束 京 都 中 央 区 日 本 稿 柿 崎 町 20 番 5 号

'，11: 訴 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 lli f. f ・ 1' 11 f只 !京 ・ 堺 ・ 滋 11 

11111111 



Master BUI り& 5 Technol c羽l e5

凋 ｴ モ ｊＢｉｊ コえ写勾眉量殺司ｾｾ壬 ｾｩ 面量

日置マスヲーピJ Lヲ二丈 掠 式 会 員

本 社 東 京 邸 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 T  E  L03- 582 8813  

大阪支庖 ) c 阪市中央区北浜3・2- 23( fJ 量ビル ) T  E  L06 202← 3294 

Const ruct i on chemi st ry for the future .  

•• •• ••••• ••••• •• •• 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー:::::!?)(株)副 O!l:J ! ] O:2 

場

一

二

工

第

第

。. T1_¥¥)  ｾ＠ - ｾｾＮｊￇの断熱用シｾ人
1る〓' 司有r

目n/¥'1イチ11ーシート P

り合わせ技 術て積 層 した，二重 機造 の断 熱 兼用 二重防水 シート で す

目豆電線練武曾批 判開刊田区丸の内Ｒｔ目 Ｑ Ｎ ＲｾＨ 刊困ピ ｊｶＩ

営 業 種 目

・防 水 工 事 性 布 防 水 ・シート |功水モノレタノレ防水

・樹 脂 注 入 接 着 工 法 各般樹脂注入按新事m修 工事

・亀 裂 補 修 工 事 各 極 的!m注 入 ・充 填 ・コー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リ コ ン ・チオコ ー ル ・ウレタ ン アクリノレ

・吹 付 工 事 ア 7 リノレ ・リ シン . ｾｉ￬ｬ 性タイノレその 他

く〉建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー53) m5 1 2 2 5号

。 日 本 シ ー リ ン グ工事 業m会 々 員

大 阪 市 北 区 末広町 3 - 2 1  刈晶、持. : : : I : : : . T: I o事・" " ' " ←主主主

j止制1I也所扇町ピル20l S ｜ｾｊ イ τ＿ ヲｾｾ門 ＷＱＱＱＱ

T E L 0 6(  315 )  0  7  0  1  • - ｾ＠ - • -.-司. -..・

デンカC S Aファミリー製品

-望月二. . OCSA (膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＮＮｏＢｾ ヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無収統制 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮＰ 司 ｆ ＮＺｊＺーヂ ｮｊ Ｇｊｾ Ｈ達 率一＿切 Ｉ コンクリー卜躯体の漏水補修に

- Tニ. . nES(土質安定用 急 硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニ. . nI I OOO(製品用超高度混和 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京将li ・中It J里子 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

抑制 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ｾ、Ｎ

A  式株業産
白

木浜
電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土
ふ

玄式株産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  
TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 束京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社
コト

式

社

株

会

-・・・圃・-
ネ土

A

Q

玄式株産物j羊光

TEL  滋 T{ ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6)  T E L 大|坂

58 



テトカツパ- 防水

' ‘ R で ・ 1 ・・ もすき子守虫剤F平沼 ー

.  ル川川山'1<'1川lド…4

こ のω防i 水!附村 は ( 一 層 防 水) 随地i 仁す る fだJ け で 、防水は完" 主 です 。

ｊ ｾｾｊ 主 変化に ｉ Ｇ Ｑ Ｇ びがなく 、柔軟刊 Ｇ Ａこ山み耐椴Ｎ而 ｌ 築 ｂＱｊ｡ 刊に｛長 ｩｬ 、 ｪ 尚触しません 。

イ 新工法

力 y パー防水帯 ; 一口ど 制

/ 防水帯 プ レノテ ク ト吹付 工法

建設
. お 申 込次第カタログ進呈

ｾ＠ 化工業株式舎祉
-1' tl ｩｾＮ ＨｲＮｉｊ・ ｬＧ 央 ｉｾ 鋭暗 Ｘ Ｍ Ｔ Ｍ Ｙ 世，";03 (571)  2703 

大飯事 tJ 所 ｫ 血 ｲ ｬｩ ￯ ぇ川 ｬ 足 場 ｌ 主 Ｑｾ Ｖ Ｍ Ｑ Ｍ Ｎ Ｑｬ Ｑｾ ，［，ｉ ＰＶ＠ (391) 1081-2 

埼 ｉ 材 ｾ￟ｦｲ 崎 ! 県柚 11) 市 点 1- 3  - 30 111，1<10' 8717') 2845-6 

厚 木 :11絵 所 神俗川県j草木 rli ;I!Ul 259 畦品0.62 (21) 1761 

名li ! l ! 出掛所れ II ，Mrl i ，li['( ｲ ［ Ｏ ，ｾ 町 ＳＳ 1屯"'¥052 (81 1)  3660 

九州: 1 ¥払所 ｉｾ 賀県佐町即品目町大 ｨ ， ｮｾ ， ｬｱ ＵＰ 世話0952 (47) 29，15  

新しし、時代の、新 しし、扉をひらきたい。

東洋シャッター株式会社

本 社 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤町 1- 3 - 8 ( 日本 生命 谷町 ビ ル)

T E し (0 6) 94 3 - 6 5 7 1 (代;)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

話久建2 3史観=Tf I J I レヲ Jl 歩ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 色 彩
盛皇 宅主'

..5ci!. EEI 責 任 施 工

ア フ タ ー ケ 戸 一 /

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

被 似 j込t7'r S 小 波 . S 大 波 ・V i及・ボ ッ クス iJJi. ' Wジャン ボ 波 ・V テ y キ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ BL . 其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーバー・工キゾスター( 強制) J  

ボーロイド( 断熱材) D.G .K . ※ カ タ ロ グ を 御 前 求一|ごさ い

護雲 市I J I ! ; 9J l J 9J l 製造綜式会誼

大 阪 本 社 干660 尼 崎市 H併 11間通り 3 - 26 松 本 ヒ ル 屯 話 大 阪 ( 06 )412  - 5131  (代 )

大 阪 支 庖 及 工場 大 阪 ・九 州1 • ;f，-;! i 屋 ・広 烏 ・東 条 ・刈 谷 ・姫路

東 京 本 社 及 工場 干 335 ]紋 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号- r 1 I 話政 ( 0484 )42 - 3115 ( 代 )

支 庖 及 工 場 東 北 - 東 京 ・|共l束 ・熊 谷



露出シート防氷材 : J I S A6009 
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日
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植
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E

京都大学( ベストフルーフ絶縁工法)

防水の改修工事に最適な

ベスドフルーフ us工法。

糧化ビニル系シート防水材

歩行用11;:' '74聡・' ' : I A (fう
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大阪市淀川区西 中島3- 9- 13 大北ビル f i 06( 304)5155
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東京都千代田区神田松永町 13
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JII ロビルJ fi 03-253-4911附

・営業所/ ・札 幌窓口l ト53卜2602・青 森岱 0177- 77- 1155

・仙 台 fi 022- 265-4 771 ・新 混合025- 243-3791

・金 沢窓口762-92- 1161・大 宮fi 048-664- 1511

・千 葉fi 0472- 46-5851・横 ，兵fi 045-662- 7370 
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・鹿兜島台0992-58-6571
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